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序　文

　市原市は、千葉県のほぼ中央に位置し、養老川が形成した肥沃な平野から、標高300m近い丘陵部

まで、変化に富んだ地勢を有します。市内各所に残された遺跡・遺物は、かつてこの地に暮らした

人々の具体像を私たちに教えてくれます。

　今年度、市原市は考古資料としては初の市指定文化財となる「人面付土器」・「刑房私印」の2件を指定

したところですが、これらも祖先が残した足跡のひとつです。

　昭和30年代、京葉工業地帯の進出に伴い、その臨海部に近い国分寺台が開発の対象地となりまし

た。昭和48年から昭和63年にかけ、この造成と並行して前例にない大規模な発掘調査を実施しまし

た。平成6年からはその整理作業に着手し、現在も継続しております。

　今回はその中のひとつである荒久遺跡について報告書を刊行する運びとなりました。荒久遺跡は上

総国分僧寺の造営に携わる集落として出現し、その後約400年間にわたり、国分僧寺の盛衰に多大な

影響を受けながら存在した遺跡です。また、この遺跡から出土した「灰釉花文浄瓶」は、これまでに古

代日本における陶芸技術の到達点と評されるとともに、国内外の博物館に出品され、出版物でも広く

紹介されているところです。

　このような発掘調査によって得られた成果が、将来にわたり活用され、地域の歴史研究の一助とな

れば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査から報告書の刊行までの間、長期にわたり並々ならぬ御指導と御協

力を賜りました、文化庁記念物課、千葉県教育庁文化財課、旧市原市国分寺台土地区画整理組合、旧

上総国分寺台遺跡調査団、旧財団法人市原市文化財センター、関係諸機関ならびに地元関係者の方々

に厚く御礼申し上げます。

　平 成 23 年 3 月

市 原 市 教 育 委 員 会　

教 育 長　山 崎 正 夫　



例　言

1　  本報告書は、千葉県市原市惣社字アラク地先（現南国分寺台1丁目ほか）、ならびに同惣社字街道

地先（現惣社1丁目付近）に所在した荒久遺跡 B・C地点の報告書である。

2　  発掘調査は、国分寺台と地区画整理事業にともない、千葉県教育委員会、市原市教育委員会の指

導にもとづき、荒久遺跡 B地点を上総国分寺台遺跡調査会（団長　滝口宏）が、荒久遺跡 C地点

を平野考古学研究所（代表　平野元三郎）が実施した。

3　  発掘調査は以下のとおりに行った。

　　　　荒久遺跡 B地点　（荒久遺跡Ⅰ）　昭和47・48年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　　須田勉・田中新史・宮本敬一

　　　　　　　〃　　　　（荒久遺跡Ⅱ）　昭和49年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　　須田勉・田中新史

　　　　荒久遺跡 C地点（北アラク遺跡）　昭和49年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　　谷島一馬・浅利幸一

4　  発掘調査面積は、荒久遺跡 B地点は23,990㎡、荒久遺跡 C地点は9,520㎡である（全体図からのプ

ラニメーター計測値）。

5　  整理作業は、平成16年から平成18年3月までは財団法人市原市文化財センターが行ない、財団解

散後の平成18年4月から平成23年3月までは市原市教育委員会が事業を継承し実施した。

6　  整理作業は以下のとおりに行った。

　　　　荒久遺跡 B・C地点　平成16年度～平成18年度　　担当　櫻井敦史

　　　　　　　　　　　　　 平成20年度～平成22年度　　担当　北見一弘

7　  整理作業は、荒久遺跡 B地点の遺構トレース原図作成・遺物の分類・遺構事実記載の一部まで

と、荒久遺跡 C地点の遺構トレース原図作成・遺物実測まで櫻井が行い、以降の作業を北見が

行った。

8　  本書の執筆は、第3章第1節1の bを櫻井が、それ以外を北見が行った。

9　 施釉陶器の分類については、大阪大学文学部准教授高橋照彦氏にご指導いただいた。

10　瀬戸・美濃産陶器の分類については藤沢良祐氏にご指導いただいた。

11　 須恵器の分類については櫻井・小橋健司が行った。また、常陸産の須恵器については、茨城県下

妻市教育委員会の赤井博之氏にご教示いただいた。

12　石材の肉眼同定についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

13　 グリッド番号及び遺構番号は、調査段階のものから掲載番号に変更している（遺構一覧表参照）。

14　土器・瓦・土製品・石製品・金属器の観察表は添付のDVDに収録されている。

15　 本書に収録した調査記録や出土遺物等は、市原市教育委員会ふるさと文化課埋蔵文化財調査セン

ターで収蔵・保管している。
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tab.1-1　荒久遺跡Ｂ地点遺構一覧表
略号 遺構№ 枝番 遺構種 新Grid 調査時№ 時期
SI 001 竪穴建物跡 BY-95 186 Ⅳ5
SI 002 竪穴建物跡 BY-84 003 ―
SI 003 竪穴建物跡 BY-83 004A ―
SI 004 竪穴建物跡 BY-63 005A ―
SI 005 竪穴建物跡 BY-63 005B Ⅳ4
SI 006 竪穴建物跡 BY-53 005C ―
SI 007 竪穴建物跡 BY-53 005D Ⅳ2前半
SI 008 竪穴建物跡 BY-43 005E ―
SI 009 竪穴建物跡 BY-54 005F ―
SI 010 竪穴建物跡 BY-54 005G Ⅴ
SI 011 竪穴建物跡 BY-54 005H Ⅴ
SI 012 竪穴建物跡 BY-57 008A Ⅳ4
SI 013 竪穴建物跡 BY-57 008B Ⅳ5
SI 014 竪穴建物跡 BY-68 056 ―
SI 015 竪穴建物跡 BY-24 012A ―
SI 016 竪穴建物跡 BY-24 012B Ⅳ4
SI 017 竪穴建物跡 CY-95 014 Ⅳ4
SI 018 竪穴建物跡 CY-73 015 Ⅳ2
SI 019 竪穴建物跡 CY-52 016A Ⅴ
SI 020 竪穴建物跡 CX-29 018A Ⅳ2
SI 021 竪穴建物跡 CX-29 018B Ⅳ3
SI 022 竪穴建物跡 CX-29 018C ―
SI 023 竪穴建物跡 AX-19 010 ―
SI 024 竪穴建物跡 BY-13 020A Ⅳ4
SI 025 竪穴建物跡 BY-13 020C ―
SI 026 竪穴建物跡 BY-12 020D ―
SI 027 竪穴建物跡 BY-12 021 ―
SI 028 竪穴建物跡 BY-13 020F Ⅳ5
SI 029 竪穴建物跡 BY-37 009A ―
SI 030 竪穴建物跡 BX-89 025 ―
SI 031 竪穴建物跡 BX-59 026B Ⅷ
SI 032 a 竪穴建物跡 BX-59 026A Ⅳ4
SI 032 b 竪穴建物跡 BX-59 Ⅳ5
SI 033 竪穴建物跡 CX-99 030 Ⅳ5
SI 034 竪穴建物跡 CX-55 034A Ⅳ5
SI 035 竪穴建物跡 CX-55 034B Ⅳ4
SI 036 竪穴建物跡 CX-47 033 Ⅳ3
SI 037 竪穴建物跡 BX-45 037A Ⅳ3
SI 038 竪穴建物跡 BX-45 037B Ⅳ3
SI 039 竪穴建物跡 BX-86 038 Ⅳ4
SI 040 竪穴建物跡 BX-53 040 Ⅳ3
SI 041 竪穴建物跡 CX-95 064 ―
SI 042 竪穴建物跡 BY-09 063 Ⅳ5
SI 043 竪穴建物跡 BY-40 060A Ⅳ2
SI 044 竪穴建物跡 BY-40 060B Ⅳ2
SI 045 竪穴建物跡 CX-73 043 Ⅴ
SI 046 竪穴建物跡 CW-100 042C Ⅳ3
SI 047 竪穴建物跡 CW-100 042A ―
SI 048 竪穴建物跡 BW-28 044 Ⅳ4
SI 049 a 竪穴建物跡 CW-48 045B Ⅳ3
SI 049 b 竪穴建物跡 CW-48 045A Ⅳ2
SI 050 竪穴建物跡 CW-36 046B Ⅳ2前半
SI 051 竪穴建物跡 CX-41 058 ―
SI 052 竪穴建物跡 CX-41 059・061 Ⅳ5
SI 053 竪穴建物跡 CW-77 055 Ⅴ
SI 054 竪穴建物跡 BW-25 054 Ⅳ5
SI 055 竪穴建物跡 BW-25 053 Ⅳ4
SI 056 竪穴建物跡 CW-93 085 Ⅹ
SI 057 竪穴建物跡 CW-63 070C ―
SI 058 竪穴建物跡 CW-63 070B Ⅳ3
SI 059 竪穴建物跡 CW-63 070A Ⅳ2前半
SI 060 a 竪穴建物跡 CW-13 071B ―
SI 060 b 竪穴建物跡 CW-13 071A ―
SI 060 c 竪穴建物跡 CW-13 071A Ⅵ
SI 060 d 竪穴建物跡 CW-13 071C ―
SI 060 e 竪穴建物跡 CW-13 071C ―
SI 061 竪穴建物跡 CW-06 072 Ⅳ5
SI 062 竪穴建物跡 CW-02 079 Ⅷ
SI 063 竪穴建物跡 DW-67 073 Ⅳ2
SI 064 竪穴建物跡 DW-37 074 Ⅳ2
SI 065 竪穴建物跡 DW-50 075 Ⅳ3
SI 066 竪穴建物跡 DX-42 083A Ⅳ4
SI 067 竪穴建物跡 DX-42 083B Ⅳ3
SI 068 竪穴建物跡 DX-71 076 Ⅳ5
SI 069 竪穴建物跡 DW-89 078 Ⅳ5
SI 070 竪穴建物跡 DW-07 077 Ⅳ3
SI 071 竪穴建物跡 DW-54 082 ―
SI 072 竪穴建物跡 EY-67 354 Ⅳ2
SI 073 竪穴建物跡 CV-47 144 ―
SI 074 竪穴建物跡 CV-39 080A Ⅳ4



略号 遺構№ 枝番 遺構種 新Grid 調査時№ 時期
SI 075 a 竪穴建物跡 CV-29 080B Ⅳ5
SI 075 b 竪穴建物跡 CV-29 080B ―
SI 075 c 竪穴建物跡 CV-29 080B ―
SI 076 竪穴建物跡 DW-10 121 Ⅳ5
SI 077 竪穴建物跡 DV-18 125 ―
SI 078 a 竪穴建物跡 DV-19 124B ―
SI 078 b 竪穴建物跡 DV-19 124A Ⅳ5
SI 079 竪穴建物跡 DV-40 126 Ⅳ5
SI 080 竪穴建物跡 DV-58 127 ―
SI 081 a 竪穴建物跡 DV-16 128A Ⅳ3
SI 081 b 竪穴建物跡 DV-16 128B Ⅳ3
SI 082 a 竪穴建物跡 DV-86 139A ―
SI 082 b 竪穴建物跡 DV-86 139B Ⅳ5
SI 083 竪穴建物跡 CV-15 188 ―
SI 084 竪穴建物跡 CV-33 145 Ⅳ5
SI 085 a 竪穴建物跡 CV-32 156 Ⅹ
SI 085 b 竪穴建物跡 CV-32 156 Ⅹ
SI 086 a 竪穴建物跡 DV-43 136A Ⅳ2前半
SI 086 b 竪穴建物跡 DV-43 136B Ⅳ3
SI 087 a 竪穴建物跡 DV-64 137A Ⅳ5
SI 087 b 竪穴建物跡 DV-64 137B Ⅳ4
SI 088 a 竪穴建物跡 DV-62 138B ―
SI 088 b 竪穴建物跡 DV-62 138B ―
SI 088 c 竪穴建物跡 DV-62 138A Ⅳ4
SI 089 竪穴建物跡 DU-30 135 Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 090 a 竪穴建物跡 DU-18 141A Ⅳ4
SI 090 b 竪穴建物跡 DU-18 141A ―
SI 091 竪穴建物跡 DU-27 141B Ⅳ2
SI 092 竪穴建物跡 DU-46 148 Ⅳ2前半
SI 093 a 竪穴建物跡 DU-90 140B Ⅳ2前半
SI 093 b 竪穴建物跡 DU-90 140C ―
SI 094 竪穴建物跡 DU-98 146 Ⅳ5
SI 095 a 竪穴建物跡 DU-48 161A Ⅳ4
SI 095 b 竪穴建物跡 DU-48 161B Ⅰ-1～Ⅲ
SI 095 c 竪穴建物跡 DU-48 161C Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 095 d 竪穴建物跡 DU-58 161E Ⅳ5
SI 095 e 竪穴建物跡 DU-58 161F Ⅴ
SI 096 竪穴建物跡 FV-14 357 ―
SI 097 竪穴建物跡 DU-33 151 Ⅳ2
SI 098 竪穴建物跡 EU-93 159 Ⅳ4
SI 099 竪穴建物跡 CV-20 155 ―
SI 100 a 竪穴建物跡 DT-60 171A Ⅳ4
SI 100 b 竪穴建物跡 DT-60 171B ―
SI 101 竪穴建物跡 DT-60 新規 ―
SI 102 竪穴建物跡 DT-60 170 Ⅳ5
SI 103 竪穴建物跡 EV-75 355A Ⅳ3
SI 104 竪穴建物跡 EY-74 355B Ⅳ5
SI 105 竪穴建物跡 EY-63 353B ―
SI 106 竪穴建物跡 EY-53 349 Ⅹ
SI 107 竪穴建物跡 EY-62 348 Ⅳ4
SI 108 竪穴建物跡 FX-89 342A Ⅳ4
SI 109 竪穴建物跡 FX-90 342B ―
SI 110 竪穴建物跡 EY-01 339 Ⅳ3
SI 111 竪穴建物跡 EX-19 338 Ⅳ5
SI 112 竪穴建物跡 EX-17 340 Ⅳ2
SI 113 竪穴建物跡 EX-05 343 Ⅳ2
SI 114 竪穴建物跡 EX-13 347 ―
SI 115 a 竪穴建物跡 EX-25 350A Ⅳ3
SI 115 b 竪穴建物跡 EX-25 350B ―
SI 116 竪穴建物跡 EX-41 352 Ⅹ
SI 117 竪穴建物跡 FX-73 341 Ⅳ3
SI 118 a 竪穴建物跡 FX-83 346A Ⅳ3
SI 118 b 竪穴建物跡 FX-83 346B Ⅳ3
SI 119 竪穴建物跡 FX-92 345 Ⅳ4
SI 120 竪穴建物跡 EX-11 344 Ⅳ3
SI 121 竪穴建物跡 EX-54 351 ―
SI 122 竪穴建物跡 FW-38 304 Ⅹ
SI 123 竪穴建物跡 FW-46 303 Ⅹ
SI 124 竪穴建物跡 FW-55 302 Ⅴ
SI 125 竪穴建物跡 FW-75 301 ―
SI 126 竪穴建物跡 FW-95 308A Ⅳ4
SI 127 竪穴建物跡 FW-95 308B Ⅳ3
SI 128 竪穴建物跡 FW-82 311 Ⅳ3
SI 129 竪穴建物跡 EW-22 132 Ⅳ4
SI 130 竪穴建物跡 EW-33 131 Ⅴ
SI 131 竪穴建物跡 EW-45 130B Ⅳ5
SI 132 竪穴建物跡 EW-45 130A Ⅳ2前半
SI 133 竪穴建物跡 EV-50 119 Ⅳ4
SI 134 竪穴建物跡 EW-71 118 Ⅳ2前半
SI 135 竪穴建物跡 EV-89 123 Ⅳ4
SI 136 竪穴建物跡 EW-91 120 Ⅳ2前半
SI 137 竪穴建物跡 EV-85 122A Ⅳ5
SI 138 竪穴建物跡 FV-79 185 ―



略号 遺構№ 枝番 遺構種 新Grid 調査時№ 時期
SI 139 竪穴建物跡 FV-97 142 Ⅳ4
SI 140 竪穴建物跡 EV-17 143 Ⅸ
SI 141 竪穴建物跡 FV-45 200 Ⅸ
SI 142 竪穴建物跡 FV-25 360 Ⅴ
SI 143 竪穴建物跡 GV-97 358 Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 144 竪穴建物跡 FV-18 372 Ⅳ3
SI 145 竪穴建物跡 FV-20 305 Ⅳ5
SI 146 竪穴建物跡 GW-41 314 Ⅳ2
SI 147 竪穴建物跡 GW-63 313 Ⅳ2
SI 148 竪穴建物跡 GW-63 312A Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 149 竪穴建物跡 GW-92 307A・B Ⅳ5
SI 150 竪穴建物跡 GW-09 329 Ⅳ5
SI 151 竪穴建物跡 GW-30 333 Ⅳ4
SI 152 a 竪穴建物跡 GX-22 335A Ⅳ2
SI 152 b 竪穴建物跡 GX-22 335B Ⅳ3
SI 152 c 竪穴建物跡 GX-22 335C Ⅳ3
SI 152 d 竪穴建物跡 GX-22 335D Ⅳ4
SI 153 a 竪穴建物跡 GX-41 330A Ⅳ4
SI 153 b 竪穴建物跡 GX-41 330B Ⅳ4
SI 154 竪穴建物跡 GX-73 331 Ⅳ2
SI 155 竪穴建物跡 GX-43 325 Ⅳ2
SI 156 竪穴建物跡 GX-03 327 Ⅳ5
SI 157 竪穴建物跡 FW-19 336 Ⅳ5
SI 158 竪穴建物跡 FX-16 334 Ⅳ4
SI 159 a 竪穴建物跡 GV-64 356A Ⅳ5
SI 159 b 竪穴建物跡 GV-64 356B Ⅳ5
SI 160 a 竪穴建物跡 GV-66 359A Ⅳ4
SI 160 b 竪穴建物跡 GV-66 359B Ⅳ4
SI 161 竪穴建物跡 GV-24 384 Ⅳ4
SI 162 竪穴建物跡 GU-72 365 Ⅳ4
SI 163 竪穴建物跡 GU-75 361 Ⅳ5
SI 164 竪穴建物跡 GU-94 371 XI
SI 165 竪穴建物跡 FU-04 203A Ⅸ
SI 166 a 竪穴建物跡 FU-08 211A Ⅳ5
SI 166 b 竪穴建物跡 FU-08 211C Ⅳ5
SI 167 竪穴建物跡 FU-16 210 Ⅳ5
SI 168 a 竪穴建物跡 FU-24 204B・C Ⅸ
SI 168 b 竪穴建物跡 FU-24 204A Ⅹ
SI 169 a 竪穴建物跡 FU-45 202A ―
SI 169 b 竪穴建物跡 FU-45 202B Ⅴ
SI 169 c 竪穴建物跡 FU-45 202C Ⅹ
SI 170 竪穴建物跡 ― 362 Ⅳ4
SI 171 a 竪穴建物跡 FU-52 201A Ⅳ2
SI 171 b 竪穴建物跡 FU-52 201B Ⅳ4
SI 172 a 竪穴建物跡 FV-51 183A Ⅳ5
SI 172 b 竪穴建物跡 FV-51 183B Ⅵ
SI 172 c 竪穴建物跡 FV-51 183C Ⅳ5
SI 173 竪穴建物跡 FU-69 177 Ⅹ
SI 174 竪穴建物跡 EU-08 162 ―
SI 175 a 竪穴建物跡 FU-96 163A・164A Ⅴ
SI 175 b 竪穴建物跡 FU-96 163B・164B Ⅳ4
SI 175 a東窪み 竪穴建物跡 FU-96 164C Ⅳ4
SI 176 竪穴建物跡 EU-26 166 Ⅴ
SI 177 竪穴建物跡 EU-37 158 Ⅳ5
SI 178 a 竪穴建物跡 EV-72 165A ―
SI 178 b 竪穴建物跡 EV-72 165B Ⅴ
SI 179 a 竪穴建物跡 FU-94 168A Ⅳ5
SI 179 b 竪穴建物跡 FU-94 168C ―
SI 180 竪穴建物跡 EU-24 167 Ⅳ3
SI 181 竪穴建物跡 EU-24 178 Ⅳ5
SI 182 竪穴建物跡 ET-50 214 Ⅳ3
SI 183 竪穴建物跡 EU-44 179 Ⅳ4
SI 184 竪穴建物跡 EU-44 181 ―
SI 185 竪穴建物跡 EU-66 176 Ⅳ4
SI 186 竪穴建物跡 FU-28 205A ―
SI 187 a 竪穴建物跡 EV-63 134A Ⅳ5
SI 187 b 竪穴建物跡 EV-63 134B Ⅶ
SI 188 竪穴建物跡 EV-94 129 Ⅳ2
SI 189 a 竪穴建物跡 GV-91 206A Ⅳ5
SI 189 b 竪穴建物跡 GV-91 206B Ⅳ3
SI 189 c 竪穴建物跡 GV-71 206C Ⅳ5
SI 190 竪穴建物跡 FW-69 310 Ⅳ5
SI 191 竪穴建物跡 IW-47 318 Ⅳ3
SI 192 竪穴建物跡 IW-70 320 Ⅳ4
SI 193 竪穴建物跡 IX-91 321 Ⅳ4
SI 194 竪穴建物跡 IX-99 326 Ⅳ2
SI 195 竪穴建物跡 HW-20 337 Ⅳ4
SI 196 a 竪穴建物跡 IW-75 323A Ⅳ5
SI 196 b 竪穴建物跡 IW-75 323B Ⅳ4
SI 196 c 竪穴建物跡 IW-75 323C Ⅴ
SI 197 竪穴建物跡 HW-06 319 Ⅳ3
SI 198 竪穴建物跡 HW-15 315 Ⅳ5
SI 199 a 竪穴建物跡 HW-88 332A Ⅳ5



略号 遺構№ 枝番 遺構種 新Grid 調査時№ 時期
SI 199 b 竪穴建物跡 HW-88 332B Ⅳ5
SI 200 竪穴建物跡 HW-90 322 Ⅳ3
SI 201 竪穴建物跡 HX-82 324 Ⅳ4
SI 202 a 竪穴建物跡 IW-72 376A Ⅳ4
SI 202 b 竪穴建物跡 IW-72 376B Ⅸ
SI 203 竪穴建物跡 HW-02 377 ―
SI 204 竪穴建物跡 HW-13 374 Ⅳ5
SI 205 竪穴建物跡 HW-23 373 Ⅳ4
SI 206 竪穴建物跡 HW-11 375 Ⅳ5
SI 207 a 竪穴建物跡 HV-50 380 Ⅳ3
SI 207 b 竪穴建物跡 HV-50 380 Ⅳ3
SI 208 a 竪穴建物跡 HV-14 382A Ⅳ2
SI 208 b 竪穴建物跡 HV-14 382B Ⅳ2
SI 209 竪穴建物跡 HV-22 383 Ⅳ2前半
SI 210 竪穴建物跡 HU-30 370 Ⅳ2
SI 211 竪穴建物跡 HU-37 369 Ⅳ3
SI 212 a 竪穴建物跡 HU-35 368A Ⅳ3
SI 212 b 竪穴建物跡 HU-35 368B Ⅳ4
SI 213 竪穴建物跡 HU-44 367 Ⅳ2前半
SI 214 竪穴建物跡 GU-78 385 ―
SI 215 竪穴建物跡 GV-46 363 ―
SI 216 竪穴建物跡 HU-57 366 ―
SI 217 竪穴建物跡 HU-99 364 ―
SI 218 a 方形竪穴状遺構 DU-80 140A Ⅻ
SI 218 b 方形竪穴状遺構 DU-80 140A Ⅻ
SI 219 a 方形竪穴状遺構 DU-77 147A Ⅺ
SI 219 b 方形竪穴状遺構 DU-77 147B Ⅻ
SI 220 方形竪穴状遺構 CU-07 154 ―
SI 221 方形竪穴状遺構 CU-05 152 ―
SI 222 方形竪穴状遺構 CU-04 153 ―
SI 223 方形竪穴状遺構 DU-62 169 Ⅳ5
SI 224 方形竪穴状遺構 HV-36 381 Ⅻ
SI 225 方形竪穴状遺構 DU-59 161D Ⅻ
SI 226 方形竪穴状遺構 EY-63 382 ―

SB 1 掘立柱建物跡 DW-57
101・103～
106・109～
115

Ⅳ4

SB 2 a 掘立柱建物跡 EV-58 133 ―
SB 2 b 掘立柱建物跡 EV-58 133 ―
SB 3 掘立柱建物跡 GV-28 402 ―
SB 4 掘立柱建物跡 GV-23 401 ―
SB 5 掘立柱建物跡 GU-42 北荒久4堀 ―
SB 6 掘立柱建物跡 FU-04 203B・D・403 ―
SK 001 a 土坑 BY-78 001A Ⅳ4
SK 001 b 土坑 BY-78 001A Ⅳ4
SK 002 土坑 BY-76 001G ―
SK 003 土坑 BY-96 001E Ⅳ4
SK 004 土坑 AY-06 001D ―
SK 005 土坑 AY-07 001C ―
SK 006 土坑 AY-07 001B ―
SK 007 土坑 BY-96 002 ―
SK 008 土坑 BY-84 003 ―
SK 009 a 土坑 BX-70 023 ―
SK 009 b 土坑 BX-70 023 ―
SK 009 c 土坑 BX-70 023 ―
SK 010 土坑 BX-70 ─ ―
SK 011 土坑 BY-33 020L Ⅹ
SK 012 土坑 BY-52 005D ―
SK 013 土坑 BY-52 005B ―
SK 014 土坑 BY-53 005F ―
SK 015 土坑 BY-53 005H ―
SK 016 土坑 BY-53 005I ―
SK 017 土坑 BY-53 005J ―
SK 018 土坑 BY-08 006A ―
SK 019 土坑 BY-08 006B ―
SK 020 土坑 BY-08 006E Ⅺ
SK 021 土坑 BY-08 006D ―
SK 022 土坑 BY-08 006C ―
SK 023 土坑 BY-57 008C Ⅸ
SK 024 土坑 BY-59 057 Ⅺ
SK 025 土坑 BY-69 ─ ―
SK 026 土坑 BY-69 ─ ―
SK 027 土坑 AX-19 ─ ―
SK 028 土坑 BY-34 012A ―
SK 029 土坑 BY-34 012A ―
SK 030 土坑 BY-34 012C Ⅸ
SK 031 土坑 BY-34 ─ ―
SK 032 土坑 BY-34 012A ―
SK 033 土坑 CX-60 ─ ―
SK 034 土坑 CY-54 016B ―
SK 035 土坑 BY-21 020H Ⅹ
SK 036 土坑 BY-11 020G Ⅵ
SK 037 土坑 BY-22 020I ―



略号 遺構№ 枝番 遺構種 新Grid 調査時№ 時期
SK 038 土坑 BY-23 020J Ⅹ
SK 039 土坑 BY-23 ─ ―
SK 040 土坑 BY-23 020K ―
SK 041 a 土坑 BY-21 ─ ―
SK 041 b 土坑 BY-21 ─ ―
SK 042 a 土坑 BX-59 ─ ―
SK 042 b 土坑 BX-59 ─ ―
SK 043 土坑 CW-01 094 Ⅹ
SK 044 土坑 CW-01 095 ―
SK 045 土坑 CW-02 093 ―
SK 046 a 土坑 BX-26 027C ―
SK 046 b 土坑 BX-26 027C ―
SK 046 c 土坑 BX-26 027C ―
SK 047 土坑 BX-17 027D ―
SK 048 土坑 BX-37 027A Ⅹ
SK 049 土坑 BX-37 027B ―
SK 050 土坑 CX-37 017A ―
SK 051 a 土坑 CX-37 017B ―
SK 051 b 土坑 CX-37 017B ―
SK 052 土坑 BX-73 039B ―
SK 053 a 土坑 BX-65 039C ―
SK 053 b 土坑 BX-65 039C ―
SK 054 土坑 CX-91 042B ―
SK 055 土坑 CW-26 046A Ⅳ5
SK 056 土坑 CW-36 新規 ―
SK 057 土坑 BZ-21 新規 ―
SK 058 土坑 CW-80 新規 ―
SK 059 土坑 CW-22 新規 ―
SK 060 土坑 CW-05 新規 ―
SK 061 a 土坑 CW-05 072B ―
SK 061 b 土坑 CW-05 072B ―
SK 062 土坑 CW-24 新規 ―
SK 063 土坑 CW-24 新規 ―
SK 064 a 土坑 CW-34 091 ―
SK 064 b 土坑 CW-34 091 ―
SK 064 c 土坑 CW-34 091 ―
SK 065 土坑 CW-34 新規 ―
SK 066 土坑 CV-40 081 Ⅷ
SK 067 土坑 DV-44 新規 ―
SK 068 土坑 DX-32 新規 ―
SK 069 土坑 CW-44 090 ―
SK 070 土坑 CW-54 086 Ⅷ
SK 071 a 土坑 CW-55 087 Ⅷ
SK 071 b 土坑 CW-55 087 Ⅷ
SK 072 土坑 CW-55 089 Ⅳ5
SK 073 土坑 CW-46 096 ―
SK 074 土坑 CW-56 097 ―
SK 075 土坑 CW-56 098 ―
SK 076 a 土坑 CW-65 088 ―
SK 076 b 土坑 CW-65 088 ―
SK 077 土坑 DW-74 新規 ―
SK 078 土坑 DW-83 108 Ⅳ3
SK 079 土坑 DW-83 107 ―
SK 080 土坑 DW-94 新規 ―
SK 081 土坑 DW-75 092 Ⅹ
SK 082 土坑 DW-75 新規 ―
SK 083 土坑 DW-94 100 ―
SK 084 土坑 DW-94 新規 ―
SK 085 土坑 DW-94 新規 ―
SK 086 土坑 DW-94 新規 ―
SK 087 土坑 DW-86 102 ―
SK 088 土坑 DV-10 新規 ―
SK 089 土坑 EV-99 新規 ―
SK 090 土坑 DV-49 新規 ―
SK 091 土坑 DV-49 新規 ―
SK 092 土坑 DV-49 新規 ―
SK 093 土坑 DV-49 新規 ―
SK 094 土坑 DU-35 新規 ―
SK 095 土坑 DU-33 新規 Ⅳ4
SK 096 土坑 DU-62 新規 ―
SK 097 土坑 DT-70 172 ―
SK 098 土坑 DU-35 新規 ―
SK 099 土坑 DU-45 新規 ―
SK 100 土坑 EW-72 117A Ⅺ
SK 101 土坑 EW-53 117B Ⅺ
SK 102 土坑 EW-72 新規 ―
SK 103 土坑 EV-77 新規 ―
SK 104 土坑 EV-77 新規 ―
SK 105 土坑 EV-88 新規 ―
SK 106 土坑 EV-16 175 ―
SK 107 土坑 GU-95 203E ―
SK 108 土坑 FU-61 201C Ⅴ
SK 109 土坑 FU-42 新規 ―



略号 遺構№ 枝番 遺構種 新Grid 調査時№ 時期
SK 110 土坑 EV-75 122B ―
SK 111 土坑 FV-52 183D Ⅻ
SK 112 土坑 FU-94 168B ―
SK 113 土坑 FU-94 新規 ―
SK 114 土坑 EU-24 新規 ―
SK 115 土坑 EU-36 182 Ⅹ
SK 116 土坑 EU-34 新規 ―
SK 117 土坑 EU-34 新規 ―
SK 118 土坑 EU-65 新規 ―
SK 119 土坑 EU-60 新規 ―
SK 120 土坑 EU-60 新規 ―
SK 121 土坑 EU-60 新規 ―
SK 122 a 土坑 EU-49 174A ―
SK 122 b 土坑 EU-49 174B Ⅹ
SK 122 c 土坑 EU-49 174C Ⅹ
SK 122 d 土坑 EU-49 174D ―
SK 122 e 土坑 EU-49 174E ―
SK 123 土坑 FU-24 新規 ―
SK 124 土坑 FU-24 新規 ―
SK 125 土坑 FU-24 新規 ―
SK 126 土坑 ET-59 新規 ―
SK 127 土坑 ET-60 新規 ―
SK 128 土坑 FU-17 211D ―
SK 129 a 土坑 FU-18 207A Ⅸ
SK 129 b 土坑 FU-18 207B Ⅸ
SK 130 土坑 FU-18 217C ―
SK 131 a 土坑 FU-18 新規 ―
SK 131 b 土坑 FU-18 新規 ―
SK 131 c 土坑 FU-18 新規 ―
SK 132 土坑 FU-18 217B ―
SK 133 土坑 FU-18 217A ―
SK 134 土坑 FU-28 新規 ―
SK 135 土坑 FU-28 205B ―
SK 136 土坑 FU-28 205C ―
SK 137 土坑 FU-38 205D ―
SK 138 土坑 FU-47 215C Ⅸ
SK 139 土坑 FU-47 215A Ⅸ
SK 140 土坑 FU-47 215B Ⅸ
SK 141 土坑 FU-57 213C ―
SK 142 土坑 FU-58 213D ―
SK 143 土坑 FU-58 213B Ⅹ
SK 144 土坑 FU-58 213A ―
SK 145 土坑 FU-58 新規 ―
SK 146 土坑 FU-58 新規 ―
SK 147 土坑 FU-58 新規 ―
SK 148 土坑 FU-58 新規 ―
SK 149 土坑 FU-58 新規 ―
SK 150 土坑 FU-57 新規 ―
SK 151 土坑 EV-51 192 ―
SK 152 土坑 EV-54 149 ―
SK 153 土坑 EV-61 134C ―
SK 154 土坑 EV-62 新規 ―
SK 155 土坑 EV-62 新規 ―
SK 156 土坑 EV-62 新規 ―
SK 157 土坑 EV-72 134E ―
SK 158 土坑 EV-62 134D ―
SK 159 土坑 EV-82 190 Ⅸ
SK 160 土坑 EU-98 173 ―
SK 161 土坑 DU-94 187 ―
SK 162 土坑 EV-33 184 ―
SK 163 土坑 EV-03 191 ―
SK 164 土坑 GU-98 211B Ⅳ5
SK 165 土坑 FW-87 316 Ⅹ
SK 166 a 土坑 FW-88 317 Ⅹ
SK 166 b 土坑 FW-88 317 Ⅹ
SK 166 c 土坑 FW-88 317 Ⅹ
SK 167 土坑 CW-43 新規 ―
SK 168 土坑 DU-60 新規 ―
SK 169 土坑 DU-69 161G Ⅻ
SK 170 土坑 ― 208 Ⅹ
SK 171 土坑 ― 209 Ⅸ
SK 172 土坑 ― 212 ―
SK 173 土坑 FX-92 216 ―
SK 174 土坑 DU-60 309 Ⅹ
SK 175 粘土貼土坑 DU-05 150 ―
SK 176 地下式壙 BV-19 065 Ⅳ2
SK 177 土壙墓跡 BY-36 009B Ⅴ
SK 178 a 土壙墓跡 BX-83 039A ―
SK 178 b 土壙墓跡 BX-83 039A ―
SK 179 土壙墓跡 CV-44 157A Ⅴ
SK 180 土壙墓跡 DU-34 189 ―
SK 181 土壙墓跡 FW-54 306 ―
SK 182 土壙墓跡 EV-34 184 ―



略号 遺構№ 枝番 遺構種 新Grid 調査時№ 時期
SE 1 井戸跡 BY-87 001F ―

南西部ピット群 ピット CU-39 186 Ⅺ
SS 1 方形周溝状遺構 CW-49 062 Ⅳ2前半
SS 2 方形周溝状遺構 DV-46 160 Ⅻ
SD 1 溝跡 CX-55 011A ～ D ―
SD 2 溝跡 CX-55 007 ―
SD 3 溝跡 BX-84 039D ―
SD 4 溝跡 CV-66 157B ―
SD 5 a 溝跡 BU-42 180 ―
SD 5 b 溝跡 BU-42 180 ―
SD 5 c 溝跡 BU-42 180 ―
SD 5 d 溝跡 BU-42 180 ―
SD 6 溝跡 FU-37 西・東ﾄﾚﾝﾁ ―
SM 1 塚 HV-57 ―



tab.2-1　荒久遺跡Ｃ地点遺構一覧表
略号 遺構№ 調査時 Grid 旧№ 時期
SI 01 1号竪穴建物跡 IT-76 Ⅳ4
SI 02 2号竪穴建物跡 IT-95 Ⅳ4
SI 03 3号竪穴建物跡 DT-13 Ⅳ4
SI 04 4号竪穴建物跡 DT-13 ―
SI 05 5号竪穴建物跡 DT-13 Ⅳ4
SI 06 6号竪穴建物跡 DT-13 Ⅳ4
SI 07 7号竪穴建物跡 DT-13 ―
SI 08 8号竪穴建物跡 DT-13 新規 Ⅳ3
SI 09 9号竪穴建物跡 ET-45 Ⅳ4
SI 10 13号竪穴建物跡 ET-45 ―
SI 11 10号竪穴建物跡 HT-17 ―
SI 12 11号竪穴建物跡 HT-18 Ⅳ5
SI 13 12号竪穴建物跡 HT-29 Ⅳ5
SI 14 14号竪穴建物跡 ET-75 Ⅴ
SI 15 15号竪穴建物跡 DT-04 ―
SI 16 16号竪穴建物跡 ES-70 Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 17 17号竪穴建物跡 ES-69 ―
SI 18 19号竪穴建物跡 FS-97 Ⅳ4
SI 19 20号竪穴建物跡 FS-97 Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 20 18号竪穴建物跡 ES-17 Ⅳ3
SI 21 21号竪穴建物跡 ES-17 Ⅳ2前半
SI 22 22号竪穴建物跡 ES-17 Ⅳ2前半
SI 23 23号竪穴建物跡 ES-17 Ⅳ5
SI 24 24号竪穴建物跡 ET-12 Ⅴ
SI 25 25号竪穴建物跡 ET-12 Ⅳ4
SI 26 26号竪穴建物跡 FT-81 Ⅳ3
SI 27 84号竪穴建物跡 FT-81 ―
SI 28 27号竪穴建物跡 FT-42 Ⅴ
SI 29 28号竪穴建物跡 FT-45 Ⅷ
SI 30 29号竪穴建物跡 FT-45 ―
SI 31 30号竪穴建物跡 FT-16 Ⅵ
SI 32 32号竪穴建物跡 FT-16 Ⅵ
SI 33 31号竪穴建物跡 GT-96 Ⅶ
SI 34 33号竪穴建物跡 FT-19 Ⅵ
SI 35 34号竪穴建物跡 FT-49 Ⅳ4
SI 36 38号竪穴建物跡 FT-49 Ⅳ3
SI 37 35号竪穴建物跡 GT-80 Ⅳ5
SI 38 36号竪穴建物跡 GT-80 Ⅳ4
SI 39 37号竪穴建物跡 FU-11 Ⅳ5
SI 40 39号竪穴建物跡 FU-22 Ⅳ4
SI 41 40号竪穴建物跡 FU-22 ―
SI 42 41号竪穴建物跡 ES-33 ―
SI 43 42号竪穴建物跡 ER-87 Ⅶ
SI 44 43号竪穴建物跡 ER-87 Ⅷ
SI 45 44号竪穴建物跡 ER-87 Ⅳ4
SI 46 45号竪穴建物跡 ER-85 Ⅳ3
SI 47 46号竪穴建物跡 ER-73 Ⅳ2前半
SI 48 47号竪穴建物跡 ER-73 Ⅳ2
SI 49 48号竪穴建物跡 ES-24 Ⅵ
SI 50 49号竪穴建物跡 FS-78 Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 51 50号竪穴建物跡 FS-78 Ⅳ5
SI 52 51号竪穴建物跡 FS-27 ―
SI 53 52号竪穴建物跡 GS-98 Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 54 53号竪穴建物跡 GT-71 Ⅳ5
SI 55 54号竪穴建物跡 GT-57 Ⅳ4
SI 56 55号竪穴建物跡 GT-57 ―
SI 57 56号竪穴建物跡 GT-48 Ⅳ4
SI 58 57号竪穴建物跡 GT-32 Ⅳ5
SI 59 58号竪穴建物跡 HT-82 ―
SI 60 59号竪穴建物跡 HT-82 Ⅶ
SI 61 60号竪穴建物跡 HT-48 Ⅳ2前半
SI 62 61号竪穴建物跡 HT-39 Ⅳ2前半
SI 63 62号竪穴建物跡 HT-03 ―
SI 64 63号竪穴建物跡 HT-03 Ⅳ3
SI 65 64号竪穴建物跡 IT-83 Ⅳ3
SI 66 65号竪穴建物跡 IS-77 ―
SI 67 66号竪穴建物跡 IS-77 ―
SI 68 67号竪穴建物跡 HS-86 Ⅳ5
SI 69 68号竪穴建物跡 HS-86 Ⅴ



略号 遺構№ 調査時 Grid 旧№ 時期
SI 70 69号竪穴建物跡 FS-05 ―
SI 71 70号竪穴建物跡 FS-21 ―
SI 72 71号竪穴建物跡 FR-18 ―
SI 73 72号竪穴建物跡 FR-18 ―
SI 74 85号竪穴建物跡 FR-18 Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 75 73号竪穴建物跡 FR-27 Ⅳ2前半
SI 76 74号竪穴建物跡 FR-13 Ⅳ5
SI 77 75号竪穴建物跡 FR-41 ―
SI 78 78号竪穴建物跡 FR-56 ―
SI 79 79号竪穴建物跡 FR-78 ―
SI 80 80号竪穴建物跡 FR-100 Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 81 81号竪穴建物跡 ER-24 Ⅳ1～Ⅳ2初頭
SI 82 82号竪穴建物跡 ER-06 Ⅰ-1～Ⅲ
SI 83 86号竪穴建物跡 GR-83 ―
SI 84 87号竪穴建物跡 GR-63 ―
SI 85 88号竪穴建物跡 GR-75 ―
SI 86 90号竪穴建物跡 GS-48 8号住居 ―
SB 1 1号掘立柱建物跡 FR-68 倉庫1 ―
SB 2 2号掘立柱建物跡 FS-63 ―
SB 3 3号掘立柱建物跡 IT-76 ―
SB 4 4号掘立柱建物跡 FT-09 ―
SK 01 1号土坑 DT-13 ―
SK 02 2号土坑 FT-15 ―
SK 03 3号土坑 GT-96 Ⅸ
SK 04 4号土坑 GT-96 Ⅵ
SK 05 5号土坑 GT-96 Ⅵ
SK 06 6号土坑 FT-27 Ⅷ
SK 07 7号土坑 GT-98 Ⅸ
SK 08 8号土坑 GT-98 Ⅴ
SK 09 9号土坑 GT-88 ―
SK 10 10号土坑 GT-77 Ⅺ
SK 11 11号土坑 GT-66 Ⅸ
SK 12 12号土坑 GT-57 ―
SK 13 13号土坑 GT-57 Ⅶ
SK 14 14号土坑 GT-57 ―
SK 15 15号土坑 FR-97 ―
SK 16 16号土坑 FR-97 ―
SK 17 17号土坑 FR-97 ―
SK 18 18号土坑 FR-97 ―
SK 19 19号土坑 FR-97 ―
SK 20 20号土坑 FR-97 ―
SK 21 21号土坑 FR-97 ―
SK 22 22号土坑 FR-97 ―
SK 23 23号土坑 FR-97 ―
SK 24 24号土坑 FR-97 ―
SH 1 26号竪穴西側ピット群 FS-99 倉庫跡 ―
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第1章　経過

第1節　調査にいたる経過

　市原市は、昭和30年代後半から昭和40年代、臨海部における京葉工業地帯の進出を契機として、複

数の大規模宅地造成が実施され、集落を取り囲んで水田・畑地・山林が広がるその田園景観を大きく変

えていった。首都圏のベッドタウンという立地状の条件もあり、居住区の整備が急がれた時代であっ

た。こうした中、市役所本庁舎の移転と共に、通称国分寺台の台地上3,800,000㎡余りを対象に土地区

画整理事業が計画され、1970年（昭和45年）には国分寺台土地区画整理組合が設立された。

　開発の対象となった国分寺台には、それ以前から上総国分寺・尼寺跡の存在が知られており、区画

整理事業当初より、史跡として保存される見通しがあった。ただその範囲や、更には台地上にどれほ

どの遺跡が存在するのかについては、全くの未知数であり、埋蔵文化財の記録保存を進めるための体

制作りが急務であった。

　これに対応して1971（昭和46）年に市原市国分寺台埋蔵文化財調査会が組織され、翌年、調査会の下

に実際の調査を行う組織として、上総国分寺台遺跡調査団（団長は早稲田大学教授滝口宏、副団長は

千葉県知事文化財顧問平野元三郎、早稲田実業高校教諭市毛勲）が結成されるにいたった。組織上調

査体制が整うと、区画整理組合との協議により、発掘調査は1972（昭和47）年から3年の計画で実施す

ることとなったが、調査を進めるに従って、想定以上に遺跡が展開することが判明し、その都度計画

の変更を行い、結果的に1988（昭和63）年までの17年間に、計43遺跡の調査となった。

　国分寺台土地区画整理事業に伴う現地での調査は一段落したが、その後は市内各所でインフラの整

備が急がれ、それに伴う発掘調査がしばらく続くことになり、国分寺台の調査にかかる整理作業は、

その費用負担の問題もあり進捗をみなかった。

　しかし、1994（平成6）年、文化庁文化財部記念物課、千葉県教育庁教育振興部文化財課の配慮によ

り国庫補助事業として整理作業に着手し、続く1995（平成7）年には市原市と土地区画整理組合との間

で文化基金の設立が合意され、平成9年度から補助金事業以外の遺跡についても整理作業が開始され

現在にいたっている。

　調査に携わる組織も変遷し、当初より発掘調査を手がけた上総国分寺台遺跡調査団は、1985（昭和

60）年に解散、その後、財団法人市原市文化財センターが業務を継承した。その財団も2006（平成18）

年に解散、以降は市原市埋蔵文化財調査センターがその業務を行っている。

第2節　調査の経過

　今回報告する荒久遺跡 B・C地点は、発掘調査の期間・調査組織が異なるため、以下調査地点別に調

査の経緯に触れる。

荒久遺跡 B地点

　遺跡は、市原市南国分寺台1丁目～5丁目（旧惣社字アラク1,006番地ほか）付近に所在し、1972（昭和

47）年～1974（昭和49）年にかけて上総国分寺台遺跡調査団（以下調査団）により発掘調査されている。
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調査を開始した1972年は、調査団が結成されようやく区画整理事業に伴う埋蔵文化財調査体制が形式

的には整った年である。当事の状況を概観すると、調査団結成前の1971（昭和46）年には、平野考古学

研究所により下荒久遺跡（大村 他 2008）を、調査団結成年の1972（昭和47）年には東間部田古墳群（須

田 他 1974）、持塚古墳群、南向原遺跡（須田・田中 1976）、西広貝塚（鶴岡 他 2007）、荒久遺跡、翌

1973（昭和48）年は蛇谷遺跡（須田 1977）、南中台遺跡（平野考古学研究所）（大村 他 2008）、1974（昭和

49）年には北荒久遺跡（平野考古学研究所）を調査している。この時期の調査は区画整理事業範囲にお

ける国分寺台の遺跡を3年間で終了させるという協議事項に基づいており、これに加え上記中には複

数年の調査も含まれることも考えると、調査団が区画整理事業の進捗と並行して矢継ぎ早に現場をこ

なしている状況が見えてくる。

　こうした中で荒久遺跡 B地点の調査は着手されている。調査対象面積25,000㎡は、調査会としては

初となる大規模調査であったといえる。調査初期段階の環境整備については記録が乏しく、詳細は不

明な点が多いが、既刊報告書等の記述（須田 1976）・（田中 2004）や、遺構図面・遺物台帳・現場写真か

ら当事の状況が分かる。

　調査区は20ｍグリッド（大グリッド）を採用し、この中に設定した小グリッドごとに手掘りで表土除

去を行い、遺構を捕捉している。基準点については、調査区全体に対して20ｍ間隔を基本にトラバー

スポイント（TP）を置き、これを基準に各種実測を行っている。実測は平板測量で実施し、各遺構は

基本1/20の縮尺となっている。遺構番号については遺構種を問わずにアラビア数字3桁を連番で順次

付与し、その上、時期が近いとみられる切り合い関係のある遺構については、同一の3桁数字の後ろ

にアルファベットが付記されている。

　この中で、小グリッドについては記録類に若干の混乱が認められる。20ｍ間隔の大グリッドの中は

4ｍグリッド（小グリッド）が設定されたことになっているが、グリッド配置図（作成日不明）には5ｍグ

リッドが記され、更にグリッド一括遺物の番号も大グリッドを16分割した数になっている。このこと

を踏まえ、グリッド一括遺物の取り上げ単位が、小グリッドのものが極めて限られたものであること

を加味し、本報告では旧グリッドを大グリッド20ｍ、小グリッド5ｍとして取り扱うこととする

（Fig.7・8）。

　調査開始日については、最初の記録が残るのは1973（昭和48）年1月の遺構平面図である。環境整備

や表土除去を人力で行っていることを考えると、この前年から着手しているとみられる。残存する届

出文書の添付資料には山王街道散布地10,000㎡の調査が10月から行われることになっており、これが

荒久遺跡に該当するとみられる。よって荒久遺跡の調査は、1972（昭和47）年10月からの開始としてお

く。

　調査は調査区の南東隅から着手し、台地縁辺部に沿って西側に展開している。同年8月末まで調査

を行い、遺構番号207（報告書掲載番号 SK-133）の調査完了により、一旦中断している。この範囲は今

回報告する B地点の南半分となる（以下荒久遺跡 B-Ⅰ）。翌年の1974（昭和49）年5月から8月末まで

は、残りの北半分（以下荒久遺跡 B-Ⅱ）の調査を実施している。この際、遺構番号については、重複

の危険を避けるため、荒久遺跡 B-Ⅰ末尾の遺構番号からは連続せず、300～384を付与している（田

中 2004）。B-Ⅱの調査は南側から北側に展開しているが、調査区の北側に位置する惣社行人塚につ

いては、調査期間の詳細は不明である。ただし荒久遺跡 B-Ⅱの遺構写真の一部に、トレンチが掘ら
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れている塚が写っていることから、おそらく荒久遺跡Ⅱの調査当初の表土除去と並行してトレンチ調

査を行っているものとみられる。また、並行して行われた C地点の調査ノートには、C地点の調査最

終段階に塚の盛土除去が行われているとのメモがあることから、調査開始段階で古墳改変の塚である

かを確認し、古墳の可能性が無いと判明した後は、しばらく放置されていたものとみられる。

　この他、殆どのカマド図面については、作成日が竪穴建物跡のそれとは時間的に隔たりが認められ

る。これはカマドを残して竪穴建物の調査を進め、その後カマドのみの調査を行っている（田

中 2002）ことをあらわしているものとみられる。図面作成日をみていくと、カマドの調査の時期は荒

久遺跡 B-Ⅰ・Ⅱにとらわれず、1973年8月から10月、1974年10月に集中している。こうした状況と

なったのは、力量計算を行いにくい作業を先行して実施することで、残りの作業量を出来る限り早く

把握したいという意図があったからではないかと推測する。それまで未経験であった大規模調査を期

限内に終えるため、進捗を最優先に考えた方策と理解する。

　また、附章で掲載した遺構については、整理作業終盤に存在が判明した図面類に含まれていたもの

で、編集の都合上、第2章で報告することが出来なかったものである。

荒久遺跡 C地点

　遺跡は、惣社1丁目～南国分寺台1丁目（惣社字アラク1,065-7ほか）に所在し、1974（昭和49）年に、

平野考古学研究所（代表平野元三郎）により調査を実施している。荒久遺跡 B-Ⅱとは期間が並行して

の調査となる。遺跡名は調査時点で北荒久遺跡と呼称されているが、記録類の一部には荒久遺跡との

混同が認められる。調査はグリッドの設定は認められない。遺構確認面までの表土除去はブルドー

ザーで行っている。調査区北東側及び南東側（荒久遺跡 B-Ⅱ側）から調査を着手し、西側へ進めてい

る。また、最終段階で調査した上総国分僧寺外郭溝周辺に所在する遺構の一部は、僧寺との関連を重

視し、上総国分僧寺跡の東南部として既に報告されている（櫻井 2009）。

　遺跡の内容、範囲を考慮すれば、「荒久遺跡」という呼称は、本報告の荒久遺跡 B地点（荒久遺跡）・

C地点（北荒久遺跡）及び、上総国分僧寺跡の東側に広がる荒久遺跡 A地点（下荒久遺跡）・南中台遺跡

（大村 2009）を含めた遺跡の総称として使用すべきものと考え、以下これに従う。

第3節　遺跡の位置と環境

1　地理的環境
　荒久遺跡 B・C地点は市原市の臨海部に面した通称「国分寺台」に所在する。国分寺台は標高20ｍ～

40ｍほどの洪積台地上にあり、周辺は小河川により開析された小支谷により樹枝状の台地が連なる。

台地上は平坦で、先史より生活の痕跡が多く残る地域である。

　市原市は市域が南北に長く、房総半島のほぼ中央から東京湾に至り、総延長は30㎞を超える。市域

は主要河川である養老川の上流から下流までを含んでおり、南部の丘陵から、北部の平野に至る標高

差はおよそ200ｍを測り千葉県内においては変化に富んだ地勢を呈する。

2　歴史的環境
　荒久遺跡 B・C地点の位置する国分寺台は上総国の北端域に位置する。上総国と下総国との境は、
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市の北部を流れる村田川周辺にあったとみられ、右岸の台地上に位置する草刈遺跡は上総国に含まれ

る。

　荒久遺跡は上総国分僧寺跡の東側に広がる集落遺跡で、集落の開始時期は、国分僧寺の造立が契機

とされている。周辺には僧尼寺に関連する遺跡が多く知られる。

南田瓦窯跡　　 　上総国分僧寺の寺院地南辺の斜面に位置する。ロストル式の平窯跡4基、粘土採掘

跡、粘土貯蔵跡とされる遺構が検出されている。奈良時代から平安時代にかけての操

業とされ、生産された瓦は僧寺のみに供給されたとみられている（須田 2000）。近年

中に整理・報告される予定である。

神門瓦窯跡　　 　上総国分僧寺の寺院地南西に接した斜面に位置する。窯本体は未調査であるが、確

認調査により僧寺 B期造営期の登窯跡5基が検出されている。B期の瓦窯跡は他に南

河原坂瓦窯跡、川焼瓦窯跡が知られ、同笵の軒丸・軒平瓦が出土している。

祇園原瓦窯跡　 　上総国分尼寺跡の寺院地南西部に近い西斜面に位置する。尼寺金堂の修理瓦を焼成

したとされる平安時代の平瓦窯跡である（宮本 1986）。

下荒久遺跡　　 　上総国分僧寺跡の伽藍地東方に位置し、1971（昭和46）年に市民会館の建設に伴って

平野考古学研究所が調査している。調査面積は4,380㎡で、奈良・平安時代の竪穴建物

跡34棟、掘立柱建物跡4棟などが検出されている（大村 2009）。

南中台遺跡　　 　荒久遺跡 B・C地点の北東200ｍほどに位置し、1974（昭和48）年に平野考古学研究所

が調査している。調査面積は18,250㎡で、縄文時代後期から晩期の貝塚を伴う集落、

弥生時代終末期～古墳時代前期、奈良・平安時代、中世の遺構が検出され、このうち

奈良・平安時代では竪穴建物跡32棟が検出されている（大村 2009）。

坊作遺跡　　　 　上総国分尼寺跡の北側に隣接し、1975（昭和49）年から2年間で上総国分寺台遺跡調

査団が調査している。調査面積は24,660㎡で、縄文時代早期、弥生時代後期、奈良・

平安時代の遺構が検出されている。このうち奈良・平安時代の竪穴建物跡119棟、掘立

柱建物跡30棟、鍛冶遺構2棟などが検出され、土器様相から8世紀中葉（第2四半期後

半）を遡る遺構は無いことから、上総国分尼寺の建立を契機集落が形成され、10世紀

前葉で終焉を迎えるまで、尼寺の造営に深く関連した遺跡と考えられている（小

出 2002）。このことから荒久遺跡と並べて述べられることが多い遺跡である。

稲荷台遺跡　　国分寺台の東部にあり、古代道に隣接する。

加茂遺跡 A・B地点　上総国分僧寺の北方1㎞に位置する。

2004　田中新史　「上総市原台の奈良・平安時代遺物　─荒久遺跡（2）─」『土筆』8　土筆舎

1974　須田勉ほか　『東間部多古墳群』　上総国分寺台遺跡調査団

2003　浅利幸一ほか　『市原市稲荷台遺跡』　上総国分寺台遺跡調査報告Ⅸ　市原市教育委員会・財団法人市原市文化財

センター

2002　小出紳夫ほか　『坊作遺跡』　上総国分寺台遺跡調査報告Ⅵ　市原市教育委員会
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第2章　調査の方法と成果

第1節　荒久遺跡 B地点

1　調査の方法
　調査区は発掘調査時点で20ｍの大グリッドを4ｍの小グリッドに分けて設定しているが（以下旧グ

リッド）、国分僧寺との位置的な関連性を重視し、報告では国分僧寺と共通のグリッド（座標北）に置

き換えている。ただし、旧グリッドごとに一括して取り上げられた遺物については、その範囲の変換

が困難であるため、旧グリッド名をそのままにして報告する（Fig7・8）。また、遺構番号については、

発掘調査時には遺構種を問わず連番3桁の数字（001～）で付与されているが、報告の体裁上、千葉県教

育委員会教育長裁定「千葉県埋蔵文化財発掘調査標準」に基づき、遺構種ごとに略号を付与している。

　竪穴建物跡の実測図については、竪穴本体と、カマドの調査を別時期に行っていることもあり、水

準に混乱がみられる。他遺構との関係から修正可能なものは修正値に変更しているが、それ以外はそ

のまま掲載する。また、エレベーション図を平面図から新規に作成したもの、平面図を写真から作図

したものは、遺構ごとに断りをいれている。なお、当初遺構図が所在不明であったものについては、

編集の都合から附章に一括して掲載した。

　金属器の実測図については、遺物の現状を考慮し、より原型に近い状態を示すことが必要と考え、

『土筆』8号（田中新史 2004）に掲載されている実測図をもとに、一部を改変し、再トレースして掲載し

ている。

2　遺構と遺物
（1）奈良・平安時代、中世
竪穴建物跡・方形竪穴建物跡

SI-001　（Fig.9、PL.6・90・180･189・237）

遺構　SI-001は BY95周辺に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.42ｍ×3.63ｍの方形を呈する。

遺構確認面における面積は11.6㎡で、遺構確認面から床面までは0.22ｍを測る。主軸方位は N-18°

-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅82㎝、長さ90㎝を測り、竪穴の壁を半円形に掘り広げてい

る。燃焼部は浅く掘り込まれているが、袖部等の構造は不明瞭。Pit は6基検出されている。深さは、

P1は深さ36㎝、P2は11㎝、P3は11㎝、P4は42㎝、P5は27㎝、P6は11㎝、P7は不明。周溝は南・東面

認められ、北・西面で不明瞭となる。

出土遺物　1～8は土師器杯で、1・2は体部外面に墨書が認められるが、1は判読不明で、内面に黒色処

理を施す。2は体部外面に墨書で「川ヵ」が認められる。1・5は覆土中出土。3は床直上で出土し、内面

に黒色処理を施す。9は土師器高台付椀で内面黒色処理を施す。他に椀形滓1点が出土している。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土混じる 2、褐色土中にローム粒少し混じる 3、褐色土中にローム

粒混じる 4、焼土中に黒褐色土混じる 5、暗褐色土中に焼土粒混じる 6、焼土 7、暗褐色土中に粘土

粒多く含む 9、粘土 10、黒褐色土中に粘土混じる 11、ロームブロック 12、黒色土 13、黒褐色土

西カマド：1、黒褐色土
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SI-002　（Fig.10、PL.6・90・157・189・194）

遺構　SI-002は BY84付近に位置する。南西側で SI-003と近接するが新旧は不明。北東隅で SK-008と

切りあう。カマドセクションから SK-008が新しいとみられる。平面形は2.75ｍ×2.78ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は（7.2）㎡で、遺構確認面から床面までは0.26ｍを測る。主軸方位は

N-11.5°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は先端に向けて深くなる形状で幅30㎝、長さ86㎝を測

る。写真では燃焼部に浅い掘り込みが認められるが、図化されていない。現場所見では東側壁の段構

造からカマドの改築を指摘している。Pit は床面に P1～ P4が、竪穴外に P5～ P7がある。P1は深さ33

㎝、P2は7㎝、P3は8㎝、P4は10㎝、P5は38㎝、P6は53㎝、P7は33㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器高台付皿。2は須恵器甕で覆土中の出土。3は土製支脚で、カマド内に立った状

態で出土している。

土層　竪穴建物：1、暗褐色土中に若干ローム粒混じる 2、暗褐色土中に1層よりローム多く混じる、

粘性が多い 3、暗褐色土中に若干黒色土を全体に含む 1・2、層より粘性が少ない

カマド：1、暗褐色土焼土、粘土混じる焼土粒混じる 2、焼土粒、焼土黒褐色土混じる 3、褐色土 4、

粘土 5、暗褐色土

SI-003　（Fig.11、PL.90）

遺構　SI-003は BY83付近に位置する。北東側で SI-002に近接し、南側で SD-2と重複するが、新旧関

係は不明。平面形は（2.73）ｍ×2.88ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（7.3）㎡。遺構確認

面から床面までは0.14ｍを測る。遺構西は床・壁ともに状態が悪いとの調査所見がある。主軸方位は

N-23.3°-E。カマドは北壁に位置するが、遺存状態は悪い。火床面は認められるが、煙道部は幅34

㎝、長さ16㎝の範囲で壁を若干外側に掘り広げる程度にしか認められない。Pit の深さは、P1は40

㎝、P2は24㎝、P3は28㎝、P4は15㎝、P5は17㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器杯で覆土中の出土である。
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土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土混じる

SI-004　（Fig.12・13・18、PL.6・90・157・196）

遺構　SI-004は BY63付近に位置する。北西側で SI-005と重複し、東壁は不整形に掘り込まれ、不明

瞭となる。SK-016・017が近接する。平面形は3.56ｍ×（2.98）ｍの方形を呈する。遺構確認面における

面積は（10.2）㎡、遺構確認面から床面までは0.11ｍを測る。主軸方位は N-12.5°-E。カマド・Pit とも

に認められない。周溝は南面に認められるが不明瞭である。

出土遺物　1は土師器椀、2は土師器杯、3は須恵器甕である。

SI-005　（Fig.12～15・18、PL.6・7・90・157・196・197・228）

遺構　SI-005は BY63付近に位置する。南東側で SI-004と、北西側で SI-006・007と重複する。SK-013・

014が重複するが、新旧関係は不明。平面形は3.60ｍ×3.39ｍの方形を呈する。遺構確認面における面

積は（11.6）㎡、遺構確認面から床面までは0.26ｍを測る。主軸方位は N-30.5°-E。カマドは北壁に位

置する。煙道部は壁を僅かに掘り広げた程度、燃焼部の掘り込みは認められない。袖部は一部ピット

により掘り込まれるが、構築材として丸瓦を用いる。Pit の深さは、P1は37㎝、P2は27㎝、P3は23

㎝、P4は19㎝、P5は不明、P6は12㎝を測る。周溝はカマドセクション図から全周するものとみられ

る。

出土遺物　1～6が土師器杯、7が土師器皿、8が土師器小皿、9がカワラケ、10が須恵器杯、11が土師

器甕、12が平瓦、13が紡錘車で、鉄製紡軸に石製の紡輪が付く。14～17が鉄製品で、14が刀子、15～

17が釘である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土・焼土ブロック混じる 2、暗褐色土中にロームブロックを含む粘

土 3、粘土 4、ロームブロック 5、暗褐色土 6、褐色土 7、焼土 8、暗褐色土中に粘土粒混じる

SI-006　（Fig.12・15・18、PL.6・7・90・157・180・196・224）

遺構　SI-006は BY53付近に位置する。北西側で SI-007と、南東側で SI-005と重複する。新旧関係は

不明。平面形は（3.29）ｍ×（3.16）ｍのやや隅丸の方形を呈する。遺構確認面における面積は（9.8）㎡、

遺構確認面から床面までは0.24ｍを測る。主軸方位はカマド位置が不明であるが、周辺の状況から鑑

み北面にカマドがあるものと想定すると N-8.5°-E。Pit の深さは、P1は21㎝を測る。周溝は伴わな

い。

出土遺物　1は土師器杯で体部外面に判読不明の墨書、2は土師器小皿、3は須恵器甕、4は敲石、5は

軽石である。

SI-007　（Fig.12・13・16・18、PL.6・7・90・91・157・196・228）

遺構　SI-007は BY53付近に位置する。南東側で SI-006と、北側で SI-008と重複する。本遺構のカマ

ド上位に SI-008の張り床があることから、SI-008が新しい。平面形状は2.93ｍ×3.55ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は（10.7）㎡、遺構確認面から床面までは0.27ｍを測る。主軸方位は

N-16.0°-E。カマドは北壁に位置するが SI-008の床造成により遺存状態が極めて悪い。煙道部は不明

瞭だが、現場所見では幅0.3ｍ、深さ0.1ｍを測るとある。燃焼部は僅かに窪む。Pit の深さは、P1は32

㎝、P2は36㎝を測る。周溝は認められない。

出土遺物　1・2は須恵器杯で2は覆土中出土、3は土師器椀で内面黒色処理、4・5は土師器小皿で4は覆

土中出土、6は鉄釘、7は凸面無調整平瓦で、凹面にヌタ文字、8は須恵器甕である。
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土層：1、焼土 2、暗褐色土 3、暗褐色土で焼土含む 4、焼土に褐色土混じる 5、暗褐色土

SI-008　（Fig.12・16・18、PL.6・7・91・196・224）

遺構　SI-008は BY43付近に位置する。南側で SI-007と重複し、本遺構の張り床下より SI-007のカマ

ドが検出されているため、本遺構が新しい。平面形状は（2.79）ｍ×2.76ｍの方形を呈する。遺構確認

面における面積は（7.3）㎡、遺構確認面から床面までは0.13ｍを測る。主軸方位は不明。カマドは認め

られない。Pit の深さは、P1・P2は不明、現場所見から P1は貯蔵穴と考えられる。周溝は伴わない。

出土遺物　1・2は土師器杯、3は磨石である。

SI-009　（Fig.12・16・18、PL.6・7・91・157・196・228）

遺構　SI-009は BY54付近に位置する。東側で SI-010・011・SK-015と、南側で SK-014と重複する。現場

所見により SI-011より新しい。平面形状は（2.91）ｍ×3.11ｍの方形を呈する。遺構確認面における面

積は（9.5）㎡、遺構確認面から床面までは0.22ｍを測る。主軸方位は不明。カマド・周溝は伴わない。

Pit の深さは、P1は21㎝、P2は15㎝を測る。

出土遺物　1は土師器高台付小皿、2は須恵器甕で覆土中出土、3は鉄釘で床直上からの出土である。

SI-010　（Fig.12・13・17・18、PL.6～8・91・157・196・228・237）

遺構　SI-010は BY54付近に位置する。南側で SI-009・011と、北側で SI-015と近接する。張り床の遺

存状態から SI-011より新しい。SI-015との新旧関係は不明。

平面形状は2.95ｍ×3.03ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（8.6）㎡、遺構確認面から床面

までは0.17ｍを測る。主軸方位は N-18.0°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅58㎝、長さ30㎝

を測る幅広の方形で、テラス状を呈する。Pit の深さは、P1は12㎝を測る。周溝は北壁のカマド周辺

のみ認められる。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1は東壁上端付近から出土、3は内側黒色処理、4は須恵器甕、5～7は

鉄製品で、5・6は刀子、6は中茎部が刃部方向に曲がっている。7は刀子形の利器である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土多くローム粒少し混じる

SI-011　（Fig.12・13・17・18、PL.6～8・91・157・189・194・196・228）

遺構　SI-011は BY54付近に位置する。西側で SI-009と北側で SI-010と中央で SK-015と重複してお

り、現場所見と張り床の状況からいずれの遺構よりも古い。平面形は3.26ｍ×3.69ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は（11.3）㎡、遺構確認面から床面までは0.21ｍを測る。主軸方位は

N-24.0°-E。カマドは東壁に位置するが、遺存状態は悪い。煙道部は床から上方に向け斜めに掘られ

ており、幅74㎝、長さ14㎝を測る。燃焼部は僅かに掘り窪められている。Pit の深さは、P1は23㎝、

P2は12㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1は覆土中からの出土、3は底部内面に判読不明の線刻が認められる。

4～6は須恵器甕で4は覆土中からの出土、5は砥石として転用、7は原始灰釉壺で覆土中からの出土、8

は羽口、9は鉄釘である。

この他に、SI-004～011の一括遺物の1として丸瓦が1点出土しているが出土地点は不明。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土混じる

SI-012　（Fig.19・20、PL.8・91・157・189・224・228）

遺構　SI-012は BY57付近に位置する。北側で SI-013と重複する。遺構覆土中に SI-013の張り床が認
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Fig.18　SI-004～011一括出土遺物実測図
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められるため、本遺構が古い。平面形は3.51ｍ×3.99ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は

12.6㎡、遺構確認面から床面までは0.22ｍを測る。主軸方位は N-31°-W。カマドは西壁付近に粘土の

集中する範囲に想定可能だが詳細は不明。Pit の深さは、P1は33㎝、P2は45㎝、P3は16㎝、P4は14

㎝、P5は30㎝、P6は55㎝、P7は18㎝、P8は15㎝を測る。周溝は西壁のカマドを想定した周辺のみ認

められる。

出土遺物　1～4は土師器杯で1・2は底部内面に線刻「×」があり、4は床直上より出土している。5は磨

石で覆土中出土、6～8は鉄製品で、6は釘で床直上から出土、7は刀子、8は紡錘車で床直上から出土

している。

SI-013　（Fig.19・20、PL.8・91・157・237）

遺構　SI-013は BY57付近に位置する。南側で SI-012と重複し、本遺構が新しい。平面形状は北・西壁

不明瞭だが、焼土の範囲から（4.67）ｍ×（4.27）ｍの長方形を呈すると想定する。遺構確認面における

面積は（19.4）㎡、遺構確認面から床面までは0.16ｍを測る。主軸方位は不明。カマドは認められな

い。Pit の深さは、P1は73㎝、P2は40㎝、P3は50㎝、P4は27㎝、P5は23㎝、P6は12㎝、P7は25㎝、

P8は27㎝、P9は45㎝を測る。周溝は認められない。

出土遺物　1～3は土師器杯、4は土師器高台付皿、5～10は土師器小皿で、4・6・7・10は覆土中からの出

土、11は石製紡錘車である。他に椀形滓1点が出土している。

SI-014　（Fig.19・20、PL.8・9・91）

遺構　SI-014は BY68付近に位置する。西側で SI-013と重複する。北東隅に SK-025・026が位置する

が、何れも新旧関係は不明。平面形は4.13ｍ×5.50ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は

20.6㎡、遺構確認面から床面までは0.19ｍを測る。主軸方位は N-12.0°-E。カマドは検出されていな

い。建物中央の東側で焼土が2箇所認められるが、図面上掘り込みは認められない。Pit は壁面に沿っ

た位置に、竪穴の四隅とその間に1箇所ずつ、さらに、これらの対角線上ほぼ中央に1箇所検出されて

いる。Pit の深さは、P1は35㎝、P2は24㎝、P3は23㎝、P4は6㎝、P5は44㎝、P6は23㎝、P7は30㎝、

P8は19㎝、P9は34㎝、P10は13㎝、P11は59㎝、P12は24㎝を測る。周溝は北東側で断絶するがほぼ

全周する。SK-025・026が伴うかもしれない。

出土遺物　1は土師器小皿で覆土中の出土である。

SI-015　（Fig.21、PL.9・91・157）

遺構　SI-015は BY24付近に位置する。北側で SI-016と、南側で SI-010と近接する。更に SK-020・

028・032と重複するが新旧関係は不明。平面形は3.49ｍ×（3.65）ｍの方形を呈する。遺構確認面から床

面までは0.33ｍを測る。主軸方位は N-13.5°-E。カマドは検出されてない。Pit の深さは、P1は40㎝、

P2は30㎝、P3は35㎝、P4は14㎝、P5は21㎝を測る。周溝は伴わない。竪穴中央から北側にかけて焼

土範囲と炭化物が検出されている。

出土遺物　1は土師器甕、2は土師器小形甕である。出土状況は不明。

SI-016　（Fig.21・22、PL.9・91・157・196・228）

遺構　SI-016は BY24付近に位置する。南側で SI-015と重複する。新旧関係は不明。平面形は3.91ｍ×

3.76ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（14.3）㎡、遺構確認面から床面までは0.25ｍを測

る。主軸方位は N-13.5°-E。カマドは東壁に位置する。煙道部は壁を若干外側に掘り広げる程度に掘
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Fig.23　SI-017遺構・出土遺物実測図
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り込まれ、平面で幅82㎝、長さ16㎝を測る。燃焼部は明瞭な掘り込みを伴う。Pit の深さは、P1は24

㎝、P2は24㎝、P3は23㎝、P4は31㎝を測る。周溝は東壁のカマドから北側のみ認められる。竪穴中

央付近には焼土範囲が検出されている。

出土遺物　1～3は土師器杯、4は土師器皿、5は平瓦で覆土中からの出土、6は鉄製刀子である。

土層　カマド：1、黒褐色土 2、褐色土中に焼土多く含む粘土粒含む

SI-017　（Fig.23～27、PL.10・91・92・157・180・194・196～199）

遺構　SI-017は CY95付近に単独で位置する。平面形は3.22ｍ×3.79ｍの方形を呈する。遺構確認面に

おける面積は11.2㎡、遺構確認面から床面までは0.33ｍを測る。主軸方位は N-35.9°-E。カマドは北

壁に位置する。煙道部は幅36㎝、長さ148㎝を測る。煙道天井部とカマド袖内面には平瓦を利用して

いる。Pit の深さは、P1は16㎝を測る。周溝はカマドの位置する北壁以外に認められる。

Fig.24　SI-017出土遺物実測図
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Fig.25　SI-017出土遺物実測図
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Fig.26　SI-017出土遺物実測図
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Fig.27　SI-017出土遺物実測図
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Fig.29　SI-018出土遺物実測図
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出土遺物　1～4は土師器杯で、1は底部外面に墨書「中山ヵ」が、2は底部外面に判読不明の墨書が、3

は底部内面に墨書「仁」が認められる。5・6は土師器皿、7は灰釉陶器壺、8・9は須恵器甕で、9は転用硯

である。10は棒状の土製品で、1面に布目があることから、平瓦と同様な方法で製作された後に細分

されたものとみられる。道具瓦の一種か。11～15は平瓦、16は磚である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土混じる 2、焼土中に粘土混じる 3、ロームブロック、暗褐色土、

埋め込み 4、暗褐色土中に若干焼土混じる 5、粘土

SI-018　（Fig.28～31、PL.10・11・92・158・180・199～201・224）

遺構　SI-018は CY73付近に単独で位置する。SD-2と重複するが新旧関係は不明。平面形は5.43ｍ×

4.69ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は25.6㎡、遺構確認面から床面までは0.41ｍを測

る。主軸方位は N-20.0°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅36㎝、長さ270㎝を測り、底面が

先端に向けて深くなり、緩やかに傾斜しながら先端部では更に深く掘り込まれている。煙道中央の天

井部と、燃焼部から煙道に続く立ち上がり及び東側袖部内面には平瓦が用いられている。周溝はカマ

ドを除いて全周する。Pit は、主柱穴以外に、周溝を掘り込む形で、四隅と各壁をほぼ三等分した位

置に配されている。深さは、P1は不明、P2は33㎝、P3は23㎝、P4は41㎝、P5は18㎝、P6は23㎝、P7

は不明、P8は不明、P9は42㎝、P10は不明、P11は39㎝、P12は不明、P13は30㎝、P14～ P18は不明

である。

出土遺物　1・3・9・10は須恵器杯、2・4～7は土師器杯で、4は底部外面に墨書「 ヵ」、8は灰釉陶器椀、

11～13は磚、14は磨石、15・16は平瓦である。

土層　竪穴：1、黒褐色土 2、褐色土 3、黄褐色土 4、暗黒褐色土 5、明褐色土

カマド：1、褐色土中に粘土・焼土粒混じる 2、粘土中に黒褐色土混じる 3、粘土袖から続くもの 4、

焼土 5、焼けた変質ローム 6、褐色土中に粘土混じる 7、粘土中に褐色土混じる 8、粘土 9、褐色土

Fig.30　SI-018出土遺物実測図

13
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15
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Fig.31　SI-018出土遺物実測図
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中に粘土まじる 10、黒褐色土中に粘土粒・焼土粒混じる 11、ロームブロック中に黒褐色土混じる

SI-019　（Fig.32、PL.11・92・158・201）

遺構　SI-019は CY52付近に位置する。SD-01と重複するが新旧関係は不明。平面形は3.71ｍ×3.25ｍ

の方形を呈する。遺構確認面における面積は11.9㎡、遺構確認面から床面までは0.07ｍを測る。主軸

方位は東カマドであれば N-17.0°-E であるが不明瞭。Pit の深さは、P1は46㎝、P2は27㎝、P3は27

㎝、P4は9㎝、P5は26㎝、P6は29㎝を測る。周溝は西側のみ認められる。

出土遺物　1・2は土師器杯で、1は床直上で出土、3は土師器椀で内側黒色処理を施し、床直上で出

土、4は羽釜、5は平瓦である。

SI-020　（Fig.33～36、PL.11・12・92・158・180・194・200・224・228）
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Fig.35　SI-020出土遺物実測図
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19

Fig.36　SI-020出土遺物実測図
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Fig.37　SI-021出土遺物実測図
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Fig.38　SI-021出土遺物実測図
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遺構　SI-020は CX29付近に位置する。北西側で SI-021と重複する。新旧関係は不明。平面形は7.07ｍ

×4.83ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は32.0㎡、遺構確認面から床面までは0.42ｍを測

る。主軸方位は N-14.5°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅66㎝、長さ122㎝を測り、燃焼部

からは内面に平瓦が立てられ壁面を構成している。周溝はカマド東側以外に回る。Pit の深さは、主

柱穴の他、周溝を掘り込む形で、四隅と各壁をほぼ等分した位置にゆるい規則性をもって配される。

P1は49㎝、P2は68㎝、P3は不明、P4は37㎝、P5は45㎝、P6は不明、P7は不明、P8は47㎝、P9は28

㎝、P10は不明、P11は6㎝、P12は不明、P13は14㎝、P14は不明、P15は16㎝、P16は42㎝、P17は51

㎝、P18は不明、P19は不明、P20は31㎝を測り、P21・22は不明である。

出土遺物　1・3・4は土師器杯で、1は底部外面に墨書「山ヵ」があり覆土中からの出土、2は土師器皿、5

～7は須恵器杯で覆土中からの出土、8は須恵器甕、9は土師器甕、10は土師器小形台付甕、11は土製

支脚、12は磨石、13～18は鉄製品で、13は刀子で覆土中からの出土、14は不明金具、15は棒状製品、

16～18は釘、19は平瓦である。

土層　1、粘土を暗褐色土より多く含む 2、粘土・焼土・暗褐色土 3、焼土で非常によく焼けてい

る 4、粘土 5、灰 6、暗褐色土中に若干粘土含む

SI-021　（Fig.33・34・37～40、PL.11～13・92・93・158・201・202・224・228）

遺構　SI-021は CX28周辺に位置する。南東側で SI-020と、北側で SI-022と重複する。新旧関係は遺

構範囲にカマドが遺存することから、SI-022より新しい。SI-020に対しては不明。平面形は3.86ｍ×

5.90ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（19.6）㎡、遺構確認面から床面までは0.34ｍを測

る。主軸方位は N-°17.2-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は SI-022覆土中に位置するのであろう

が、図化されていない。Pit の深さは、P1は不明、P2は不明、P3は45㎝、P4は48㎝、P5は38㎝を測

Fig.40　SI-021・022出土遺物実測図
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る。周溝は東西、南側で認められるが、それ以外は遺構の重複により不明瞭。

出土遺物　1～6・8・9は土師器杯で、2・6以外は覆土中からの出土、5は内面に黒色処理を施す。7は土

師器足高高台付杯、10・11は土師器甕で、ともに覆土中からの出土しており同一個体の可能性があ

る。12・13は土師器小形甕、14は灰釉陶器椀、15は須恵器壺、16は灰釉陶器壺、17は須恵器甕で転用

硯、18・20は軒平瓦で、18は覆土中からの出土、19は平瓦で覆土中からの出土、21～24は石器で、21

が敲石、22～24は磨石、25～28は鉄製品で、25は刀子、26は釘、27は不明棒状製品、28は不明製品で

ある。

土層　カマド：4、焼土 5、暗褐色土中にロームブロック含む 6・7、粘土 8、暗褐色土中に焼土・粘土

含む 9、暗褐色土 10、ロームブロック中に暗褐色土含む 11、暗褐色土中に焼土混じる

SI-022　（Fig.33・34・40、PL.11・12・158）

遺構　SI-022は CX29周辺に位置する。南側で SI-021と重複する。遺構範囲、内に SI-021のカマドが

遺存することから本遺構が古い。平面形は（4.61）ｍ×4.06ｍの方形を呈する。遺構確認面における面

積は（17.9）㎡、遺構確認面から床面までは0.34ｍを測る。主軸方位は N-15.0°-E。カマドは北壁に位

置する。煙道部は検出されていない。燃焼部は、平面範囲が図化されていないが、若干の掘り込みを

伴うように見える。Pit は主柱穴のみで、深さは不明である。周溝はカマドから東側の一部を除き、

0 2m
（ 1 ／ 80 ）

Ｂ
’

Ｂ

Ａ’

Ａ

Ｂ
’

Ｂ

Ａ’Ａ 32.500

AX
-20

K

P1

P2

P3

P4
P5

P6 P7

P8

P9

P10

P11

P12

P13

P14

SI-023

SK-027

Fig.41　SI-023遺構実測図



‒ 65 ‒

遺構重複部分以外で検出されている。

出土遺物　1は土師器甕である。

土層　カマド：1、粘土中に暗褐色土・焼土を含む 2、暗褐色土 3、暗褐色土中に粘土、焼土含む 4、

焼土中に若干粘土含む　火床面である

SI-023　（Fig.41、PL.13）

遺構　SI-023は AX19周辺に位置する。北側で SK-027と重複するが、新旧関係は不明。平面形は6.02

ｍ×6.00ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は36.0㎡、遺構確認面から床面までは0.00ｍを

測る。主軸方位は N-45.5°-E。カマドは検出されていない。Pit は、主柱穴位置のもの以外にも、周

溝を掘り込んで認められる。深さの計測可能なものが、P1は35㎝、P2は81㎝、P3は53㎝、P4は28

㎝、P5は20㎝、P6は69㎝、P7は不明、P8は21㎝、P9は28㎝、P10は34㎝、P11は17㎝、P12は36㎝、

P13は24㎝、P14は37㎝を測る。周溝は、通常のものより幅広で全周する。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-024　（Fig.42・43、PL.13・93・158・180・224）

遺構　SI-024は BY13周辺に位置する。南西側で SI-025と、南東側で SI-028と重複する。SI-025の覆

土中に本遺構の床面があることから本遺構が新しい。SI-028との新旧関係は不明。平面形は3.90ｍ×

3.52ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（13.2）㎡、遺構確認面から床面までは0.09ｍを測

る。主軸方位は N-24.5°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅64㎝、長さ18㎝を測り、平面形状

が不整半円形を呈し、床から斜めに壁を掘り広げている。燃焼部は僅かな掘り込みを伴う。Pit は、

主柱穴は認められず、P1は43㎝、P2は39㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1～3は土師器杯、4は土師器皿で、口縁部外面に墨書「蘇」が認められ、5は土師器小形甕、

6は土師器甕、7は須恵器甕、8は灰釉陶器椀、9は敲石である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土混じる

SI-025　（Fig.42、PL.13）

遺構　SI-025は BY13周辺に位置する。北東側で SI-024と重複する。床面の状況から本遺構が古い。

平面形は3.47ｍ×3.28ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（11.8）㎡、遺構確認面から床面

までは0.20ｍを測る。主軸方位は N-23.5°-E。カマド・Pit・周溝は伴わない。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-026　（Fig.42・43、PL.13・228）

遺構　SI-026は BY12周辺に位置する。北側で SI-025と、南東側で SI-027と、SK-035・036と重複する。

本遺構の床の硬化範囲が SI-027の遺構範囲に入り込んでいることから、本遺構が新しいとみられ

る。また、同じく硬化範囲の状況から SK-034・035より本遺構が古い。平面形は（4.53）ｍ×（4.13）ｍの

方形を呈する。遺構確認面における面積は（18.2）㎡、遺構確認面から床面までは0.07ｍを測る。主軸

方位は N-32.0°-E。カマド・周溝は伴わない。Pit は主柱穴が無く、深さは、P1は20㎝、P2は16㎝、P3

は21㎝を測る。

出土遺物　1は鉄釘である。

SI-027　（Fig.42・43、PL.13・93・158）

遺構　SI-027は BY12周辺に位置する。北西側で SI-026と、南側で SK-041a・bと、他に SK-035～037と
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重複する。新旧関係は床面の状況から SI-026より本遺構が古く、このことから SK-035・036よりも古

い。SK-037・041abとの関係は不明。平面形は（4.67）ｍ×3.60ｍの方形を呈する。遺構確認面における

面積は不明、遺構確認面から床面までは0.17ｍを測る。主軸方位は N-25.0°-E。カマド・周溝は伴わな

い。P1の深さは34㎝を測る。

出土遺物　1は土師器甑、2は須恵器甑である。

SI-028　（Fig.42・44、PL.13･14・93・158･159･224）

遺構　SI-028は BY13周辺に位置する。北西側で SI-024と、他に SK-038・040と重複する。新旧関係は

SK-040が本遺構の床を破壊していることから、本遺構が古い。SI-024との新旧関係は不明。平面形は

2.25ｍ×2.94ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（6.3）㎡、遺構確認面から床面までは0.20

ｍを測る。主軸方位は N-26.0°-E。カマドは北壁に位置する。燃焼部の一部が竪穴壁ラインの外側に

位置する。この幅82㎝、長さ36㎝を測り、煙道部に当たる場所には僅かなテラス上の段が認められ

る。Pit の深さは、P1は17㎝、P2は32㎝、P3は34㎝、P4は51㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1～4は土師器杯、5は灰釉陶器平瓶、6須恵器甕、7・8は表面に比熱によるとみられる赤変

と、敲打によるとみられる剥離が認められることから、金床石と判断した。一部の遺物は本遺構の覆

土上層レベルから出土しており、また、1・5が正位、3・6は伏せた状態であることから、本遺構埋没後

に土坑が掘れられ、土器が埋納された可能性が高い。実測遺物は何れも本遺構よりも時期が下るもの

とみられる。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土混じる 2、焼土 3、黒色土中に炭化物含む 4、焼けたローム 5、

粘土中に暗褐色土混じる 6、ロームブロック中に褐色土混じる

SI-029　（Fig.45、PL.14）

遺構　SI-029は BY37周辺に位置する。南側で SK-177と重複する。床の硬化範囲を SK-177が破壊して
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Fig.45　SI-029遺構実測図
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いるように見えることから、本遺構が古いとみられる。遺構の検出状況は悪く、壁の立ち上がりは認

めらない。平面形は方形を呈するとみられる。床の硬化範囲北側で焼土範囲を検出しているが、これ

がカマドであるか不明である。Pit の深さは、P1は48㎝、P2は26㎝、P3は34㎝、P4は47㎝を測る。周

溝は伴わない。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-030　（Fig.46、PL.14・93）

遺構　SI-030は BX89周辺に位置する。南側で SD-2と重複するが新旧関係は不明。平面形は4.69ｍ×

5.75ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は26.4㎡、遺構確認面から床面までは0.36ｍを測

る。主軸方位は N-18.4°-E。カマドは西壁に位置する。煙道部は幅120㎝、長さ116㎝を測る。北側袖

部は地山を掘り残して構築している。Pit・周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器杯である。

SI-031　（Fig.47・48、PL.14・93・159・228）

遺構　SI-031は BX59周辺に位置する。南東側で SI-032a・bと重複するが、新旧関係は不明。平面形は

SI-030

1

0 2m
（ 1 ／ 80 ）

Ａ
’

Ａ
Ｂ’

Ｂ

Ｂ’Ｂ

Ａ
’

Ａ BX-89

K

11

SI-030

SK-010

Fig.46　SI-030遺構・出土遺物実測図
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3.20ｍ×2.97ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（9.3）㎡、遺構確認面から床面までは0.10

ｍを測る。主軸方位は N-31.0°-E。カマドは北壁の中央より東隅に寄って位置し、煙道部は幅52㎝、

長さ36㎝を測る。燃焼部は図化されていない。主柱穴は無く、深さは、P1は16㎝、P2は不明、P3は

38㎝、P4・5は不明である。周溝は伴わない。

出土遺物　1～3は土師器杯、4・5は土師器甕、6は鉄釘である。

土層　カマド：1、黒褐色土中に焼土粒混じる

SI-032 a（Fig.47・48、PL.14・15・93・94・159・224）・b（Fig.47、PL.14・15）

遺構　SI-032a・bは BX59周辺に位置する。北西側で SI-031と重複するが新旧関係は不明。SI-032a・b

間の新旧関係は、カマド煙道部の状況から SI-032bが SI-032aより古い。平面形は SI-032aが3.45ｍ×

3.42ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は SI-032aが（11.3）㎡、SI-032bは不明、遺構確認面

から床面までは SI-032aが0.18ｍを測る。主軸方位は SI-032aが N-37.0°-E、SI-032bが N-37.0°-E。カ

マドは、煙道が2本あり、いずれも北壁中央に位置する。新旧関係は、現場所見によると西側が東側

に先行するとあるので、煙道が壁の中央にあるものと想定すると、東側が SI-032b、西側が SI-032a

と考えられる。煙道部は SI-032aが長さ146㎝、SI-032bが幅30㎝、長さ86㎝を測る。SI-032bの煙道先

端部は、底に多量の粘土を充填している点で SI-032aとは構造上異なる。周溝は東側で検出されてい

る。Pit の深さは、P3が26㎝である他は不明である。

出土遺物　1～7は土師器杯で、2はカマド内出土、8は古墳時代の土師器器台、9は砥石である。

土層　カマド：1、暗褐色土 2、焼土粒中に黒褐色土混じる 3、褐色土中に焼土混じる 4、暗褐色土中

に粘土少し含む 5、黒褐色土中に焼土混じる 6、暗褐色土で黒色が強い 7、暗褐色土中に粘土混じ

る 8、黒褐色土で黒色が強い 9・10、粘土 11、褐色土中に粘土・ロームブロック混じる

SI-033　（Fig.49、PL.15・94・228）

遺構　SI-033は CX99周辺に位置する。遺構北側・東側・南側で土坑が検出されているが、詳細は不明

である。平面形は3.16ｍ×2.98ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は9.0㎡、遺構確認面から

床面までは0.27ｍを測る。主軸方位は N-16.0°-E。カマドは東壁に位置する。煙道部は幅80㎝、長さ

158㎝を測る。燃焼部から煙道への変換点に瓦を据えている。周辺に粘土が充填されている状況は、

補強のためであろうか。Pit の深さは、P2は26㎝である他は不明である。周溝は全周せず、カマドの

ある東側で一部検出されていない。

出土遺物　1～3・6～13は土師器杯で、6～9・11・12は床直上から出土、6は底部を除き黒色付着物が認

められる。1・2・10は覆土中からの出土、1～3は土師器杯で、内面に黒色処理を施す。ただし、3は一

部にとどまる。4は土師器椀で内面に黒色処理、5は土師器高台付皿、14～17は鉄製品で、14～16は

釘、17は棒状鉄製品である。

土層　竪穴：1、暗褐色土中にローム粒・炭化物若干含み、粘性がかなりある 2、暗褐色土で1層と同じ

であるが若干密になって粒子が細かく若干黒色が強い 3、焼土 4、暗褐色土で2層に焼土が混入し炭

化物も含む 5、焼土

カマド：1、黒褐色土中に炭混じる 2、褐色土中に焼土・炭混じる 3、灰白色土 4、黒色土中に焼土混

じる 5、褐色土中に炭混じる 6、黒褐色土 7、褐色土中に焼土混じる 8、褐色土 9、黒褐色土中に炭

混じる 10、粘土 11、白色粘土 12、黒色土中に粘土・焼土混じる 13、褐色土中に粘土混じる
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SI-034　（Fig.50・51、PL.15・16・94・202・229）

遺構　SI-034は CX55周辺に位置する。東側で SI-036に近接する。南西側で SI-035と重複し、SI-035

のカマドを掘り込んでいることから、本遺構が新しい。平面形は、南西隅を中心に不明確ながら、

（2.86）ｍ×3.08ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（9.0）㎡、遺構確認面から床面までは

0.29ｍを測る。主軸方位は N-12.2°-E。カマドは北壁の中央より東に寄って位置し、燃焼部が壁のラ

インより外側に位置し、内側には平瓦を立てた状態で設置している。また、カマド天井部の崩落とみ

られる土層直下にも瓦がみられ、天井部を構成する部材の可能性がある。煙道部は幅78㎝、長さ72㎝

を測り、燃焼部からは一段高いテラス状を呈する。主柱穴は検出されていない。周溝は北側でカマド

部も貫通し、西壁側の中央付近まで回るが全周しない。

出土遺物　1～3は土師器杯、4・5は土師器甕、6は平瓦、7は鉄製鍵である。

土層　カマド：1、暗褐色土 2、ロームブロック 3、粘土 4、焼土

SI-035　（Fig.50・51、PL.15・94・95・159・194）

遺構　SI-035は CX55周辺に位置する。北東側で SI-034と重複し、カマドが壊されていることから本

遺構が古い。平面形は北東隅が不明確ながら、4.31ｍ×4.09ｍの方形を呈する。遺構確認面における

面積は（18.1）㎡、主軸方位は N-12.0°-W、遺構確認面から床面までは0.30ｍを測る。カマドは北壁に

位置する。煙道部は不明瞭。燃焼部は壁ラインの外側に位置し、床よりも高いレベルで検出されてい

る。焚口より手前には掘り込みがあり、灰が多く認められる。主柱穴は北東のものを欠いている。

Pit は、P1は24㎝、P2は48㎝、P4は10㎝を測り、P6は不明。P6は SI-034に帰属する可能性がある。

周溝は遺構の重複部で不明瞭なものの、他は全周する。

出土遺物　1～8は土師器杯、9は土製支脚である。

SI-036　（Fig.52・53、PL.16・95・159・181・202・203）

遺構　SI-036は CX47周辺に位置する。SI-034の東側に近接して位置する。遺構の重複は無い。平面形

は3.33ｍ×3.43ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（11.3）㎡、遺構確認面から床面までは

0.37ｍを測る。主軸方位は N-3.5°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅84㎝、長さ168㎝を測

る。燃焼部、煙道部の一部の壁面は瓦を立てて構築している。燃焼部は掘り込みを伴う。主柱穴とみ

られる Pit は、建物の主軸線上を境にして非対称に位置する。P1は24㎝、P2は85㎝、P3は42㎝を測

り、P4～6は不明。周溝は全周せず、北壁のカマドの西側から東側隅以外は検出されている。

出土遺物　1～4は土師器杯、5・6は土師器皿、7は須恵器甕、8は土師器椀で、内面に黒色処理を施

し、底部外面に墨書「得万」が認められ、9は軒平瓦、10・11は平瓦である。

土層　カマド：1、暗褐色土 2、暗褐色土で焼土混じる 3、焼土 4、ロームブロック

SI-037　（Fig.54～56、PL.16・17・95・159・181・189・194・229）

遺構　SI-037は BX45周辺に位置する。南東側で SI-038と重複する。新旧関係は不明。平面形は3.48ｍ

×3.55ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は11.5㎡、遺構確認面から床面までは0.48ｍを測

る。主軸方位は N-59.5°-E。カマドは北東側の壁に、やや隅よりに位置する。煙道部は幅100㎝、長

さ108㎝を測り、確認面から底面までにテラス状に段が回る。先端部には平瓦を据えており、煙突状

を呈する。主柱穴は無く、Pit は南壁に沿って位置し、深さは、P1は17㎝、P2は19㎝、P3は32㎝を測

る。周溝はカマド直下から北西隅以外は回っている。
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出土遺物　1～5土師器杯で、4は底部外面に墨書「山ヵ」、5は底部外面に判読不明の線刻が認められ、

内面に黒色処理、6～8は土師器甕、9は土師器台付甕、10・11は須恵器甕で、11は底部外面にヘラガ

キ、12・13は土製支脚、14～19は鉄製品で、14は袋状鉄斧、15は金具、16～19は断面形が方形を呈す

る棒状鉄製品で、用途は不明である。

土層　カマド：1、黒褐色土 2a、砂質粘土 2b、焼土で粘土が焼けたもの 2c、焼土・粘土 3、焼

土 4、ロームブロック 5、焼土粒混じる褐色土中に焼土粒・粘土粒混じる 6、暗褐色土中にすす・焼土

多く含む 7、粘土 8、粘土主体

SI-038　（Fig.54～60、PL.16～18・95・96・159・202・204～206・229）

遺構　SI-038は BX45周辺に位置する。北西側で SI-037と重複するが、新旧関係は不明。平面形は2.87

ｍ×3.02ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は8.1㎡、遺構確認面から床面までは0.37ｍを測

る。主軸方位は N-48.0°-E。カマドは北東側の壁に、やや隅よりに位置する。煙道部は幅58㎝、長さ

（110)㎝を測る。先端部には天井と煙出しが遺存する。周溝は重複部分以外全周する。

出土遺物　1～7は土師器杯で、5・7は内面に黒色処理を施す。8・9は土師器甕で、9はカマド火床内か

ら出土、10～12は鉄製品で、10・11は刀子、12は釘、13・14は平瓦、15～17は丸瓦で行基づくりであ

る。

土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土・焼土・ローム粒混じる 2、ローム、粘土混じる褐色土 3、粘

土 4、焼土・炭中に暗褐色土・黒褐色土混じる 5、粘土中にローム混じる

SI-039　（Fig.61、PL.18・96・159・181）

遺構　SI-039は BX86周辺に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.01ｍ×3.17ｍの方形を呈する。

遺構確認面における面積は9.2㎡、遺構確認面から床面までは0.16ｍを測る。主軸方位は N-49.0°-W。

カマドは北西の壁に西側隅に寄って位置する。煙道部は幅22㎝、長さ120㎝を測る。燃焼部は僅かに

掘り込みを伴う。カマド袖内と燃焼部奥壁に瓦を立てている。Pit の深さは、P1は19㎝、P2は14㎝、

P3は9㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1～8は土師器杯で、2は覆土中出土、4はカマド上面より出土、6は内側に黒色処理、7は床

直上より出土で、体部外側に墨書「可得」、8は内側黒色処理で、体部外面に墨書「可得」、9は土師器甕

で床直上より出土している。

土層　カマド：1、黒褐色土中に焼土含む 2、粘土 3、焼土 4、焼土で下層はロームが焼けている 5、

暗褐色土中に焼土混じる 6、黒褐色土 7、焼土・炭化物

SI-040　（Fig.62・63、PL.18・19・96・159・181・194・205・229）

遺構　SI-040は BX53周辺に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.72ｍ×3.72ｍの方形を呈する。

遺構確認面における面積は12.9㎡、遺構確認面から床面までは0.37ｍを測る。主軸方位は N-40.0°

-E。カマドは北壁のほぼ中央に位置する。煙道部は幅52㎝、長さ144㎝を測り、西側でテラス状の段

を有する。燃焼部は掘り込みを伴い、煙道部との境付近に平瓦が立てて設置されている。両袖の下層

にピットがあり、図面の状況から、カマド構築前のものとみられる。主柱穴は認められない。Pit の

深さは、P1は14㎝、P2は24㎝、P3は34㎝、P4は26㎝、P5は35㎝、P6は19㎝を測る。周溝は伴わな

い。

出土遺物　1～13は土師器杯で、1は底部外面に「院□」とみられる墨書、2は底部外面に判読不明の墨
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Fig.58　SI-038出土遺物実測図
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Fig.59　SI-038出土遺物実測図
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書、3は底部内面に線刻「×」、底部外面に「畔」の墨書、8と同じく床面より僅かに浮いたレベルで出

土、9・12はカマド内より口縁を合わせた状態で出土し、調査所見では出土時には中が中空であったと

ある。11は外面黒色処理を施す。14は土師器耳皿で底部外面に「刀」、体部外面に「山邉郡ヵ 」とみら

れる墨書がある。15は土師器台付甕で、16は須恵器杯蓋、17は灰釉陶器椀で覆土最上層より出土、18

は須恵器甕、19は土製支脚、20は平瓦カマド内焼土直上から出土、21～23は鉄製品で、21は刀子で床

直上より出土、22・23は釘で、23は覆土中より出土である。

土層　竪穴：1、褐色土でさらさらしていて若干の締りがある 2、暗褐色土で締り・粘性が有りローム

粒を含む 3、焼土・灰　張り床あり 4、暗褐色土で2層より暗くローム粒子を多量に含む

カマド：1、暗褐色土中にローム粒・焼土粒・粘土粒混じる 2a、砂質粘土 2b、焼土・焼けた粘土 2c、

粘土・焼土 2d、粘土 3a、焼土粒・炭 3b、焼土 4、粘土 5、暗褐色土中に粘土多く混じる 6、焼土で

特に赤い 7、焼土粒中に炭化物多く含む 8、褐色土でソフトロームを敷いたもの 9、暗褐色土 10、

焼土粒である

SI-041　（Fig.64、PL.19）

遺構　SI-041は CX95周辺に位置する。遺構の重複は無い。平面形は南側壁が不明瞭だが、カマドの

位置から3.78ｍ×3.24ｍの方形を呈するとみられる。遺構確認面における面積は（12.1）㎡、遺構確認

面から床面までは0.07ｍを測る。主軸方位は N-6.0°-W。カマドは南壁に位置するとみられる。カマド

の詳細は図化したものが無く不明なため、粘土が密な範囲をカマドと判断した。主柱穴は認められな

い。Pit の深さは、P1は52㎝、P2は42㎝、P3は33㎝、P4は40㎝、P5は21㎝、P6は63㎝、P7は19㎝、

P8は18㎝、P9は43㎝、P10は22㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-042　（Fig.65、PL.19・96・205）

遺構　SI-042は CY99周辺に位置する。本遺構の調査図面は断面図のみであったため、写真を画像処
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理して平面図を作成している。遺物の出土状況についても同様である。重複する遺構は無い。平面形

は2.97ｍ×2.95ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は8.5㎡、遺構確認面から床面までは0.19

ｍを測る。主軸方位は N-25.5°-E。カマドは伴わない。北東隅に0.78ｍ×0.60ｍの貯蔵穴とみられる

土坑があり、遺物はこの覆土上層から出土している。主柱穴は認められない。周溝は西壁以外に回っ

ている。

出土遺物　1・2は土師器杯で、2は床直上からの出土に見える。3は土師器皿、4は丸瓦の玉縁づくりで

ある。

SI-043　（Fig.66～68、PL.20・96・97・159・206・224）

遺構　SI-043は BY40周辺に位置する。北側で SI-044と重複する。新旧関係は、張り床の状況から本

遺構が新しい。ただし、根拠となる張り床の範囲は、平面図に示されているのみで土層断面図には示

されていない。このため遺物の帰属については、出土レベルを度外視し、遺構範囲に基づいており、

遺構の重複している範囲では、厳密な峻別には至らない。遺構の平面形は3.69ｍ×（4.50）ｍの方形を

呈するとみられる。遺構確認面における面積は不明、遺構確認面から床面までは0.44ｍを測る。主軸

方位は N-14.5°-E。カマドは西壁に位置する。煙道部は幅42㎝、長さ154㎝を測り、ほぼ水平に伸び

る。中央部で瓦が出土しているが、煙道を遮る状態であり、元位置であるかの判断は難しい。燃焼部

は掘り込みを伴い、焼土層中に瓦を立てている。支脚としての使用か。燃焼部から煙道部まで高さは

0.34ｍを測る。主柱穴は SI-044と同位置の可能性がある。Pit の深さは、P1は62㎝、P2は53㎝、P3は

62㎝を測り、P4～6は不明。周溝は遺存するが、全周するかは不明。

出土遺物　1～4は土師器杯、5は土師器椀で内面黒色処理を施す。6は土師器台付甕、7・8は須恵器

杯、9は須恵器蓋で、硯として転用している。10は灰釉陶器壺、11は磚、12は磨石である。
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Fig.69　SI-044出土遺物実測図
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Fig.70　SI-044出土遺物実測図
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土層　カマド：1、暗褐色土中に若干焼土・粘土含む 2、焼土 3a、粘土 3b、ロームブロックを暗褐色

土より多く含む 4a、黒褐色土 4b、ロームブロック 5、粘土を若干含む 6、暗褐色土中に若干粘土

を含む 7、焼土である

SI-044　（Fig.66・67・69・70、PL.20・21・97・159・206）

遺構　SI-044は BY40周辺に位置する。SI-043と南側で、カマド煙道部が SK-057と重複する。新旧関

係は、SI-043の張り床の状況から本遺構が古く、SK-057が煙道部を破壊しているため本遺構が古い。

平面形は4.30ｍ×4.59ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は18.7㎡、遺構確認面から床面ま

では0.58ｍを測る。主軸方位は N-12.1°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅118㎝、長さ128㎝

を測り、先端に向け下方傾斜する。袖基底部下にピットがあり、カマドに伴うものとみられる。Pit

の深さは、P1～3は不明で、P4は70㎝を測る。主柱穴は SI-043と同位置の可能性がある。周溝はカマ

ド周辺以外回るとみられる。
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4

SI-043･044一括

Fig.71　SI-043・044一括出土遺物実測図
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出土遺物　1～3は土師器杯、4は土師器甕、5～8は須恵器杯、9は須恵器甕、10は磚である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土・粘土混じる 2、粘土 3、粘土 4、粘土・焼土混じる暗褐色土中に

粘土・焼土混じる 5a、褐色土中に粘土混じる・暗褐色土中にローム小ブロック混じる 5b、粘土 6、

暗褐色土中に焼土・粘土混じる 7、焼土 8、焼土粒 9、黒褐色土中に炭化物含む 10、褐色土 11、暗

褐色土中にローム粒混じる 12、褐色土

SI-043･044一括　（Fig.71、PL.160・204）

1は土師器杯、2は三彩鉢、3は二彩壺か、4は平瓦である。

SI-045　（Fig.72、PL.21・97・160）

遺構　SI-045は CX73周辺に位置する。遺構の重複は無い。遺構の南西部は遺存しない。平面形は3.65

ｍ×2.81ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（10.0）㎡、遺構確認面から床面までは0.04ｍ

を測る。主軸方位は N-24.5°-E。カマドは北壁の北東隅に寄って位置し、煙道部は幅76㎝、長さ36㎝

を測る。燃焼部は建物壁の延長線上にかかり、内側に瓦を立てて内壁とした可能性がある。主柱穴は
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認められない。Pit の深さは、P1は12㎝、P2は12㎝、P3は10㎝、P4は23㎝、P5は19㎝、P6は19㎝、

P7は19㎝、P8は10㎝、P9は21㎝を測る。なお、P1はカマドを破壊しているため本遺構には伴わない

可能性が高い。周溝は伴わない。また、本遺構の現場図面は、竪穴建物図とカマド図と分かれて作図

されているが、水準に混乱が見られるためカマド図の水準を0.3ｍ下げて合成している。

出土遺物　1は土師器杯、2・3は土師器足高高台付皿、4は灰釉陶器皿である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に若干粘土を含む 2、焼土 3、粘土 4、ソフトローム 5、黒褐色土 6、

暗褐色土中に若干粘土・焼土含む

SI-046　（Fig.73、PL.21・97・160・229）

遺構　SI-046は CW100周辺に位置する。南東で SI-047と重複する。新旧関係は不明。平面形は2.89ｍ

×3.39ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は9.3㎡、遺構確認面から床面までは0.14ｍを測

る。主軸方位は N-40.0°-E。カマドは北東壁のやや隅寄りに位置するが、現場図面は粘土範囲を示し

たもので、詳細は不明。煙道部は認められない。北東側に位置する SK-054はカマド煙道部に伴う土

坑とも考えられるが、断面形から別遺構とした。主柱穴は認められない。Pit の深さは、P1は13㎝、

P2は29㎝、P3は36㎝を測る。周溝はカマドのある壁面以外に回る。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1・3はやや床から浮いて出土、2は床直上から出土、4は須恵器甕で床

直上から出土、5～8は鉄製品で、5は環状鉄斧、6～8は釘である。

SI-047　（Fig.73）

遺構　SI-047は CW100周辺に位置する。北西側で SI-046と重複する。新旧関係は不明。本遺構は、南

西部隅以外は依存しない。平面形は方形を呈すると見られるが、規模・面積・主軸方位・付属施設は不

明。遺構確認面から床面までは0.05ｍを測る。Pit の深さは、P1は50㎝、P2は11㎝、P3は10㎝を測

る。周溝は認められない。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-048　（Fig.74、PL.21・97・160・189・206・229）

遺構　SI-048は BW28周辺に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.67ｍ×3.86ｍの方形を呈する。

遺構確認面おける面積は13.3㎡、遺構確認面から床面までは0.17ｍを測る。主軸方位は N-34.0°-E。

カマドは北東壁のほぼ中央に位置するが、現場図面は粘土範囲を示したもので、詳細は不明。主柱穴

は検出されている。Pit は、周溝を掘り込む位置に、非対称ではあるが、規則的に配置されている。

深さは、P1･2･5･6･8･10～17が不明、P3は30㎝、P4は18㎝、P7は49㎝、P9は38㎝を測る。周溝は北

東隅付近以外に回る。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1は底部内面に判読不明の線刻、4は須恵器甕、5は平瓦、6・7は鉄製刀

子である。

土層　カマド：1、暗褐色土 2、焼土

SI-049　a（Fig.75～77、PL.22・97・160・207）・b（Fig.75・77、PL.22・97・98・160）

遺構　SI-049aは CW48周辺に位置する。SI-049bと重複する。新旧関係は、カマドの切り合い関係から

本遺構が新しい。東・南壁は両遺構ともかねており、建替えによる継続した使用が考えられる。平面

形は3.35ｍ×3.53ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は11.6㎡、遺構確認面から床面までは

0.55ｍを測る。主軸方位は N-33.0°-E。カマドは北東壁にほぼ中央に位置し、煙道部は幅44㎝、長さ
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108㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜する。焚口とみられる位置の両脇に瓦（磚）が立てられてお

り、この状況から燃焼部は建物壁のラインよりも外側に位置する。主柱穴は Pit の配置が不規則であ

るため不明。Pit の深さは、P1は不明、P2は19㎝、P3は39㎝を測るが、SI-049a・bとの帰属関係は不

明。周溝は伴わない。

出土遺物　1～3は土師器杯、1は内面黒色処理を施す。4は土師器台付甕、5は土師器甕、6は須恵器

甕、7は行基葺きの丸瓦、8は平瓦、9は鉄製穂摘鎌である。

遺構　SI-049bは CW48周辺に位置する。SI-049bは SI-049aと重複する。カマドの切り合いから本遺構

が古い。SI-049aとは東・南壁をかねており、建替えによる継続した使用が考えられる。平面形は3.83

ｍ×4.45ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は16.8㎡、遺構確認面から床面までは0.30ｍを

測る。主軸方位は N-26.5°-E。カマドは北東壁中央に位置し、煙道部は長さ108㎝を測り、先端に向

けて下方に傾斜する。また両側にテラス上の段を有する。燃焼部は壁のラインより内側に位置する。

主柱穴は Pit の配置が不規則であるため不明。周溝は伴わない。

出土遺物　1～3は須恵器杯で3は床からやや浮いて出土、4は須恵器甕で、床からやや浮いて出土して

いる。

土層　a・b カマド：1、暗褐色土中に若干焼土・粘土含む 2、粘土 3a、粘土 3b、粘土049aの粘土 4、

焼土 SI-049a 5a、焼土からからに焼けている 5b、焼土 SI-049b 6、暗褐色土中にロームブロック・焼

土含む 7、ロームブロック・暗褐色土 8、粘土 9、粘土 10、炭化物含む 11、暗褐色土中に粘土・焼土

含む 12、焼土 13、暗褐色土中に炭・ススを含む

SI-049a・b一括　（Fig.77、PL.98・229）

出土遺物　1は須恵器甕、2は鉄製穂摘鎌である。

SI-050　（Fig.78、PL.22・23・98・160・181）

遺構　SI-050は CW36周辺に位置する。東側と、カマド煙道部で SK-055と SK-056と重複する。平面形

は3.57ｍ×3.53ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は11.9㎡、遺構確認面から床面までは0.31

ｍを測る。主軸方位は N-16.5°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅34㎝、長さ96㎝を測り、先

端に向けて下方に傾斜する。燃焼部は掘り込みを伴う。Pit・周溝は伴わない。

出土遺物　1～4は土師器杯、2は内面黒色処理を施す。5は土師器椀で内面黒色処理を施す。6は土師

器皿で、底部外面に墨書「生ヵ」、7～9は土師器甕、10は須恵器杯、11は鉄釘である。

SI-050・SK-055一括　（Fig.78、PL.160・189）

出土遺物　1は土師器椀で底部外面に「×」のヘラガキが認められる。

土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土・焼土粒含む 2、暗褐色土中に灰混じる 3、焼土 4、粘土 5、粘

土 6、粘土 7、炭化物

SI-051　（Fig.79・80、PL.23・224）

遺構　SI-051は CX41に位置する。北東側で SI-052と重複する。新旧関係は不明だが、図面から本遺

構が古い可能性がある。平面形は3.31ｍ×3.01ｍのやや隅丸の方形を呈する。遺構確認面における面

積は9.2㎡、遺構確認面から床面までは0.16ｍを測る。主軸方位は N-31°-E。カマド・主柱穴・周溝は伴

わない。

出土遺物　1は磨石である。
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Fig.80　SI-051・052出土遺物実測図
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SI-052　（Fig.79・80、PL.23・98・160・224・229）

遺構　SI-052は CX41に位置する。南西側で SI-051と、北側で SS-1と重複する。新旧関係は不明だ

が、SI-051とは、図面から本遺構が新しい可能性がある。平面形は3.15ｍ×3.65ｍの方形を呈する。

遺構確認面における面積は11.1㎡、遺構確認面から床面までは0.20ｍを測る。主軸方位は N-46.5°

-E。カマドは北東壁に位置し、煙道部は北側の撹乱により不明、燃焼部の位置も不明確である。主柱

穴は壁際にやや不規則に配置されている。Pit の深さは、P1は33㎝、P2は不明、P3は48㎝、P4は不

明、P5は不明である。周溝は伴わない。

出土遺物　1・2は土師器杯、3は土師器皿、4・5は磨石、6・7は鉄製品で、6は鎹か釘、7は釘である。

土層　カマド：1、粘土中に暗褐色土・焼土含む 2、焼土 3、暗褐色土

SI-053　（Fig.81、PL.23・98・160・189）

遺構　SI-053は CW77に位置する。北側で土坑と重複するが、新旧関係は不明。平面形は3.62ｍ×3.45
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ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は11.6㎡、遺構確認面から床面までは0.15ｍを測る。主

軸方位は N-36.0°-E。カマド・主柱穴・周溝は伴わない。遺構南側で段状に下がるが詳細は不明で、お

そらく竪穴掘削時のものと思われる。

出土遺物　1は土師器杯で床直上からの出土、2・3は土師器椀で覆土中出土、5は土師器椀で内側黒色

処理を施し、線刻があるが、文字・記号の判別ができない。床直上から出土している。4は土師器小皿

で覆土中から出土している。

SI-054　（Fig.82・83、PL.23・24・98・224）

遺構　SI-054は BW25に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.12ｍ×3.07ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は9.2㎡、遺構確認面から床面までは0.06ｍを測る。主軸方位は N-35.0°-E。カマ

1 4

5

2

3

SI-054

Fig.83　SI-054出土遺物実測図
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ドは北壁に位置し、煙道部は平面図では確認できないが、断面図ではカマドの延長線上に掘り込みが

あり、煙道に伴う可能性がある。燃焼部の範囲は不明だが、壁を幅108㎝、長さ36㎝の規模で遺構外

側に掘り込んでおり、ここに燃焼部が置かれた可能性がある。主柱穴は壁際にやや不規則に配置され

ている。Pit の深さは、P1は17㎝、P2は32㎝、P3は32㎝、P4は26㎝、P5は24㎝、P6は15㎝、P7は11

㎝、P8は32㎝、P9は15㎝、P10は12㎝、P11は20㎝、P12は20㎝、P13は19㎝、P14は34㎝を測る。周

溝はカマド直下と周辺の一部で検出されていない。

出土遺物　1は土師器甑で竪穴北東隅付近の壁際から出土、2は土師器杯、3は土師器甕、4は灰釉陶器

椀、5は磨石である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に若干焼土・粘土・炭含む

SI-055　（Fig.84、PL.23～25・98・181）

遺構　SI-055は BW25に位置する。東側で土坑状の落ち込みが認められるが、調査時に遺構番号は付

与されておらず、帰属関係は不明。その他の遺構の重複は無い。平面形は2.76ｍ×2.83ｍの方形を呈

する。遺構確認面における面積は7.0㎡、遺構確認面から床面までは0.20ｍを測る。主軸方位は N-27.0°

-E。カマドは北東壁に位置し、煙道部は幅50㎝、長さ124㎝を測る。煙道部は中央で撹乱を受けてい

るが、先端に向けて僅かに下方へ傾斜する。先端付近では同レベルで瓦が3点出土しており、煙道の

天井とした可能性が高い。燃焼部内壁もしくは袖内に平瓦を立てて設置している。明瞭な主柱穴は認

められない。Pit の深さは、P1は19㎝、P2は13㎝、P3は25㎝、P4は8㎝、P5は14㎝、P6は45㎝、P7は

20㎝、P8は25㎝、P9は26㎝、P10は不明、P11は9㎝、P12は22㎝を測る。周溝はカマド直下と周辺の

一部には認められない。

出土遺物　1・2は土師器杯で1は覆土中、2はカマドから出土、3土師器皿で、底部外面に墨書で「大」の

文字があり、床面からやや浮いて出土している。4は原始灰釉壺で覆土中から出土している。

土層　カマド：1、焼土 2、暗褐色土中に若干焼土含む 3、ロームブロック・暗褐色土 4、暗褐色土

SI-056　（Fig.85、PL.25・98・160）

遺構　SI-056は CW93に位置する。遺構の重複は無い。北東側から大きく撹乱を受ける。平面形は

（3.39）ｍ×3.59ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（11.8）㎡、遺構確認面から床面までは

0.07ｍを測る。撹乱部にカマドを想定し、主軸方位側は N-33.0°-E。主柱穴・周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器小杯で、床直上から出土、2は足高高台付椀である。

SI-057　（Fig.86、PL.25）

遺構　SI-057は CW63に位置する。北東側で SI-058と重複する。平面形は（2.71）ｍ×（3.10）ｍの方形を

呈する。遺構確認面における面積は8.4㎡、遺構確認面から床面までは0.06ｍを測る。主軸方位は

N-25.0°-E。カマド・主柱穴・周溝は伴わない。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-058　（Fig.86～88、PL.25・98・99・181・225）

遺構　SI-058は CW63に位置する。北西側で SI-059と、南西側で SI-057と重複する。平面形は（3.39）ｍ

×（3.49）ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（11.6）㎡、主軸方位は N-30.0°-E。カマド・

Pit・周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器杯、2は土師器皿で底部外面に墨書が認められるが、判読不明。残画から「盈」の



‒ 114 ‒

0 2m
（ 1 ／ 80 ）

0 1m
（ 1 ／ 40 ）

Ａ’
Ａ

Ｂ’
Ｂ

Ｃ
Ｃ
’ Ｄ
’

Ｄ

Ｅ
’

Ｅ

Ｆ’Ｆ

Ｇ’Ｇ

Ｆ’Ｆ

Ｅ
’

Ｅ
 3
2.
40
0

Ｄ
’

Ｄ

Ｃ
’

Ｃ

Ｂ’Ｂ

Ａ’Ａ 32.400

Ｇ’Ｇ

BW
-26

K

4

1
3

2

K
4

3

3

4
1

K

1

4
3

2 2

P1 P2

P3 P4

P5 P6

P7 P8

P9

P10

P11

P12

SI-055カマド

SI-055

1

4

2
3

SI-055

Fig.84　SI-055遺構・出土遺物実測図



‒ 115 ‒

可能性がある。3は磨石である。

SI-059　（Fig.86～88、PL.25・99・160・181・189・229）

遺構　SI-059は CW63に位置する。南東側で SI-058と、北側で SK-167と重複する。平面形は4.67ｍ×

4.51ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は20.3㎡、遺構確認面から床面までは0.23ｍを測

る。主軸方位は N-23.0°-E と N-65.0°-W。カマドは北西壁と北東壁に位置する。北西カマドの煙道部

は長さ120㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜する。燃焼部壁ラインより内側に位置する。北東カマ

ドの煙道部は間で遺存しないが、幅28㎝、長さ94㎝を測り、先端に向けて僅かに下方へ傾斜する形態

とみられる。燃焼部は壁ラインより内側に位置するとみられる。主柱穴は竪穴内に規則的に配置され

る。Pit の深さは、P1は66㎝、P2は不明、P3は84㎝、P4は70㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1～5・7～12は土師器杯で、1は体部外面に墨書で「盈」の文字が横位で書かれている。3は内

面に黒色処理を施している。6・14・15・16は須恵器杯、13は土師器鉢で内外面に黒色処理を施してい

る。17～19は須恵器甕で、19は底部外面にヘラガキ「内」が認められる。20は灰釉陶器壺で、底部にヘ

ラガキの文字もしくは記号が記されている。21は緑釉陶器椀、22～24は鉄製品で、22は刀子、23・24

は釘とみられる。

SI-057～059一括　（Fig.78、PL.99・181）

SI-057～059は、調査時に一括りで取り上げている遺物が存在し、各遺構への寄り分けが出来ないた

め、まとめて掲載する。

出土遺物　1・2は土師器杯で、1は体部外面には墨書で「井」が正位に認められる。3は須恵器甕、4は土

師器甕で補強痕が認められる。
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Fig.85　SI-056遺構・出土遺物実測図
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SI-060a　（Fig.89・90、PL.25・99・207・229）

遺構　SI-060aは CW13に位置する。平面プランが不整形な竪穴が重複しており、5軒の竪穴建物とし

て調査している。SI-060aは北西側で SI-060bと、南西側で SI-060dと重複する。新旧関係は不明。重

複部のプランは不明だが、平面形は3.61ｍ×（3.39）ｍの方形を呈するとみられる。遺構確認面におけ

る面積は（12.1）㎡、遺構確認面から床面までは0.09ｍを測る。主軸方位は N-34.0°-E。カマドは北東

壁中央に位置し、煙道部は幅42㎝、長さ148㎝を測り、先端に向けて水平に伸び、先端部で Pit 状の

落ち込みが認められる。元位置か不明だが、瓦が出土している。燃焼部は壁ラインより内側にあると

みられる。また、燃焼部と煙道部の間に、テラス状の段を有する。南東壁には粘土の範囲が記されて

おり、カマドが存在した可能性もある。主柱穴・周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器小皿で、2は平瓦、3は鉄釘である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土粒多く混じる 2、焼土 3a、暗褐色土中に粘土粒多く・焼土粒混

じる 3b、粘土 4、暗褐色土中に粘土粒混じる 5、暗褐色土中に焼土粒多く含む 6、黒褐色土中に

ローム粒少し含む

SI-060b　（Fig.89～93、PL.25・99・100・160・189・208・225・229・237）

SI-060bは南東側で SI-060aと、南西側から南東側で SI-060c・d・eと重複する。新旧関係は不明。重複

部のプランは不明だが、南西壁が遺存するため、平面形は4.23ｍ×（2.89）ｍの方形を呈するとみられ

る。遺構確認面における面積は（12.1）㎡、遺構確認面から床面までは0.16ｍを測る。主軸方位は

N-31.5°-E。カマドは北東壁のやや北東隅に寄って位置する。煙道部は検出されていない。燃焼部は

壁ライン上に位置し、内壁に瓦と土製品を立てて設置している。主柱穴は認められない。周溝は北東

側で一部遺存する。

出土遺物　1～7は土師器杯で、1は底部内面に線刻があり、文字と見られるが判読できない。2は底部

内面に線刻があり、記号とみられ、内面は黒色処理を施している。5は内面に黒色処理を施してい

る。8～14は土師器甕で、8は床直上から出土している。15は土師器の脚、16・17は平瓦、18・19はカマ

ドの焚口の両脇に据えられていた石材である。加工痕は不明瞭。20・21は鉄製品で、20は刀子、21は

板状不明製品である。22・23は鉄滓で、23は椀形滓である。

土層　カマド：1、暗褐色土中にローム粒少し混じる 2、暗褐色土中に粘土粒少し混じる 3、黒褐色土

中に焼土粒・粘土粒少し混じる 4a、暗褐色土中にローム粒少し含む 4b、黒褐色土中に粘土粒多く混

じる

カマド（北西側）：1、黒褐色土 2、粘土 3、黒褐色土・ロームブロック

SI-060c　（Fig.89・93、PL.25・160）

SI-060cは東側で SI-060bと重複する。新旧関係は不明。重複部のプランは不明。平面形は方形を呈す

るとみられる。遺構確認面から床面までは0.19ｍを測る。主軸方位は不明。カマドは北東壁の中央に

位置するとみられる。煙道部は先端付近のみが検出されている。燃焼部は遺存しない。主柱穴・周溝

は検出されていない。

出土遺物　1は須恵器甕である。

SI-060d　（Fig.89、PL.25）

SI-060dは北側から南側まで SI-060a・b・c・eと重複する。新旧関係は不明。重複部のプランは不明。



‒ 117 ‒

0 2m
（ 1 ／ 80 ）

0 1m
（ 1 ／ 40 ）

Ｂ’Ｂ

Ａ
’

Ａ

Ｂ’Ｂ

Ａ
’

Ａ
 31.200

Ｈ’Ｈ

Ｇ’Ｇ

Ｈ’Ｈ

Ｇ’Ｇ

Ｆ
’

Ｆ

Ｆ
’

Ｆ
 3
1.
20
0

CW-
44

CW-
64

1

4

3
2

1

6

7

56

P1 P2

P3 P4

P5b

P6P5a

SI-058

SI-059

SI-057

SI-059カマド

SK-
167

SK-167

SK
-1
6
7

Fig.86　SI-057～059遺構実測図



‒ 118 ‒

3は 1 ／ 2

SI-058

SI-059

1

1
2 3

4 5 6

7 8 9

10
11

2

3

0 1m
（ 1 ／ 40 ）

Ｅ
’

Ｅ

Ｄ
’

Ｄ

Ｃ’Ｃ

Ｅ
’

Ｅ

Ｄ
’

Ｄ
Ｃ’Ｃ 31.110

1

10

1112

13

141516

9

89

13

9
10

17
a

18
9

17
b

SI-059カマド

Fig.87　SI-058・059遺構・出土遺物実測図



‒ 119 ‒

22～24は 1 ／ 2

SI-057～059一括

12

13

14 15 16

17

18

19

20

21

22

1
2

3

4

23
24

Fig.88　SI-057～059出土遺物実測図



‒ 120 ‒

平面形は方形を呈するとみられる。遺構確認面から床面までは0.15ｍを測る。主軸方位は不明。カマ

ド・主柱穴・周溝は検出されていない。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-060e　（Fig.89・93、PL.25・100）

SI-060eは北側で SI-060a・b・c・dと、西側で SK-059と重複する。重複部のプランは不明。遺存する平

面形は不整楕円形を呈する。遺構確認面から床面までは0.14ｍを測る。主軸方位は不明。カマド・主

柱穴・周溝は検出されていない。

出土遺物　1は土師器杯で床直上からの出土である。

SI-061　（Fig.94・95、PL.25・100・160・209）

遺構　SI-061は CW06に位置する。東側で SK-061a・bと、西側で SK-060と重複する。新旧関係は不

明。平面形は4.21ｍ×4.24ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（17.5）㎡、遺構確認面から

床面までは0.09ｍを測る。主軸方位は N-29.9°-E。カマドは北東壁に位置し、煙道部は中央で撹乱を

受けているが、幅102㎝、長さ116㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜する。燃焼部は撹乱を受け不

明。主柱穴は認められない。周溝は伴わない。

出土遺物　1～4は土師器杯、5は灰釉陶器椀、6は平瓦である。

土層　カマド：1、黒褐色土中に焼土少し混じる 2a、粘土 2b、黒褐色土中に粘土粒含み堅く締ま

る 2c、黄褐色土中に黒褐色土少し混じる 3、暗褐色土中に粘土・焼土混じる 4、焼土 5、暗褐色土中

に焼土多く混じる

SI-062　（Fig.96、PL.26・100・225・229）

遺構　SI-062は CW02に位置する。北側で SK-044と重複する。新旧関係は不明。平面形は（2.85）ｍ×

（2.84）ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は7.3㎡、遺構確認面から床面までは0.14ｍを測

る。主軸方位は N-22.0°-E。

カマド・主柱穴・周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器杯、2は土師器椀、3は礫で被熱による変色がみられる。4は鉄釘である。

SI-063　（Fig.97・98、PL.26・100・101・161・229）

遺構　SI-063は DW67に位置する。SB-1と重複する。新旧関係は、遺物相から、本遺構が古いと考え

られる。平面形は3.39ｍ×3.89ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は13.0㎡、遺構確認面か

ら床面までは0.34ｍを測る。主軸方位は N-15.0°-E。カマドは北壁中央に位置し、煙道部は幅44㎝、

長さ104㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜し、先端部で Pit 状の落ち込みを伴う。煙道部を取り巻

くように Pit が6箇所認められる。燃焼部は壁ライン上に位置し、掘り込みを伴う。燃焼部から煙道

部への変換部で瓦が出土している。主柱穴は位置的に2箇所のみ認められる。Pit の深さは、P1は23

㎝、P2は24㎝、P3は不明である。P8は SB-1に帰属する。周溝はカマド直下を除いて全周する。

出土遺物　1～4は土師器杯で、2は床直上から出土、5～7は土師器甕、8は須恵器杯、9・10は須恵器甕

で、10は床直上から出土、11・12は鉄釘である。

土層　カマド：1a、粘土 1b、暗褐色土中に粘土・焼土混じる 2、暗褐色土中に粘土・焼土混じる 3a、

灰中に焼土混じる 3b、黒褐色土中に焼土・粘土粒混じり炭を主体とする 4a、青灰色灰 4b、赤色を

おびた灰 5、一部焼けた粘土 6a、暗褐色土中に粘土・焼土・灰・炭粒混じり焼土粒目立つ 6b、粘
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土 7、褐色土中に粘土粒・ローム粒・焼土混じる 8、暗褐色土中に粘土・焼土・炭粒含み炭目立つ  a、

不明  b、焼土

SI-064　（Fig.99～101、PL.26・27・101・161・181・194・208・229）

遺構　SI-064は DW37に位置する。遺構の重複は無い。平面形は4.53ｍ×4.25ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は18.3㎡、遺構確認面から床面までは0.47ｍを測る。主軸方位は N-29.0°-E。カ

マドは北壁に位置し、煙道部は幅48㎝、長さ146㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜し、先端部は Pit

状の落ち込みを伴う。東側にテラス状の段を有し、平瓦が底に立位で隙間無く設置され、煙道の壁面

を構成している。更にその上に平瓦を横位に並べ天井部としている様子が分かる。但しこの構造がみ

られるのは煙道片側のみである。燃焼部は壁ラインよりも内側に位置し、煙道部へ続く奥壁に平瓦が

立位で設置されている。袖付け根の基底部に Pit が伴う。主柱穴は竪穴内に規則的に配置される。Pit

の深さは、P1は68㎝、P2は33㎝、P3は53㎝、P4～ P6は不明である。周溝はカマド周辺から、北西側

隅まで以外に認められる。竪穴南東側に焼土が2箇所認められる。

出土遺物　1は土師器杯、2は土師器皿、3～7は土師器甕で、4・6は床直上から出土、8は須恵器椀で床

直上から出土、9～14は須恵器杯で9は体部外面に墨書で判読不能な文字もしくは記号が認められ、覆

土中層からの出土、10・11は覆土中層から出土、12は壁際の覆土下層から出土、15は須恵器甕、16は

Fig.95　SI-061出土遺物実測図

6
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原始灰釉壺、17は須恵器甕、18は隅切瓦、19は支脚、20～22鉄製品で、20は刀子、21・22は釘であ

る。

土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土粒・焼土粒・炭化物混じる 2、粘土・暗褐色土が同一 3、粘

土 4a、焼土 4b、粘土・焼土 5、粘土中にロームブロック混じる 6、暗褐色土中にロームブロック混

じる 7、炭 8、焼土 9、粘土多く含む 10、炭化物・焼土少し含む 11、褐色土 12、炭・炭化物・焼土少

し含む 13、褐色土 14、粘土 15、粘土・焼土粒・暗褐色土 16、粘土 17、焼土・炭

SI-065　（Fig.102、PL.27・101）

遺構　SI-065は DW50に位置する。平面形は4.13ｍ×4.19ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積

は16.8㎡、遺構確認面から床面までは0.17ｍを測る。主軸方位は N-18.8°-E。カマドは北東壁に位置

するが、図面には粘土範囲が示されているため詳細は不明。粘土の範囲から、煙道が1ｍほど伸びる

17 18

19
20

21

22
19は 1 ／ 3

Fig.101　SI-064出土遺物実測図
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Fig.102　SI-065遺構・出土遺物実測図

とみられる。主柱穴は認められない。P19は SB-1に帰属する。周溝はカマド直下を除いて回るものと

みられる。

出土遺物　1は土師器杯である。

SI-066　（Fig.103・104、PL.27・101・161・229）

遺構　SI-066は DX42に位置する。南側で SI-067と重複する。新旧関係は図面と遺物相から、本遺構

が新しい。平面形は3.85ｍ×3.52ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は12.9㎡、遺構確認面

から床面までは0.20ｍを測る。主軸方位は N-44.0°-E。カマドは北東壁中央に位置し、煙道部は幅52

㎝、長さ30㎝を測り、先端に向けて水平に短く伸びる。また、先端部には Pit 状の掘り込みを伴う。

燃焼部は壁ラインより内側に位置し、掘り込みを伴う。主柱穴は認められない。周溝はカマドから北

隅にかけてと南隅周辺で検出されていない。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1は内面に黒色処理を施す。4は土師器甕、5・6は須恵器甕で、6は転用

硯、7は灰釉陶器平瓶の把手部分を転用した土製品であろうか。8～12は鉄製品で、8・9は刀子、10・11

は釘、12は曲刃鎌である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土・粘土・灰・炭少量含む 2、焼土 3、ロームブロック含む埋め戻し

土

SI-067　（Fig.103～105、PL.27・28・101・102・161・225・229）
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Fig.103　SI-066～068遺構実測図
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遺構　SI-067は DX42に位置する。北側で SI-066と、南側で SI-068と重複する。東側と南西側で撹乱

を受けている。新旧関係は、SI-066に対しては、図面と遺物相から本遺構が新しい。SI-068に対して

は切り合い状況から、本遺構が古い。平面形は3.30ｍ×3.91ｍの方形を呈する。遺構確認面における

面積は13.2㎡、遺構確認面から床面までは0.39ｍを測る。主軸方位は N-29.8°-E。カマドは北東壁や

や東隅に寄って位置し、煙道部は西側を欠損するものの、長さ60㎝を測り、先端に向けてほぼ水平に

短く伸びる。燃焼部は不明確だが、壁ラインより内側に位置する。袖の内部か外側に瓦が立位で設置

されている。燃焼部と煙道との間に平面形が不整円形の Pit を伴う。主柱穴は認められない。周溝

は、カマドのある北面から両側隅まで認められない。

出土遺物　1～7は土師器杯、8～11は土師器皿、12～14は須恵器杯、15は須恵器甑、16は石製の巡

方、17～19は鉄製品で17・18は刀子、19は紡錘車である。

土層　カマド：1、褐色土中に焼土混じる 2、粘土 3、黒褐色土中に焼土混じる 4、褐色土中に焼土・

灰混じる 5、白色粘土 6、ロームブロック 7、黒褐色土中に焼土・粘土混じる 8、褐色土 9、褐色土

中に焼土混じる 10、焼土中に粘土混じる 11、黒褐色土中に焼土混じる

SI-068　（Fig.103・105～108、PL.28・102・161・162・181・194・209・229・237）

遺構　SI-068は DX71に位置する。北側で SI-067と重複し、南側で SI-069と近接する。カマドの煙道

部の切り合いから、本遺構が新しい。北西側で撹乱を受ける。平面形は5.56ｍ×3.62ｍの長方形を呈

する。遺構確認面における面積は19.5㎡、遺構確認面から床面までは0.31ｍを測る。主軸方位は

N-23.5°-E。カマドは北東壁中央に位置し、煙道部は SI-067と重複し、幅0.29ｍ、遺存長2.01ｍを測

る。煙道は燃焼部との境界付近から先端に向けて緩やかに下方に傾斜し、途中から水平となる。先端

部は図化されていないため不明。煙道天井部には平瓦が横位で設置されている。燃焼部は壁ラインよ

り内側に位置し、掘り込みを伴う。主柱穴・周溝は伴わない。竪穴内南側に焼土が広範囲に広がって

いる。

出土遺物　1～9・11は土師器杯で、1は内面に黒色処理を施し、体部外面に墨書「財」が正位で認められ

る。5は内面と口縁部外面に黒色処理を施し、10は土師器高台付杯で内面に黒色処理を施す。12は土

師器皿、13～15は土師器甕、16は支脚、17は磚、18～31は鉄製品で、18～20は刀子であるが、20は別

製品の可能性がある。21～27は釘、28は錠前牝金具、29は鉸具、30は毛抜き状の不明品、31は板状の

不明品である。他に鉄滓や流状滓、鉄塊系遺物などが出土している。

土層　カマド：1、焼土・灰 2、暗褐色土中に粘土・若干焼土含む 3、ソフトローム中に粘土・炭化物含

む 4、暗褐色土中に若干粘土含む 5、暗褐色土 6、灰・焼土 7、暗褐色土中にロームブロック含む

SI-069　（Fig.109・110、PL.28・29・102・162・208・210・229）

遺構　SI-069は DW89に位置する。北側で SI-068と近接する。平面形は4.41ｍ×3.91ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は16.4㎡、遺構確認面から床面までは0.12ｍを測る。主軸方位は N-16.5°

-E。東壁中央に壁を外側に広げた範囲が認められることから、カマド付け替えの可能性がある。カマ

ドは北壁やや北東隅に寄って位置し、煙道部はほとんど認められず、僅かに壁を外側に広げた程度で

ある。燃焼部は壁ラインの内側に位置し、掘り込みを伴う。袖片側の内壁に平瓦が立位で設置されて

いる。袖の付け根外側に Pit を伴う。主柱穴は認められない。周溝は北壁のみ認められる。

出土遺物　1～7は土師器杯、8・9は土師器皿、10～13は土師器甕、14は灰釉陶器皿、15は須恵器甕、



‒ 137 ‒

SI-066

SI-067

1

1

2

2

3

3

4
5

6

7 8

9

4
5

6

7

8

9 10

11

12

Fig.104　SI-066・067出土遺物実測図



‒ 138 ‒

16は 1 ／ 2

SI-068

10 11
12

13 14

15

16

17
18

19

1 2
3

4 5

Fig.105　SI-067・068出土遺物実測図



‒ 139 ‒

16・17は平瓦、18～20は鉄製品で、18は刀子、19・20は釘である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土粒多く含む 2、黒褐色土中に焼土少量混じる 3、粘土 4、黒褐色

土中にローム粒少量混じる 5、黒褐色土中に粘土・焼土粒・ローム粒混じり堅く締まる

SI-070　（Fig.111、PL.29・102・103・162・189・193・225）

遺構　SI-070は DW07に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.41ｍ×3.40ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は10.6㎡、遺構確認面から床面までは0.21ｍを測る。主軸方位は N-38.5°-E。カ

マドは北東壁中央に位置し、煙道部は幅58㎝、長さ170㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜する。先

端部は Pit 方の掘り込みを伴う。燃焼部は壁ライン上に位置し、掘り込みを伴う。内壁には平瓦が立

位で設置されているが、断面図には認められない。片方の袖の付け根外側にピットを伴う。主柱穴位

置の一部に Pit が存在するが、掘り込みが浅く、主柱穴とは断定できない。Pit の深さは、P1は10㎝、

P2は24㎝を測る。周溝は北東壁のカマドを除く一部に認められる。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1は体部外面に線刻「上」が正位で認められる。2・3は床直上からの出土

である。4は土師器甕、5は須恵器甕、6は灰釉陶器壺、7は石製の巡方で、固定用の銅製留金が孔中に

遺存する。

土層　カマド：1、焼土粒若干混じる褐色土 2、粘土多く含む暗褐色土 3、褐色土 4、粘土 5、黒褐色

土中にローム混じる 6、褐色土中に焼土を多く含む灰・ローム・粘土混じる 7、炭多く含む 8、褐色土
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14

Fig.106　SI-068出土遺物実測図
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Fig.107　SI-068出土遺物実測図
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中に焼土・粘土混じる 9、暗褐色土中に粘土・焼土・灰・ローム混じる 10、ローム主体で焼土混じ

る 11、灰褐色土中に灰を主体とした焼土・粘土混じる 12、暗褐色土中に焼土粒混じる 13、焼土主体

で灰混じる 14、粘土中に焼土混じる 15、褐色土中に焼土・粘土・灰・炭混じる 16、ローム 17、焼土・

ローム・粘土混じる 18、炭・灰主体で焼土粒混じる 19、暗褐色土中に焼土・炭・灰混じり、ローム粒多

く含む 20、暗褐色土中に粘土・焼土・炭混じる 21、焼土主体で粘土混じる 22、暗褐色土・ローム主体

で焼土混じる 23、焼土

SI-071　（Fig.112、PL.29・194）

遺構　SI-071は DW54に位置する。北側で SK-067と重複するが新旧関係は不明。平面形は2.77ｍ×2.49

ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は6.2㎡、遺構確認面から床面までは0.08ｍを測る。主軸

方位は N-39.8°-E。カマドは北東壁に位置するが、完掘状態の図面のみで、詳細は不明。煙道部は幅

68㎝、長さ28㎝を測り、壁を外側に方形に広げている。主柱穴・周溝は伴わない。

出土遺物　1は土錘である。

SI-072　（Fig.112、PL.30・103・162・229）附章参照

遺構　SI-072は遺構図が無いため、詳細は不明。遺構確認面における面積は11.4㎡。

出土遺物　1～4は土師器杯、5は土師器高台付杯で、内面に黒色処理を施す。6は須恵器杯、7は須恵

器甕、8は鉄製鉇である。

SI-073　（Fig.113、PL.30）

遺構　SI-073は CV47に位置する。東側で SI-074と近接する。平面形は3.19ｍ×2.85ｍの方形を呈す
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Fig.108　SI-068出土遺物実測図
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Fig.110　SI-069出土遺物実測図
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る。遺構確認面における面積は9.0㎡、遺構確認面から床面までは0.04ｍを測る。主軸方位は N-33.5°

-E。カマドは北東壁やや東隅に寄って位置し、煙道部は認められない。燃焼部は壁ラインの内側に位

置し、掘り込みを伴う。主柱穴は一部を欠くが認められる。Pit の深さは、P1は26㎝、P2は41㎝、P3

は36㎝、P4は22㎝、P5は19㎝、P6は54㎝を測る。周溝はカマドとその周辺及び北東・南西隅以外に認

められる。

出土遺物　実測遺物は無い。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土粒多く混じる 2、ロームブロック中に暗褐色土・粘土・褐色土混じ

る 3、黒褐色土中に焼土少し混じる

SI-074　（Fig.114・115、PL.30・103・162・181・194・229・237）

遺構　SI-074は CV39に位置する。北側で SI-075aと重複し、西側で SI-073に近接する。平面形は4.00

ｍ×4.17ｍのやや隅丸の方形を呈する。遺構確認面における面積は15.5㎡、遺構確認面から床面まで

は0.25ｍを測る。主軸方位は N-30.0°-E。カマドは北西壁やや南西隅に寄って位置し、煙道部は幅36

㎝、長さ90㎝を測り、先端に向けて水平に伸びる。燃焼部は壁ラインより内側に位置し、掘り込みを

伴う。両袖の付け根部に Pit を伴う。主柱穴・周溝は認められない。

出土遺物　1は土師器杯で、底部外面に墨書「信」が認められる。2・3は須恵器甕で、2は床直上から出

土、4は支脚、5は鉄製刀子である。他に鉄滓が出土している。

土層　カマド：1、黒褐色土中にローム粒混じる 2、暗褐色土中に焼土粒・粘土粒・ローム粒混じる 3、

焼土・暗褐色土 4、焼土 5a、粘土 5b、暗褐色土中に粘土混じる 6a、焼けたロームブロック・暗褐色

土 6b、暗褐色土中に粘土少し混じる 7、粘土・暗褐色土多く混じる

SI-075　a（Fig.114・115、PL.30・103・162）・b（Fig.114、PL.30）・c（Fig.114、PL.30）

遺構　SI-075aは CV29に位置する。南東側で SI-074と、北側で SI-075b・cと重複する。平面形は重複

範囲で不明確だが、2.97ｍ×2.77ｍの方形を呈するとみられる。遺構中央で東西方向に伸びる高さ12

㎝程の段を有する。別遺構の可能性も否めないが、竪穴建物建築時の掘り込みと理解し、1遺構と捉

えておく。遺構確認面における面積は（8.0）㎡、遺構確認面から床面までは0.13ｍを測る。主軸方位は

焼土範囲をカマド跡と理解し、N-36.0°-E。そのカマドは南東壁に位置するが詳細は不明。主柱穴は

認められない。Pit の深さは、P1は35㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器杯、2は土師器甕で、何れも床直上からの出土である。

遺構　SI-075b は CV29に位置する。南側で SI-075a・cと重複するが、新旧関係は不明。平面形は重複

範囲で不明確だが、（1.93）ｍ×（2.25）ｍの方形を呈するとみられる。遺構確認面における面積は（4.2）

㎡を推定する。遺構確認面から床面までは0.07ｍを測る。主軸方位は不明。カマド・主柱穴・周溝は伴

わない。

出土遺物　実測遺物は無い。

遺構　SI-075cは CV29に位置する。SI-075a・bと重複するが、新旧関係は不明。平面形は重複範囲で不

明確だが、（1.97）ｍ×（2.03）ｍの方形を呈するとみられる。遺構確認面における面積は（4.0）㎡を推定

する。遺構確認面から床面までは0.06ｍを測る。主軸方位は不明。カマドは北東壁中央に壁を外側に

掘り込んだ部分があり、その場所に位置したものと理解する。煙道部は幅78㎝、長さ24㎝を測り、壁

を僅かに外側に広げた程度である。燃焼部は不明。主柱穴・周溝は伴わない。
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出土遺物　実測遺物は無い。

SI-074･075一括　（PL.103）

出土遺物　1は灰釉陶器皿、2は土師器杯である。

SI-076　（Fig.116、PL.30・31・162）

遺構　SI-076は DW10に位置する。北西側で SK-088と重複するが、新旧関係は不明。平面形は3.55ｍ

×3.32ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は11.3㎡、遺構確認面から床面までは0.21ｍを測

る。主軸方位は N-35.5°-E。カマドは北壁中央に位置し、煙道部は幅26㎝、長さ128㎝を測り、先端

に向けて下方に傾斜する。煙道先端部には Pit 状の掘り込みが伴う。燃焼部は不明確だが、壁ライン

の外側に位置するとみられる。燃焼部とした部位は、平面形では壁を外側に広げており、明確な方形

の張り出しとなっている。主柱穴は認められない。Pit の深さは P1・P2共に不明。周溝はカマドのあ

る北壁を除いて回る。

出土遺物　1は灰釉陶器皿である。

土層　カマド：1、暗褐色土中にローム粒・粘土混じる 2、粘土多く含み汚れた粘土 3、粘土多く含

む、ローム混じる灰褐色土 4、ローム粒、粘土、炭若干混じる暗褐色土 5、粘土 6、ローム 7、粘土

多く含むローム混じる暗褐色土 8、焼土、炭を若干含む 9、灰褐色土混じるローム 10、暗褐色土混

じるローム

SI-077　（Fig.117・118、PL.31・162）

遺構　SI-077は DV18に位置する。北側で SI-078a・bと重複するが、新旧関係は不明。平面形は3.71ｍ

×2.63ｍの歪んだ長方形を呈する。遺構確認面における面積は（9.1）㎡、遺構確認面から床面までは

0.11ｍを測る。主軸方位は N-22.0°-E。カマドは北壁に位置するとみられ、煙道部は先端部を SI‒

078a・bにより欠損しているが、幅88㎝、遺存長48㎝を測る。燃焼部は不明。主柱穴・周溝は伴わな

い。

出土遺物　1は土師器杯である。
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Fig.117　SI-077・078遺構実測図
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SI-078　a（Fig.117・118、PL.31・162）・b（Fig.117～119、PL.31・32・103・162・194・225・237）

遺構　SI-078aは DV19に位置する。南側で SI-077と、同位置で SI-078bと重複する。本遺構の覆土上

層に SI-078bの張り床が位置するため、本遺構が古い。平面形は3.99ｍ×3.82ｍの方形を呈する。遺

構確認面における面積は14.3㎡、遺構確認面から床面までは0.19ｍを測る。主軸方位は N-21.0°-W。

カマドは西壁やや南西隅に寄って位置する。煙道部は、幅44㎝、長さ62㎝を測り、先端に向けて上方

に傾斜する。燃焼部は図化されていないため詳細は不明だが、壁ラインより内側かライン上に位置す

るとみられる。主柱穴・周溝は伴わない。Pit の深さは、P1が21㎝、P2が23㎝を測る。

出土遺物　1は灰釉陶器広口壺で、床直上からの出土である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土粒・粘土粒少し混じる 2、暗褐色土中に粘土多く・焼土少し混じ

る 3、焼土粒混じる

遺構　SI-078bは DV19に位置する。南側で SI-077と、同位置で SI-078aと重複する。本遺構の張り床

下に SI-078aが位置するため、本遺構が新しい。平面形は3.82ｍ×3.99ｍの方形を呈する。遺構確認

面における面積は14.3㎡、遺構確認面から床面までは0.16ｍを測る。主軸方位は N-26.0°-E。カマド

は北壁中央に位置する。煙道部は撹乱により欠損している。燃焼部は壁ライン上に位置する。主柱

穴・周溝は伴わない。

Fig.119　SI-078出土遺物実測図

12

13
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出土遺物　1～3は土師器杯で、1・3は内面及び外面口縁部に黒色処理を施し、1は床直上からの出土、

4・5は須恵器甕、6は灰釉陶器皿、7は不明土製品、8～13は石製品で、8は金床石とみられるが、明瞭

な使用痕は認められない。9～12は磨石、13は明瞭な加工痕は認められない不明石製品である。他に

鉄滓が出土している。

土層　カマド：2、暗褐色土中に粘土多く・焼土少し混じる 3、焼土粒大粒・暗褐色土 4、黒暗褐色土中

に焼土粒多く混じる 5a、暗褐色土中に焼土粒・粘土粒少し混じる 5b、暗褐色土中に焼土粒・粘土粒

混じる 5c、黄暗褐色土 5d、粘土 6、焼土粒・暗褐色土同程度含む

SI-079　（Fig.120、PL.32・162・163・229）

遺構　SI-079は DV40に位置する。南側で SK-090～093と、中央で SS-2と重複し、新旧関係は、SS-2

に対し本遺構が古い。SK-090～093に対しては不明。平面形は3.62ｍ×2.97ｍの長方形を呈する。遺

構確認面における面積は9.6㎡、遺構確認面から床面までは0.11ｍを測る。主軸方位は N-42.0°-E。カ

マドは北東壁東隅に寄って位置する。煙道部は認められない。燃焼部は壁ラインより内側に位置す

る。主柱穴・周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器椀で内面に黒色処理を施す。2は土師器皿、3は羽口である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に細ローム粒・黄褐色土混じる 2、暗褐色土中に粘土・黄褐色土少し混じ

る

SI-080　（Fig.121、PL.32・103・163・229）

遺構　SI-080は DV58に位置する。遺構の重複は無い。中央・東側で撹乱を大きく受ける。平面形は

2.84ｍ×2.62ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（7.3）㎡、遺構確認面から床面までは0.04

ｍを測る。主軸方位は N-14.0°-E。カマド・主柱穴・周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器杯で内面に黒色処理を施す。2は原始灰釉壺、3・4は鉄製品で共に板状を呈する

が、4は鋳造品とみられる。

SI-081　a（Fig.122・123、PL.32・33・103・163・182・125・225・229）・b（Fig.122・123、PL.32・103・163・182）

遺構　SI-081aは DV16に位置する。南東側で SI-081bと重複するが、新旧関係は不明。平面形は4.53ｍ

×4.82ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は21.5㎡、遺構確認面から床面までは0.37ｍを測

る。主軸方位は N-9.5°-E。カマドは北壁中央に位置し、煙道部は幅100㎝、長さ140㎝を測り、先端

に向けて段を有して水平に伸びる。煙道中央部付近と先端部に平瓦が出土しており、天井部を構成し

ていたとみられる。燃焼部は壁ラインの内側に位置し、掘り込みを伴う。両袖付け根の外側に Pit を

伴う。主柱穴は規則的に配置されている。Pit の深さは、P1は58㎝、P2は50㎝、P3は65㎝、P4～ P6

は不明である。周溝は全周する。

出土遺物　1～4・6は土師器杯で、1は内面に黒色処理を施し、6は底部内面に墨書「盈」と見られる文字

が認められる。5は須恵器杯で体部外面に墨書「和世」と判読可能な文字が横位で認められる。7は須恵

器甕、8は土師器の鉢形土器、9は須恵器甑、10・11は砥石、12は金銅製の飾り金具、13は鉄製刀子で

ある。

土層　カマド：1、暗褐色土 2、粘土 3、焼土・暗褐色土 4、灰 5、焼土・ロームブロック 6、粘土 7、

暗褐色土中に焼土・焼けたロームブロック含む 8、黒褐色土 9、ロームブロック・粘土・暗褐色土 10、

ロームブロック・粘土
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遺構　SI-081bは DV16に位置する。北西側で SI-081aと重複するが、新旧関係は不明。平面形は重複

範囲で不明だが、（2.89）ｍ×2.89ｍの方形を呈するとみられる。遺構確認面における面積は（7.7）㎡、

遺構確認面から床面までは0.10ｍを測る。主軸方位は不明。カマドは、南東壁中央に粘土を含む焼土

範囲が認められるため、この範囲としておくが詳細は不明。主柱穴・周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器甑、2は土師器杯で、底部外面に墨書「南」が認められる。

SI-082　a（Fig.124、PL.33・163）・b（Fig.124、PL.33・103・230）

遺構　SI-082a は DV86に位置する。南側で SI-082bと、中央部で SS-2と重複し、新旧関係は、本遺構

が古い。平面形は重複範囲で不明瞭だが、2.70ｍ×2.76ｍの長方形を呈するとみられる。遺構確認面

における面積は（7.2）㎡、遺構確認面から床面までは0.09ｍを測る。主軸方位は N-22.2°-E。カマドは

北東壁やや東隅に寄って位置する。粘土範囲の図面のみであるため詳細は不明。煙道部は長さ64㎝を

測り、燃焼部は壁ラインの内側かライン上に位置し、僅かに掘り込みを伴うとみられる。袖付け根の

片側に Pit を伴う。主柱穴・周溝は伴わない。

出土遺物　1・2は土師器甕で、2は床直上からの出土である。

土層　カマド：1a、黒色が強い暗褐色土中に焼土粒・粘土粒少し混じる 1b、黄褐色土 2、暗褐色土中

に黄色・焼土粒・粘土粒混じる 3、黄褐色土

遺構　SI-082bは DV86に位置する。北側で SI-082aと重複するが、新旧関係は不明。平面形は重複範
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囲で不明瞭だが、3.77ｍ×2.70ｍの長方形を呈するとみられる。遺構確認面から床面までは0.07ｍを

測る。主軸方位は N-30.0°-E。カマドは北東側にみられる粘土範囲としておくが、詳細は不明。主柱

穴は伴わない。周溝は全周するとみられる。遺構中央で東西方向に溝状の掘り込みが2条認められる

が、遺構の建替え・拡張に伴うものと理解しておくが、その過程は不明である。

出土遺物　1・2は土師器杯、3は鉄製の板状製品で鋳造とみられる。

SI-083　（Fig.125、PL.33）

遺構　SI-083は CV15に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.87ｍ×3.83ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は（14.8）㎡、遺構確認面から床面までは0.02ｍを測る。主軸方位は N-26.2°-E。

カマドは、図面が無いため詳細は不明だが、北東壁中央に位置するとみられる。主柱穴は認められな

い。Pit の深さは、P1は46㎝、P2は11㎝、P3は23㎝、P4は14㎝、P5は18㎝、P6は25㎝、P7は30㎝、

P8は28㎝を測る。周溝は全周するとみられる。

出土遺物　1は土師器杯で床直上からの出土である。

SI-084　（Fig.126・127、PL.34・193・194・230）

遺構　SI-084は CV33に位置する。Pit 群と重複する。平面形は2.70ｍ×3.27ｍの方形を呈する。遺構確

認面における面積は9.0㎡、遺構確認面から床面までは0.07ｍを測る。主軸方位は N-33.5°-E。カマド

は図面が粘土範囲を示したものであるため詳細は不明だが、北東壁やや東隅に寄って位置する。主柱

穴は認められない。周溝はカマドのある北東壁以外に認められる。

出土遺物　1は置きカマドで、つば状の突出部上面に、ヘラガキで放射状の線が施されている。2は鉄

製刀子である。

SI-085　a（Fig.126・128、PL.34・103）・b（Fig.126・128、PL.34・104）
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‒ 157 ‒

Fig.122　SI-081遺構・出土遺物実測図
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Fig.123　SI-081出土遺物実測図
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遺構　SI-085aは CV32に位置する。SI-085b及び Pit 群と重複するが、新旧関係は不明。平面形は2.43

ｍ×2.26ｍのやや隅丸の方形を呈する。遺構確認面における面積は5.1㎡、遺構確認面から床面までは

0.16ｍを測る。主軸方位は N-27.0°-E としておく。カマド・主柱穴は認められない。周溝は南西隅で

切れるものの、ほぼ全周する。

出土遺物　1は土師器杯で床直上からの出土、2は土師器椀で内面に黒色処理を施す。

遺構　SI-085bは CV32に位置する。SI-085a及び Pit 群と重複する。平面形は2.88ｍ×3.26ｍのやや隅

丸の方形を呈する。遺構確認面における面積は8.8㎡、遺構確認面から床面までは0.16ｍを測る。主軸

方位は N-27.0°-E としておく。カマド・主柱穴は認められない。周溝は全周する。

出土遺物　1・2土師器皿で何れも床直上からの出土である。

SI-086　a（Fig.129・130、PL.34・104・163・182）・b（Fig.129・130、PL.34・104・182）

遺構　SI-086aは DV43に位置する。西側で SI-086bと重複する。平面形は3.34ｍ×3.55ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は11.4㎡、遺構確認面から床面までは0.29ｍを測る。主軸方位は N-2.5°

-E。カマドは北壁中央に位置する。煙道部は平面図と断面図が部分的に不整合であるため、確定でき

ないが、平面図を優先すると、幅16㎝、長さ64㎝を測る。断面形は不明。燃焼部は壁ラインの内側に

位置し、掘り込みを伴う。燃焼部と煙道部の間に壁を半楕円形に広げたテラス状の部位が認められ

る。両袖付け根外側に Pit を伴い、深さは P1が50㎝、P2が48㎝を測る。主柱穴は認められない。周

溝はカマド東側以外で回る。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1は底部内面に墨書「中 中」が認められ、床直上からの出土、2は底部

外面に墨書「小川」が認められる。3は内面に黒色処理を施す。4～6は須恵器杯で何れも床直上からの

出土、7・8は須恵器甕で、8は硯に転用され、床直上からの出土である。

土層　カマド：1、暗褐色土中にローム細粒少し混じる 2、暗褐色土中に焼土粒混じる 3a、暗褐色土

中にローム粒・焼土粒混じる 3b、暗褐色土中に粘土粒混じる 4、粘土・焼土・暗褐色土 5、暗褐色土

中にローム粒混じる 6、粘土 7、焼土 8、暗褐色土中に焼土粒多く混じる

遺構　SI-086b は DV43に位置する。東側で SI-086aと重複する。平面形は2.70ｍ×（2.90）ｍの方形を呈

する。遺構確認面における面積は（8.2）㎡、遺構確認面から床面までは0.22ｍを測る。主軸方位は

N-5.0°-E としておく。カマドは認められない。主柱穴・周溝は伴わない。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1は底部外面に墨書「益」と判読できる文字が認められ、2は底部外面に

墨書の文字の一部が認められ、「益」と判読可能である。

SI-087　a（Fig.131、PL.34・35・104・163）・b（Fig.131・132、PL.34・35・104・163・182）

遺構　SI-087aは DV64に位置する。南側で SI-087bと重複し、東側で SS-2に近接する。平面形は3.05

ｍ×3.18ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（9.6）㎡、遺構確認面から床面までは0.13ｍを

測る。主軸方位は N-13.5°-E。カマドは北壁やや北東隅に寄って位置する。煙道部は幅46㎝、長さ20

㎝を測り、壁ラインを僅かに外側に広げ、テラス状を呈する。燃焼部は壁ラインより内側に位置し、

掘り込みを伴う。内壁に瓦を立てている可能性がある。主柱穴は認められない。周溝は全周する。

出土遺物　1～4は土師器杯で、3は内面に黒色処理を施す。5・6は土師器甕、7・8は須恵器甕で、7は床

直上からの出土である。

土層　カマド：1、黒色が強い暗褐色土中に焼土粒混じる・暗褐色土中にローム細粒混じる 2、焼土を
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暗褐色土より多く含む 3a、暗褐色土・粘土 3b、暗褐色土中に粘土粒やや多く混じる 3c、暗褐色土

中に粘土粒少量混じる 4、黄褐色土・暗褐色土中に、粘土粒・ローム粒混じる

遺構　SI-087bは DV64に位置する。北側で SI-087aと重複し、東側で SS-2に近接する。平面形は2.78

ｍ×（2.62）ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（7.2）㎡、遺構確認面から床面までは0.27ｍ

を測る。主軸方位は N-111.5°-E。カマドは東壁中央に位置するとみられる。煙道部は幅86㎝、長さ

52㎝を測る。燃焼部は壁ラインより外側に位置し、掘り込みを伴う。内壁に瓦を立てている可能性が

ある。主柱穴は認められない。Pit の深さは、P1は33㎝、P2は28㎝を測る。カマドのある東壁には認

められない。

出土遺物　1・2は土師器杯で、1は体部外面に墨書で「○」と判別可能な記号が、内面には黒色処理が施

されている。3・4は土師器甕で4は床直上から出土している。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土粒・粘土粒少し混じる 2、粘土 3a、粘土中に黒褐色土混じ

る 3b、黒褐色土中に粘土混じる 4a、焼土中に暗褐色土少し混じる 4b、焼土 5、暗褐色土中に焼土

混じる 6a、暗褐色土中にローム粒混じる 6b、暗褐色土中に粘土粒多く・焼土粒少し混じる 6c、暗

褐色土中にロームブロック混じる 7、暗褐色土中に褐色土混じり堅く締まる 8、粘土粒・暗褐色

土 9、暗褐色土中に焼土粒・粘土粒・炭少し混じる 10、焼土粒・暗褐色土 11、黒褐色土中にローム粒

大混じる

SI-088　a（Fig.133、PL.35・36）・b（Fig.133、PL.35・36）・c（Fig.133・134、PL.35・36・104・163・182）

遺構　SI-088aは DV62に位置する。SI-088b・cと重複する。平面形は3.41ｍ×3.31ｍの方形を呈する。

Fig.125　SI-083遺構・出土遺物実測図
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遺構確認面における面積は（11.9）㎡、遺構確認面から床面までは0.27ｍを測る。主軸方位は N-32.0°

-E。カマドは東壁ほぼ中央に位置する。煙道部は幅30㎝、長さ96㎝を測り、煙道は先端に向けて下方

に傾斜する。燃焼部は壁ラインの内側に位置する。袖付け根に Pit を伴う。主柱穴は認められない。

Pit の深さは、P1は57㎝、P2は55㎝を測る。周溝はカマドから北側で認められない。

出土遺物　実測遺物は無い。

土層　カマド：1、灰・焼土 2、黒褐色土中に焼土粒混じる 3、暗褐色土中にロームブロック・焼土・粘

土粒混じる 4、暗褐色土中にロームブロック多く含む 5、焼土・粘土 6、淡褐色土 7、粘土粒・暗褐色

土 8、暗褐色土中に粘土粒混じる 9、暗褐色土中にローム細粒混じる 10、粘土 11、淡暗褐色土中に

粘土粒多く混じる 12、淡暗褐色土中に細粘土粒少し混じる 13、ソフトローム 14、焼土・粘土粒・暗

褐色土 15、焼土 16、粘土 17、暗褐色土中に粘土粒・ローム粒混じる 18、暗褐色土中にローム粒混

じる

遺構　SI-088b は DV62に位置する。SI-088a・c と重複するが、新旧関係は不明。平面形は重複範囲で
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Fig.126　SI-084・085遺構実測図
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Fig.127　SI-084出土遺物実測図
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不明確であるが、（3.90）ｍ×3.87ｍの方形を呈するとみられる。遺構確認面から床面までは0.27ｍを

測る。主軸方位は不明。カマドは東壁に位置する。煙道部は幅32㎝、長さ122㎝を測り、先端に向け

て下方に傾斜し、先端で Pit 状の掘り込みを伴う。燃焼部は壁ラインより内側に位置したとみられ

る。袖付け根に Pit を伴う。主柱穴は認められない。Pit の深さは、P1は24㎝、P2は26㎝、P3は18

㎝、P4は20㎝を測る。周溝はカマドのある東面に認められるが、他は不明である。

出土遺物　実測遺物は無い。

土層　カマド：1、灰・焼土 2、黒褐色土中に焼土粒混じる 3、暗褐色土中にロームブロック・焼土・粘

土粒混じる 4、暗褐色土中にロームブロック多く含む 5、焼土・粘土 6、淡褐色土 7、粘土粒・暗褐色

土 8、暗褐色土中に粘土粒混じる 9、暗褐色土中にローム細粒混じる 10、粘土 11、淡暗褐色土中に

粘土粒多く混じる 12、淡暗褐色土中に細粘土粒少し混じる 13、ソフトローム 14、焼土・粘土粒・暗

褐色土 15、焼土 16、粘土 17、暗褐色土中に粘土粒・ローム粒混じる 18、暗褐色土中にローム粒混

じる

遺構　SI-088c は DV62に位置する。SI-088a・b と重複するが、新旧関係は不明。平面形は4.42ｍ×4.40

ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は19.3㎡、遺構確認面から床面までは0.27ｍを測る。主

軸方位は N-21.0°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅34㎝、長さ96㎝を測り、先端に向けて下

方に傾斜する。燃焼部は壁ライン内側からライン上に位置し、掘り込みを伴う。また、西壁にも煙道

部のような範囲が図化されており、北カマドに先行するものとみられる。主柱穴は認められない。周

溝は遺構の重複範囲で不明瞭だが、全周するものとみられる。

出土遺物　1～6は土師器杯で、1は底部外面に墨書「信」が認められる。7・8は土師器椀、9・10は土師器

甕、11は須恵器甕、12は灰釉陶器椀である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に若干炭素粒混じる 2、焼土火床 3、焼土・灰 4、粘土 5、ローム・黒色

土主体で良く締まる 6、ソフトロームの移動 7、灰

SI-088a・b一括　（Fig134・135、PL.104・105・182・194）

出土遺物　1～4は土師器杯で1は体部外面に墨書「○某」が正位で、底部外面に墨書「講」が認められ

る。5は土師器皿、6～8は土師器甕、9は須恵器甕、10は灰釉陶器壺、11は支脚、12は平瓦の破面を整

形した円盤状土製品、13・14は鉄製品で、13は鎹状製品、14は刀子である。他に釘も出土している。
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Fig.128　SI-085出土遺物実測図



‒ 165 ‒

Fig.129　SI-086遺構実測図
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Fig.130　SI-086出土遺物実測図
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Fig.131　SI-087遺構・出土遺物実測図
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SI-088一括　（Fig.135、PL.105・163・182・194・230）

出土遺物　1・2は土師器杯で、2は底部外面に墨書が認められるが、一部であるため判読できない。3・

5・6は土師器皿、4は灰釉陶器椀、7・8は須恵器甕、9は土師器杯の底部を転用した紡錘車、10・11は鉄

製品で、10は穂摘鎌とみられる。11は鑿である。

SI-089　（Fig.136、PL.36・105・164）

遺構　SI-089は DU30に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.89ｍ×4.54ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は17.1㎡、遺構確認面から床面までは0.38ｍを測る。主軸方位は N-10.0°-E。カ

マドは北壁に位置する。煙道部は幅38㎝、長さ98㎝を測り、先端に向けて上下に傾斜する。先端部で

は Pit 状の落ち込みを伴う。燃焼部は壁ラインの内側に位置し、掘り込みを伴う。燃焼部と煙道部の

間の平面形は壁ラインより外側にやや膨らむ形状を呈する。両袖付け根に Pit を伴う。主柱穴はやや

不規則な位置に配置されている。Pit の深さは、P1は40㎝、P2は不明、P3は43㎝、P4は不明、P5は25

㎝、P6は21㎝、P7は37㎝を測る。周溝はカマドのある北面と、南東部で認められない。

出土遺物　本遺構の遺物出土状況は、写真からの観察である。1・2は土師器杯で、2はカマド西側に正

位で置かれて出土、3は土師器甕、4～8は須恵器杯で、5はカマド西側の床面よりやや浮いた位置に正

位で出土し、6はカマド西側の壁際覆土中から出土している。

土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土・焼土含む 2a、焼土 2b、焼土 3、灰 4、暗褐色土中に焼土含

む 5、暗褐色土 6、粘土 7、粘土・ローム・暗褐色土

SI-090　a（Fig.137、PL.36・37）・b（Fig.140、PL.36・37）

遺構　SI-090a は DU18に位置する。北側で SI-090b と、南西側で SI-091と重複する。新旧関係は、遺

構の切り合い状況と、遺物相から、SI-090b･091に対して本遺構は新しい。平面形は3.91ｍ×4.01ｍの

方形を呈する。遺構確認面における面積は15.5㎡、遺構確認面から床面までは0.40ｍを測る。主軸方

位は N-8.0°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅42㎝、長さ136㎝を測り、先端に向けて下方に

傾斜する。燃焼部は壁ラインより内側に位置し、掘り込みを伴う。主柱穴は竪穴とは軸を異にする

が、規則的に配置されている。Pit の深さは、P1は40㎝、P2は不明、P3は43㎝、P4は不明、P5は25

㎝、P6～ P9は不明である。周溝はカマド直下以外全周する。

1

2

3
4

SI-087b

Fig.132　SI-087出土遺物実測図
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土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土・ローム粒多く混じる 2、黄褐色土中に焼土多く・粘土・炭混じ

る 3、暗褐色土中に焼土・ローム・粘土粒混じる 4、暗褐色土中にロームブロック多く・粘土若干含

む 5a、粘土中に焼土・ローム混じる 5b、粘土・焼土・灰褐色土 5c、粘土 6、灰褐色土中に粘土・焼

土・炭混じる 7、焼土主体で粘土・炭・ローム混じる 8、粘土・焼土・ローム 9、ローム張り床か 10、焼

土、ローム炭粒若干混じる暗褐色土 11、焼土灰若干混じる粘土

遺構　SI-090b は DU18に位置する。南側で SI-090a と重複する。新旧関係は、遺構の切り合い状況

と、遺物相から、本遺構が古い。平面形は重複範囲で南壁が不明であるが、5.03ｍ×3.88ｍの方形を

呈するとみられる。遺構確認面における面積は19.5㎡、遺構確認面から床面までは0.32ｍを測る。主

軸方位は N-12.0°-E。カマドは北壁に位置する。煙道部は幅28㎝、長さ140㎝を測り、先端に向けて

下方に傾斜する。煙道先端部には平瓦が設置され、底部壁を構成する。燃焼部は壁ライン上にかかる

とみられ、掘り込みを伴う。カマド内から瓦が出土しているが、元位置を保っているものは少ないと

見られる。燃焼部奥壁に瓦が据えらている様子から、瓦は内壁を構成していたものとしておく。ま

た、燃焼部と煙道部の間で、壁ラインを外側に不整半楕円形に広げている部位が認められる。両袖付

け根外側に Pit を伴う。主柱穴は南側を SI-090a と兼ねて規則的に配置されている。Pit の深さは、

P1・2は不明、P3は43㎝、P4は不明、P5は25㎝、P6～11は不明である。周溝はカマドのある北壁と遺

構が重複する南壁で認められない。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土・粘土混じる 2、黒褐色土中に炭・焼土少し混じる 3、粘土多く含

む 4、暗褐色土中に焼土多く・粘土・炭・ローム混じる 5、暗褐色土中に炭多く・焼土・粘土混じる 6、

黒褐色土中に炭・焼土混じる 7、焼土中に粘土多く含む・灰褐色土中にローム混じる 8a、暗褐色土中

に粘土・ローム粒少量混じる 8b、暗褐色土中にローム・粘土・焼土混じる 8c、暗褐色土中にローム・

焼土・炭混じる 9、焼土 10、炭・粘土・焼土を若干含む

SI-090a・b一括　（Fig.137～139、PL.105・106・164・182・210・225・230）

出土遺物　1～9は土師器杯、10～13は土師器皿で、10は体部内面に墨書が認められるが、部分である

ため判読できない。13は床直上から出土している。14～16は土師器甕、17は須恵器杯、18・19は須恵

器甕で、18は床直上からの出土、20は灰釉陶器皿で、床直上からの出土、21は灰釉陶器壺、22は緑釉

陶器椀、23は平瓦、24は石製の紡錘車紡輪部で、上下の面に、刺突によるとみられる小剝離が多数認

められる。25～32は鉄製品で、25・26は刀子、27は釘、28・29は閂状製品、30は棒状の不明製品で、一

部湾曲するように加工されている。31は釘状を呈し、一部欠損し中央部で屈曲している。32は鍵で先

端部を欠損している。

SI-091　（Fig.140、PL.36～38・106）

遺構　SI-091は DU27に位置する。北東側で SI-090a と重複する。平面形は3.78ｍ×3.97ｍの方形を呈

する。遺構確認面における面積は（14.7）㎡、遺構確認面から床面までは0.32ｍを測る。主軸方位は

N-3.0°-E。カマドは北壁に位置するが、平面図が粘土範囲を示したものであるため詳細は不明。煙道

部は幅60㎝、長さ120㎝を測る。主柱穴は認められない。周溝は北東隅に認められず、カマド直下は

不明である。

出土遺物　1は土師器杯で床直上からの出土である。

SI-092　（Fig.141・142、PL.38・106・164・194・225・230）
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遺構　SI-092は DU46に位置する。西側で SK-094と重複する。平面形は3.23ｍ×3.81ｍでやや隅丸横長

の方形を呈する。遺構確認面における面積は（11.7）㎡、遺構確認面から床面までは0.09ｍを測る。主

軸方位は N-20.9°-E。カマドは北壁に位置するとみられる。煙道部は壁を外側に僅かに掘り広げた程

度で幅68㎝、長さ16㎝を測る。燃焼部は壁ラインより内側に位置するとみられる。主柱穴は認められ

ない。

出土遺物　1・2は土師器杯で、1は床直上からの出土、3は須恵器高杯、4は須恵器蓋、5は土師器甕

で、床直上からの出土、6・7は須恵器甕、8は支脚、9・10は磨石で、10は床直上からの出土、11・12は

鉄製品で、11は刀子、12は鑿である。

SI-093　a（Fig.143、PL.38・106・164・189）・b（Fig.143、PL.38・39）

遺構　SI-093a は DU90に位置する。南西側で SI-093b と、北側で SI-218と重複する。新旧関係は、本

遺構に対して SI-218が新しい。SI-093b に対しては新旧関係不明。平面形は（3.63）ｍ×（3.52）ｍのや

や歪んだ方形を呈する。遺構確認面における面積は（11.7）㎡、遺構確認面から床面までは0.10ｍを測

る。主軸方位は N-36.0°-E。カマドは北東壁に位置する。煙道部は先端部を SI-218に切られ不明だ

が、遺存長0.96ｍを測り、先端に向けて下方に傾斜する。燃焼部は不明。袖部付け根付近では、竪穴

掘削時に内側張り出す凸部を掘り残している可能性がある。主柱穴は認められない。周溝はカマド直

下以外全周する。

出土遺物　1は土師器杯で底部内面に九字切り状に線刻が認められる。2は高台付皿で、混じり込みと

見られる。3は土師器甕、4～6は須恵器杯である。

土層　カマド：1、暗褐色土中にローム粒混じる 2、黒褐色土 3、暗褐色土中にローム粒多く混じる

遺構　SI-093b は DU90に位置する。北東側で SI-093a と、南西側で SI-094と重複するが、新旧関係は

不明。平面形は重複範囲で不明瞭だが、（3.09）ｍ×（3.00）ｍの方形を呈するとみられる。遺構確認面

における面積は（9.6）㎡、遺構確認面から床面までは0.11ｍを測る。主軸方位は N-10.9°-E。カマドは

南西壁中央に平面プランが外側に膨らんだ部分があり、ここに位置するとみられる。主柱穴・周溝は

認められない。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-094　（Fig.144、PL.39・106）

遺構　SI-094は DU98に位置する。東側で SI-093b と重複するが、新旧関係は不明。平面形は3.54ｍ×

3.55ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は12.6㎡、遺構確認面から床面までは0.03ｍを測

る。主軸方位は N-101.0°-E。カマドは東壁に位置する。煙道部は幅38㎝、長さ124㎝を測り、先端に

向けて下方に傾斜し、先端部で Pit 状の掘り込みを伴う。燃焼部は壁ラインより内側に位置し、掘り

込みを伴う。片側の袖付け根部に Pit を伴う。主柱穴は認められない。周溝は、カマド直下から北東

隅にかけて以外全周する。

出土遺物　出土遺物は全て床直上からの出土である。1・2は土師器杯、3は土師器皿、4は土師器甕で

ある。

土層　カマド：1、暗褐色土中に黄褐色土・焼土少し混じる 2、暗褐色土中に焼土粒多く混じる 3、焼

土 4、暗褐色土中に焼土・ロームブロック混じる 5、黄暗褐色土・暗褐色土中に焼土粒・粘土粒少し混

じる 6、暗褐色土中にローム粒・焼土粒少し混じる 7、被熱により変質したローム 8、黒暗褐色土中
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Fig.138　SI-090出土遺物実測図
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にローム粒・焼土粒・粘土粒少し混じる

SI-095　a（Fig.145～147、PL.39・40・106・164・230）・b（Fig.145～147、PL.39・40・107・225）・c（Fig.145～

147、PL.39～41・164）・d（Fig.145・147、PL.39・107・164）・e（Fig.145・147、PL.39・107・164）

遺構　SI-095a は DU48に位置する。南側で SI-095b と重複する。新旧関係は、図面及び遺物相から、

本遺構が新しい。平面形は調腹部で不明瞭だが、（3.03）ｍ×（2.82）ｍの方形を呈するとみられる。遺

構確認面における面積は（8.4）㎡、遺構確認面から床面までは（0.20）ｍを測る。主軸方位は N-8.5°

-E。カマドは北壁に位置するが、遺存度は高くない。煙道部は幅54㎝、長さ50㎝を測り、先端に向け

て上方に上がっている。燃焼部は不明瞭だが、煙道部の様子から壁ラインの内側に位置するものとみ

られる。主柱穴・周溝は認められない。

出土遺物　1～6は土師器杯、7は土師器甕、8～10は須恵器甕、11は鉄釘である。

土層　カマド：1、粘土 2、暗褐色土中に粘土多く混じる 3、暗褐色土中に粘土・焼土粒混じる 4、粘

土 5a、粘土中に暗褐色土混じる 5b、暗褐色土中に粘土粒混じり堅く締まる 5c、ロームブロック中

Fig.139　SI-090出土遺物実測図
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に暗褐色土混じる 6、暗褐色土中にローム粒混じる 7、暗褐色土中に焼土多く・粘土細粒混じる 8、

暗褐色土中に焼土混じる 9a、ロームブロック 9b、ロームブロック主体で張り床。上層との間に粘

土・黒色土層がある 10、ロームブロック中に暗褐色土多く混じる 11、黒暗褐色土 12、黒色が強い暗

褐色土中にローム粒・粘土多く混じる 13、暗褐色土中に焼土・粘土粒多く混じる 14、暗褐色土中に粘

土粒・ローム粒少し混じる 15、黄暗褐色土 16、暗褐色土中に焼土多く混じる 17、暗褐色土中に焼土

混じる 18、焼土 19、暗褐色土中に焼土・ローム粒混じり、やや堅く締まる 20、暗褐色土中に粘土

粒・ローム粒混じる 21、黒暗褐色土中に粘土ブロック混じる 22、ローム粒 23、暗褐色土中に粘土

粒・ローム粒混じる 24、暗褐色土中にローム細粒混じる 25、暗褐色土中にローム粒混じる 26、暗褐

色土中にローム粒多く混じる 27、黄褐色土・暗褐色土少し混じる 28、粘土ブロック・ローム粒 29、

粘土・暗褐色土

SI-095a 一括　（Fig.147、PL.106・107・164・193）

出土遺物　1は土師器蓋で内面に螺旋状暗文及び黒色処理を施す。2は須恵器杯である。

遺構　SI-095b は DU48に位置する。北側で SI-095a と、東側で SI-095c と、南側で SI-095d と重複す

る。新旧関係は遺物相から重複する全ての遺構に対し、本遺構が古い。平面形は4.67ｍ×4.69ｍの方

形を呈する。遺構確認面における面積は21.3㎡、遺構確認面から床面までは0.31ｍを測る。主軸方位

は N-6.8°-E。カマドは北壁に位置し、煙道部は幅52㎝、長さ100㎝を測る。先端に向けて下方に傾斜

する。燃焼部は壁ラインの内側に位置し、掘り込みを伴う。袖付け根部に Pit を伴う。主柱穴は北西

部のものを欠くが、ほぼ規則的に配置される。Pit の深さは、P1は16㎝、P2は33㎝、P3は33㎝、P4は

59㎝、P5は27㎝、P6は21㎝を測る。周溝は明瞭にカマド直下以外で全周する。

出土遺物　1は土師器杯、2はカワラケ、3は土師器高台杯甕、4は土師器甕、5は須恵器杯、6は砥石で

ある。

土層　カマド：1、粘土 2、暗褐色土中に粘土多く混じる 3、暗褐色土中に粘土・焼土粒混じる 4、粘

土 5a、粘土中に暗褐色土混じる 5b、暗褐色土中に粘土粒混じり堅く締まる 5c、ロームブロック中

に暗褐色土混じる 6、暗褐色土中にローム粒混じる 7、暗褐色土中に焼土多く・粘土細粒混じる 8、

暗褐色土中に焼土混じる 9a、ロームブロック 9b、ロームブロック主体で張り床。上層との間に粘

土・黒色土層がある 10、ロームブロック中に暗褐色土多く混じる 11、黒暗褐色土 12、黒色が強い暗

褐色土中にローム粒・粘土多く混じる 13、暗褐色土中に焼土・粘土粒多く混じる 14、暗褐色土中に粘

土粒・ローム粒少し混じる 15、黄暗褐色土 16、暗褐色土中に焼土多く混じる 17、暗褐色土中に焼土

混じる 18、焼土 19、暗褐色土中に焼土・ローム粒混じり、やや堅く締まる 20、暗褐色土中に粘土

粒・ローム粒混じる 21、黒暗褐色土中に粘土ブロック混じる 22、ローム粒 23、暗褐色土中に粘土

粒・ローム粒混じる 24、暗褐色土中にローム細粒混じる 25、暗褐色土中にローム粒混じる 26、暗褐

色土中にローム粒多く混じる 27、黄褐色土・暗褐色土少し混じる 28、粘土ブロック・ローム粒 29、

粘土・暗褐色土

遺構　SI-095c は DU48に位置する。西側で SI-095b と重複し、本遺構が新しい。平面形は2.64ｍ×

（2.80）ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（9.7）㎡、遺構確認面から床面までは0.25ｍを測

る。主軸方位は N-7.5°-E。カマドは北壁の北東隅に寄って位置し、煙道部は認められない。燃焼部

は図化されていないが、壁ラインの内側に位置すると見られる。主柱穴は認められない。周溝はカマ



‒ 179 ‒

SI-091

1

0 2m
（ 1 ／ 80 ）

0 1m
（ 1 ／ 40 ）

Ｆ’
Ｆ

Ｅ’Ｅ

Ｄ’Ｄ

Ｃ
’

Ｃ

Ｂ’
Ｂ

Ａ
’

Ａ

Ｇ
’

Ｇ

Ｆ’Ｆ

Ｅ’

Ｅ

Ｄ’
Ｄ

Ｃ
’

Ｃ

Ｂ
’

Ｂ

Ａ
’

Ａ

Ｇ
’

Ｇ

DU-27

2

2
7

10

7

6

54

3

2
1

8a

8b 8c

焼土 粘土

9

090ab一括-18

090ab一括-12

090ab一括-13

090ab一括-20

09
0a
b一
括
-1
8

09
0a
b一
括
-1
3

09
0a
b一
括
-2
0

28

1

1

P1

P2

P3 P4

P5
P6

P7

P8

P9

P10 P11

SI-090b

SI-091
SI-090bカマド

Fig.140　SI-090・091遺構・出土遺物実測図



‒ 180 ‒

Fig.141　SI-092遺構・出土遺物実測図
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Fig.142　SI-092出土遺物実測図
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Fig.143　SI-093遺構・出土遺物実測図
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Fig.144　SI-094遺構・出土遺物実測図
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ド直下と南壁及び重複範囲である西壁で認められない。

出土遺物　1は土師器杯、2は須恵器杯である。

土層　カマド：1、黒褐色土 2、暗褐色土中に焼土・粘土多く含む 3、粘土 4、黒褐色土中に焼土・粘土

やや多く混じる 5、黒褐色土中に焼土粒・粘土混じる 6、焼土・暗褐色土 7、黄褐色土中に暗褐色土混

じる 8、暗褐色土中に焼土粒少し混じる 9、粘土・暗褐色土

遺構　SI-095d は DU58に位置する。北側で SI-095b と、西側で SI-095e と、東側で SI-225と重複す

る。新旧関係は、SI-095b に対して新しく、他の遺構に対しては古い。平面形は（3.74）ｍ×（3.79）ｍ

の方形を呈する。遺構確認面における面積は（14.1）㎡、遺構確認面から床面までは0.15ｍを測る。主

軸方位は N-3.0°-E。カマド・周溝は認められない。

出土遺物　1は土師器杯、2・3はカワラケである。

遺構　SI-095e は DU58に位置する。北東側で SI-095d と重複し、新旧関係は本遺構が新しい。平面形

は3.88ｍ×3.51ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（12.1）㎡、遺構確認面から床面までは

0.11ｍを測る。主軸方位は N-5.5°-E。カマド・周溝はは認められない。

出土遺物　1は土師器皿、2は土師器甕、3は土師器椀で内面に黒色処理を施す。

SI-096　（PL.41・237）附章参照

遺構　SI-096は FV14に位置する。遺構図が無いため詳細は不明である。遺構確認面における面積は

20.2㎡。

出土遺物　鉄滓が出土している。

SI-097　（Fig.148、PL.41・107・225）

遺構　SI-097は DU33に位置する。南西側で SK-95と重複する。平面形は3.51ｍ×3.65ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は（12.8）㎡、遺構確認面から床面までは0.12ｍを測る。主軸方位は

N-26.8°-E。カマドは北西壁に位置する。煙道部は幅120㎝、長さ38㎝を測り、壁を半楕円形に掘り込

んでいる。燃焼部は図化されていないため不明だが、内壁として設置されたとみられる平瓦の位置か

ら、壁ラインに上に位置するものとみられる。主柱穴は南東壁側に2箇所認められる。Pit の深さは、

P1は30㎝、P2は17㎝、P3は29㎝、P4は18㎝、P5は18㎝、P6は15㎝、P7は23㎝を測る。周溝は伴う

が、カマド直下と、北東隅で認められない。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1・2は床直上からの出土、4は須恵器杯、5は砥石、6は磨石で、床直上

からの出土である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土粒混じる 2、粘土 3a、暗褐色土中にローム細粒少し混じ

る 3b、暗褐色土中に焼土粒・粘土少し混じる 3c、暗褐色土中にローム粒混じる 3d、ロームブロッ

ク 4、黄色が強い暗褐色土

SI-098　（Fig.149・150、PL.41・107・164・182・190・211）

遺構　SI-098は EU93に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.61ｍ×3.86ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は13.6㎡、遺構確認面から床面までは0.24ｍを測る。主軸方位は N-29.9°-E。

カマドは北東壁に位置する。煙道部は幅30㎝、長さ118㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜する。ま

た、煙道部は先端で Pit 状の掘り込みを伴うが、やや傾斜するテラス状の段が回っている。燃焼部は

壁ライン上にかかって位置し、掘り込みを伴う。平面形では、燃焼部から煙道への変換点で一度幅を
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狭め、煙道部に入ると再びその幅を広げていることが特徴的である。主柱穴は認められない。周溝は

カマド直下を除いて全周する。

出土遺物　1は土師器杯で内面に黒色処理を施し、底部外面に墨書「大」もしくは「太」が認められる。2

は土師器椀で内面に黒色処理を施し、底部内面に線刻が外面にヘラガキが認められる。3・4は土師器

杯、5は土師器高台付杯、6・8は土師器大形杯、7は土師器皿、9は土師器甕、10は須恵器杯、11は須恵

器甕、12は灰釉陶器壺、13は灰釉陶器椀、14は平瓦である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土含む 2、焼土火床 3、灰・焼土 4、灰・粘土 5、粘土 6、褐色土・

暗褐色土中に粘土混じる（セクション E-E’ において） 7、焼土 8、炭

SI-099　（Fig.151、PL.107・165・230・237）

遺構　SI-099は CV20に位置する。西側ピット群と重複する。平面形は2.92ｍ×3.44ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は10.0㎡、遺構確認面から床面までは0.08ｍを測る。主軸方位は N-25.0°

-E。カマドは北壁に中央に位置する。明瞭な煙道部は認められず、外側に僅かに広げた部位を持つ。

燃焼部は図化されていないが、粘土範囲から、壁面ライン上に一部重なる位置にあるとみられ、掘り

込みを伴う。袖部付け根部に Pit を伴う。Pit の深さは、P1は30㎝、P2は16㎝、P3は29㎝、P4は6㎝、

P5は不明、P6は13㎝、P7は23㎝、P8・9は不明であるが、西側ピット群の重複状況と遺物から、その

ほとんどは本遺構には伴わないとみられる。周溝はカマド直下と南東部隅付近以外で認められる。

出土遺物　1・2はカワラケ皿で、1は床直上からの出土、3は土師器台付甕、4～6は鉄釘である。

土層　カマド：1、暗褐色土中にローム少し混じる 2、焼土粒・暗褐色土 3、暗褐色土中に焼土少し混

じる 4、焼けたロームブロック中に暗褐色土混じる

SI-100　a（Fig.152、PL.107・230）・b（Fig.152）

遺構　SI-100a は DT60に位置する。南側で SI-100b・101と重複する。平面形は南側で部分的に壁が認

められないが、3.30ｍ×3.14ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（10.6）㎡、遺構確認面か

ら床面までは0.08ｍを測る。主軸方位は N-20.0°-E。カマドは北壁の西隅寄りに位置し、明瞭な煙道

部は認められず、壁を外側に幅108㎝、長さ22㎝で掘り広げている。燃焼部は壁ライン上に位置し、

僅かな掘り込みを伴う。主柱穴は認められない。Pit の帰属及び深さは不明である。周溝は認められ

ない。

出土遺物　1・2は須恵器杯で、何れも床直上からの出土、3・4は鉄製品で、3は板状の鋳造製品とみら

れる。4は紡錘車の軸部である。

土層　カマド：1a、黄褐色土・暗褐色土 1b、暗褐色土中にローム粒少し混じる 2a、暗褐色土中に粘

土粒混じる 2b、暗褐色土中に焼土粒大混じる 3a、粘土 3b、粘土中に暗褐色土・ローム粒多く混じ

る 4、焼けたローム

遺構　SI-100b は DT60に位置する。東側で SI-102と、北側で SI-100a と、南側で SI-101と重複する。

平面形は北東隅の壁が遺存するのみであり、不明瞭であるが、（3.54）ｍ程度の方形を呈すると想定す

る。遺構確認面から床面までは0.01ｍを測る。主軸方位は N-21.8°-E。カマドは不明瞭、主柱穴は認

められない。Pit の帰属は不明である。周溝は北東隅で遺存する。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-101　（Fig.152）
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遺構　SI-101は DT60に位置する。北東側で SI-100b と重複する。本遺構は南壁のみの遺存であるた

め、平面形は方形を呈するとみられるが、詳細は不明。遺構確認面から床面までは0.05ｍを測る。周

溝は伴うが一部の遺存である。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-102　（Fig.152・153、PL.41・107・165・230）

遺構　SI-102は DT60に位置する。西側で SI-100b と、東側で SI-223に重複する。平面形は3.31ｍ×

4.27ｍの主軸に対し横が長い方形を呈する。遺構確認面における面積は（14.0）㎡、遺構確認面から床

面までは0.16ｍを測る。主軸方位は N-25.0°-E。カマドは北壁中央に位置するとみられるが、現場所

見では断定していない。粘土範囲を図化しているのみで、詳細は不明。主柱穴は不明確。Pit の深さ

は、P1は48㎝、P2は13㎝、P3は33㎝、P4は18㎝、P5は2㎝、P6は21㎝、P7は36㎝、P8は19㎝、P9は

22㎝、P10～ P15は不明である。周溝はカマド西側から東南隅まで認められる。

出土遺物　1は土師器甕、2は灰釉陶器椀、3は鉄製刀子である。

SI-103　（Fig.154・155、PL.42・107・108・165・182）

遺構　SI-103は EY75に位置する。南西側で SI-104と重複する。平面形は4.14ｍ×3.52ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は（14.5）㎡、遺構確認面から床面までは32㎝を測る。主軸方位は

N-38.0°-E。カマドは北壁やや北東隅寄りに位置する。明確な煙道部は認められない。燃焼部は壁ラ

インの内側に位置するとみられる。袖付け根部に Pit を伴う。主柱穴は認められない。貯蔵穴とみら

れる Pit が北東隅に位置する。周溝は重複部分とカマド直下を除き全周するとみられる。

出土遺物　1・3は土師器杯で、2は須恵器で、体部外面に墨書「可」が正位で認められ、3は内面に黒色

処理を施す。4は土師器皿で、カマド内から出土、5は須恵器杯、6～8は土師器甕、9は須恵器甕、10

は紡錘車の土製紡輪部である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に若干焼土粒混じる 2、薄い焼土 3、粘土

SI-104　（Fig.154・155、PL.42・108・230）

遺構　SI-104は EY74に位置する。北東側で SI-103と重複し、南西側で撹乱を受ける。平面形は3.60㎝

×3.34㎝の方形を呈する。遺構確認面における面積は（11.8）㎡、遺構確認面から床面までは42㎝を測

る。主軸方位は N-32.5°-E。カマド・主柱穴は認められない。周溝は重複・撹乱範囲以外全周する。

出土遺物　1～4は土師器杯、5は鉄釘である。

SI-103･104一括　（Fig.155、PL.108）

出土遺物　1は土師器杯である。

SI-105　（Fig.156、PL.42・225・230）附章参照

遺構　SI-105は EY63に位置する。北東側で SI-226と重複する。遺構図が無く、概略図の観察となる

ため、詳細は不明。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は6.9㎡。カマドは遺構の重複

により不明、主柱穴・周溝も不明である。

出土遺物　1は紡錘車の石製紡輪部、2は鉄製刀子である。

SI-106　（Fig.156、PL.42・43・108・165・237）附章参照

遺構　SI-106は EY53に位置する。北側で別遺構と重複するが、遺構図が無く、概略図の観察となる

ため、詳細は不明。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は（9.8）㎡。カマドは南東壁に
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Fig.146　SI-095遺構・出土遺物実測図
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Fig.147　SI-095出土遺物実測図
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Fig.148　SI-097遺構・出土遺物実測図
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Fig.149　SI-098遺構・出土遺物実測図
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位置する。主柱穴は不明、周溝は全周するとみられる。

出土遺物　1～4は土師器皿で、他に鉄塊系遺物と炉壁とみられる遺物が出土している。

SI-107　（Fig.156、PL.43・108・165・230）

遺構　SI-107は EY62に位置する。遺構の重複は無い。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳

細は不明。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は7.9㎡。カマドは北東壁に位置する。

主柱穴は不明で、周溝は重複範囲以外全周する。

出土遺物　1～5は土師器杯、6は土師器椀、7・8は土師器甕、9は灰釉陶器壺、10～12は鉄製品で、10

は紡錘車、11は閂状製品、12は曲刃鎌である。

SI-108　（Fig.157・158、PL.43・108・109・165・190・230）附章参照

遺構　SI-108は FX89に位置する。南東側で SI-109と重複する。遺構図が無く、概略図の観察となる

ため、詳細は不明。平面形は方形を呈する。カマドは東壁の南隅寄りに位置するとみられる。主柱穴

は不明で、周溝は全周するとみられる。

出土遺物　1は土師器大形杯、2～7は土師器杯、8・9は土師器皿で、9の底部内外面には線刻「×」が認

められる。10～13は土師器甕、14・15は須恵器甕、16は須恵器甑、17は須恵器鉢、18は灰釉陶器水

瓶、19は胎土に砂質を多く含むことから、坩堝としておく。使用痕は認められないが、口縁部外面で

縦に2本の筋が付く。20・21は土師器杯の転用とりべとみられ、内面に溶解・発砲した付着物が認めら

れる。22～26は鉄製品で、22は紡錘車、23は刀子、24～26は釘である。

SI-109　（Fig.158、PL.43・109）附章参照

遺構　SI-109は FX90に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。平面形は

方形を呈する。遺構確認面における面積は（9.5）㎡。カマドは東壁の南東隅付近に位置するとみられ

る。主柱穴・周溝は不明である。

出土遺物　1は土師器高台付杯である。

SI-110　（Fig.159・160、PL.44・109・165・182・183・230・237）

遺構　SI-110は EY01に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.96ｍ×4.56ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は17.3㎡、遺構確認面から床面までは0.2ｍを測る。主軸方位は N-83.5°-E。カマ

ドは東壁に位置し、明確な煙道部は認められず、幅86㎝、長さ30㎝の方形に壁を外側に掘り込んでい

る。燃焼部は図化されていないが、一部壁ライン上に位置するとみられる。壁ラインの外側に僅かな

掘り込みを伴う。主柱穴は認められない。周溝はカマド直下から南側以外は回るとみられる。遺構南

側に一段低い面を有するが、掘り形が図化されていると理解した。

出土遺物　1～3・5・6・8～10は土師器杯で、1は内外面が黒色を呈し、6は底部内面に墨書文字が認めら

れるが判読できない。8は底部外面に墨書「福ヵ」が認められ、9は底部外面に墨書文字が認められる

が、一部であるため判読できない。10は体部外面に墨書が認められるが判読できない。4は土師器

椀、7は須恵器甕、11は原始灰釉長頸壺、12～15は鉄製品で、12は鎌とみられ、13は不明製品、14は

釘、15は鉄鏃である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に若干ローム粒混じる 2、暗褐色土中に焼土・粘土・炭化物混じる 3、粘

土

SI-111　（Fig.161、PL.44・109・190）附章参照
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遺構　SI-111は EX19に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。遺構の重

複は無い。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は6.5㎡。カマドは南東壁中央に位置す

る。主柱穴は認められない。周溝はカマド直下が不明だが、それ以外は回る。

出土遺物　1・2・4・5は土師器杯で、1は底部内面にヘラガキ「得万」が縦書きで認められる。3は灰釉陶

器椀である。

SI-112　（Fig.161・162、PL.44・109・110・165・230）附章参照

遺構　SI-112は EX17に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。遺構の重

複は無い。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は12.2㎡。カマドは北壁中央に位置す

る。主柱穴は不規則な位置に配されているとみられる。周溝はカマド直下が不明だが、それ以外は回

る。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1は内面に暗褐色の付着物が認められる。4・5は土師器甕、6・7は須恵

器杯、8は須恵器椀、9は須恵器甕、10・12は須恵器甑、11は須恵器甕の転用硯、13～16は鉄製品で、

13は刀子、14は棒状不明品、15は釘、16は不明製品で、鎹が変形したような形状を呈する。

SI-113　（Fig.163～165、PL.44・45・110・165・166・230）

遺構　SI-113は EX05に位置する。西側で SI-114と近接する。平面形は4.12ｍ×3.90ｍの方形を呈す

る。遺構確認面から床面までは0.66ｍを測る。主軸方位は N-12.5°-W。カマドは北壁中央に位置す

る。煙道部は幅86㎝、長さ158㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜する。先端部は Pit 状の掘り込み

を伴う。煙道部両側及び奥壁の外周をテラス状の段が回っている。燃焼部は図化されていないが、壁

ラインの内側に位置するものとみられる。主柱穴は認められない。周溝は北壁以外は回っている。

出土遺物　1は土師器蓋、2・3は土師器大形杯で、2は内側に黒色処理を施す。3は底部を高台状に造り

出している。4は須恵器蓋、5～10は須恵器杯、11・12は土師器椀で、12は内面に黒色処理を施す。13

は土師器台付甕、14～17は土師器小皿、18・19・21は土師器甕、20・22・24須恵器甑、23は緑釉陶器椀、

25は須恵器甕の転用硯、26は須恵器甕、27～30は鉄製品で27は紡錘車、28は刀子、29・30は曲刃鎌で

SI-102
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Fig.153　SI-102出土遺物実測図
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ある。11・12・14～17は周辺の状況から、竪穴内に時期の下る別遺構が存在し、その遺構に帰属する遺

物と判断する。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土・粘土・炭化物含む 2、焼土中に暗褐色土・焼土・炭化物含む 3、粘

土 4、焼土・粘土中にスス含む 5、暗褐色土中に焼土・灰混じる 6、ロームブロック・暗褐色土

SI-114　（Fig.166、PL.45・110・111・166・194・230・237）附章参照

遺構　SI-114は EX13に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。遺構の重

複は無い。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は（25.0）㎡。カマドは東壁の南東隅に

寄って位置する。主柱穴・周溝は不明である。

出土遺物　1・2は土師器杯、3は土師器椀を転用した紡錘車の紡輪部、4・5は土師器椀で、4･5は内面に

黒色処理を施す。6～10は土師器小皿、11は須恵器甕、12は須恵器甕の転用硯、13は緑釉陶器椀、14

は鉄釘である。

SI-115　a（Fig.166、PL.45・111・166・237）・b（PL.45）附章参照

遺構　SI-115a は EX25に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。南西側で

SI-115b と重複する。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は12.2㎡。カマドは北東壁中

央に位置する。主柱穴は認められない。周溝はカマド直下が不明だが、それ以外は回っているとみら

れる。

出土遺物　1は土師器椀、2は土師器小皿、3は灰釉陶器椀で、他に椀形滓・流状滓などの鉄滓が出土し

ている。

遺構　SI-115b は EX25に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。北東側で

SI-115a と重複する。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は（17.6）㎡。カマド・主柱穴・

周溝は不明である。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-116　（Fig.166、PL.111・237）附章参照

遺構　SI-116は EX41に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。遺構の重

複は無い。平面形は不整隅丸方形を呈する。遺構確認面における面積は6.9㎡。カマド・主柱穴・周溝

は不明である。

出土遺物　1は土師器杯、2は土師器小皿で、他に小型の椀形滓が出土している。

SI-117　（Fig.167、PL.45・111・166・183・194・230・237）附章参照

遺構　SI-117は FX73に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。北・南側で

土坑との重複が認められる。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は（13.6）㎡。カマドは

北壁中央に位置する。主柱穴は不明、周溝はカマド直下が不明だが、それ以外は回っている。

出土遺物　1～8は土師器杯で、1は底部外面に墨書「金ヵ安」が縦書きで認められ、内面には漆とみら

れる黒褐色部位が認められ、皮膜状を呈する。2は底部外面に墨書が認められるが判読できない。3は

底部外面に墨書「平ヵ」が認められる。9は土師器大形杯、10は土師器足高高台付杯、11は土師器小形

椀、12は土師器皿、13は土師器柱状高台皿、14は土師器小皿、15は土師器甕、16は土錘、17・18は鉄

製品、17は板状不明品で鋳造とみられる。18は鉄鏃で、他に小形の椀形滓が出土している。

SI-118　a（Fig.168・169、PL.45・111・166・183・190・225・230）・b（Fig.169・170、PL.45・112・166・183・225・
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Fig.154　SI-103・104遺構・出土遺物実測図
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Fig.155　SI-103・104出土遺物実測図

5は 1 ／ 2

10は 1 ／ 2

SI-104

SI-103・104一括

9

1

1 5

2 3

4

10



‒ 200 ‒

SI-105

SI-106

SI-107

1

1

1

2

2

2

3

3

4

4 5

6

7

8

9

10

11

12

Fig.156　SI-105～107出土遺物実測図



‒ 201 ‒

SI-108

1

2

3
4 5

6
7

8

9

10

11

12

13

14

Fig.157　SI-108出土遺物実測図



‒ 202 ‒

20、21は 1 ／ 2

SI-109

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

1

Fig.158　SI-108・109出土遺物実測図



‒ 203 ‒

SI-110

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

0 2m
（ 1 ／ 80 ）

0 1m
（ 1 ／ 40 ）

Ｄ
’

Ｄ

Ｃ’

Ｂ
’

Ｂ

Ａ’

Ｄ
’

Ｄ

Ｃ’Ｃ

Ａ’

Ａ

Ｂ
’

Ｂ

Ｃ 32.000

Ａ 32.200

EY
-1
2

13

2

1
3

2

3

SI-110

SI-110カマド

Fig.159　SI-110遺構・出土遺物実測図



‒ 204 ‒

230・237）附章参照

遺構　SI-118a は FX83に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。北西側で

SI-118b と重複する。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は（19.6）㎡。カマドは北壁中

央に位置し、主柱穴は規則に配置されており、周溝はカマド直下が不明だが、それ以外は回っている

とみられる。

出土遺物　1～6は土師器杯で、1は底部外面に墨書「海ヵ」が認められる。2・3は大形杯、6は黒色部位

が認められる。7・8は土師器椀で、7は底部外面に線刻文字が認められるが判読できず、内面には黒色

処理が施される。8は内面に黒色処理が認められる。9は土師器小皿、10は土師器高台付皿、11は土師

器皿、12は土師器甕、13・14は須恵器甕、15は金床石か、16は磨石、17・18は鉄製品で、17は紡錘車の

紡輪部、18は湾曲した板状を呈し、器物の可能性がある。

遺構　SI-118b は FX83に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。南東側で

SI-118a と、南西側で土坑と重複する。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は12.1㎡。

カマドは北東壁中央に位置するとみられる。主柱穴・周溝は不明である。

出土遺物　1～3は土師器杯で1は体部外面に墨書「信」が正位で認められる。4・5・7・8は土師器椀で、全

て内面に黒色処理が施されている。6はミニチュア土器、9は土師器皿、10は土師器甕、11・13は須恵

器甕、12は須恵器椀の転用硯、14は磨石、15～17は鉄製品で、15・17は棒状不明品、16は釘である

が、16は出土位置から、重複する別遺構に帰属する可能性が高い。

SI-119　（Fig.171・172、PL.45・46・112・166・225）

遺構　SI-119は FX92に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.85ｍ×3.02ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は9.5㎡、遺構確認面から床面までは36㎝を測る。主軸方位は N-15.5°-E。カマ

ドは北壁に位置する。煙道部は幅26㎝、長さ94㎝を測り、先端に向けて水平に伸びる。燃焼部は図化

されていないが壁ラインに一部のる位置にあるとみられ、掘り込みはほとんど認められない。貯蔵穴

とみられる Pit が南西部隅に位置する。主柱穴は2箇所認められるが、明確ではない。周溝はカマド
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Fig.160　SI-110遺構・出土遺物実測図
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Fig.161　SI-111・112出土遺物実測図
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のある北面以外に回っている。

出土遺物　1･2･4～9は土師器杯、3は須恵器杯、10は土師器大形杯、11・12は土師器小皿、13は土師器

台付甕、14・16は土師器甕、15・17・18は須恵器甕の転用硯で、19～21は砥石である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に若干ソフトローム粒混じる 2、暗褐色土中に焼土・粘土混じる 3、焼

土 4、焼土

SI-120　（Fig.173、PL.46・112・113・166・225・231・237）附章参照

遺構　SI-120は EX11に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。遺構の重

複は無い。平面形は方形を呈する。カマドは北壁中央に位置する。主柱穴は不明、周溝はカマド直下

が不明だが、それ以外は回っているとみられる。

出土遺物　1は土師器大形杯、2～10は土師器杯、11～13は土師器椀で、全て内面に黒色処理を施す。

14～17は土師器小皿、18は土師器甕、19は須恵器甕、20は凹石、21～23は鉄製品で、鋲の頭部状の製

品、22は刀子か、23は鉄鏃である。

SI-121　（Fig.173、PL.113）附章参照

遺構　SI-121は EX54に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。遺構の重

複は無い。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は10.6㎡。カマド・主柱穴・周溝は不明で

ある。

出土遺物　1は須恵器瓶類である。

SI-122　（Fig.174、PL.46・113・167・194・231）

遺構　SI-122は FW38に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.51ｍ×2.91ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は9.8㎡、遺構確認面から床面までは0.09ｍを測る。床面はソフトローム上にあ

る。主軸方位は N-29.0°-E。カマド・粘土範囲及び焼土範囲は認められるが、カマド・炉は伴わない。

貯蔵穴とみられる Pit が東隅に位置する。主柱穴は認められず、Pit の深さは、P1は56㎝、P2は51㎝、

P3は32㎝、P4は31㎝、P5は11㎝、P6は51㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器椀で内面に黒色処理を施す。2・3は土師器小皿で共に床直上からの出土、4はミ

ニチュア土器で床直上からの出土、5は土錘で床直上からの出土、6～9は鉄製品で、6は刀子で床直上

からの出土、7は鑿で床直上からの出土、8は板状の不明品、9は鉄鏃である。

SI-123　（Fig.175、PL.46・113・231）

遺構　SI-123は FW46に位置する。遺構の重複は無い。平面形は4.32ｍ×3.28ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は13.6㎡、遺構確認面から床面までは0.19ｍを測る。主軸方位は N-39.0°-E。カ

マド・炉・主柱穴は認められない。床の硬化面は南西側のソフトローム上に認められるのみで、他は判

然としない。床面には少量の焼土粒・炭化物が認められる。Pit の深さは、P1は18㎝、P2は20㎝を測

る。周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器杯で床直上からの出土、2～8は土師器小皿で、4・6～8は床直上からの出土、9は

鎹状の鉄製品である。

SI-124　（Fig.176、PL.46・47・113・225・231）

遺構　SI-124は FW55に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.55ｍ×1.85ｍの長方形を呈する。現

場所見では、建替えや、拡張の痕跡は認められない。遺構確認面における面積は6.4㎡、遺構確認面
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から床面までは0.12ｍを測る。床面はソフトローム上にあり、竪穴中央部以外は硬化していない。主

軸方位は N-20.0°-E。カマドは北東壁に位置する。粘土範囲のみ図化されているため、詳細は不明。

主柱穴は認められない。Pit の深さは、P1は18㎝を測る。Pit は本遺構後に掘られたものではないか

との所見があるが、セクション図等の根拠が認められない。周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器杯で内面に黒色処理を施し、床直上からの出土。2は磨石、3は鉄製刀子で床直

上からの出土である。

SI-125　（Fig.177、PL.47・113・167）

遺構　SI-125は FW75に位置する。遺構の重複は無い。平面形は2.64ｍ×2.85ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は7.3㎡、遺構確認面から床面までは0.12ｍを測る。主軸方位は N-29.8°-E。カマ

ドは北東壁に位置する。明確な煙道部は認められない。燃焼部も図化されていないが、壁ラインより

内側に位置するものとみられ、掘り込みを伴う。主柱穴は認められない。床面はソフトローム上にあ

り、竪穴中央部以外は硬化していない。周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器杯、2は須恵器壺で共に床直上からの出土である。

SI-126　（Fig.178～181、PL.47・113・114・167・190・194・209・211・231）

遺構　SI-126は FW95に位置する。南側で SI-127と重複する。新旧関係は不明。平面形は2.97ｍ×2.97

ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は8.6㎡、遺構確認面から床面までは0.29ｍを測る。主軸

方位は N-32.9°-E。カマドは北東壁の中央に位置する。煙道部は幅62㎝、長さ98㎝を測り、先端に向

けて下方に傾斜する。西側にテラス状の段を有し、カマド付け替えの可能性もあるが不明確である。

燃焼部は壁ラインより内側に位置し、内壁に平瓦が立てて設置されている。袖付け根部に Pit を伴

う。主柱穴は認められない。Pit の深さは、P1は14㎝、P2は16㎝、P3は18㎝を測る。周溝はカマド直

下から西側壁以外は回っている。

出土遺物　1～9土師器杯で、2は内面に黒色処理が施され、3は底部外面に線刻の五芒星が認められ、

内面に黒色処理を施す。10～12は土師器甕、13・16は須恵器甕、14・15は須恵器甑、17は土錘、18・19

は軒平瓦、20～22は鉄製曲刃鎌である。

土層　カマド：1、ロームブロック・暗褐色土 2、焼土 3、粘土 4、粘土 5、粘土

SI-127　（Fig.178・181・182、PL.47・114・167・183・210）

遺構　SI-127は FW95に位置する。北側で SI-126と重複する。新旧関係は不明。平面形は3.60ｍ×3.49

ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（12.4）㎡、遺構確認面から床面までは0.27ｍを測る。

主軸方位は N-19.0°-E。カマドは南東壁の南隅に寄って位置する。煙道部は幅48㎝、長さ152㎝を測

り、先端に向けて水平に伸び、中央部で段を有する。天井部には平瓦を設置している。燃焼部壁ライ

ンの内側に位置し、掘り込みを伴う。北側隅に貯蔵穴とみられる Pit が認められる。主柱穴は認めら

れない。周溝はカマド直下から南隅にかけて以外に回っている。

出土遺物　1・2・4～6・8は土師器杯で、3は土師器皿で底部外面に墨書で文字が認められるが、判読で

きない。7は土師器小皿、9は土師器甕、10は須恵器甕、11は平瓦である。

土層　カマド：1、暗褐色土・粘土 2、黒褐色土中に若干粘土・スス混じり締まらない 3、焼土 4、焼

土・炭・暗褐色土 5、焼土締まらない 6、粘土

SI-128　（Fig.183～192、PL.47・48・114～116・167・183・190・211～214・231･237）
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遺構　SI-128は FW82に位置する。遺構の重複は無い。平面形は4.27ｍ×4.30ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は16.7㎡、遺構確認面から床面までは0.62ｍを測る。主軸方位は N-9.8°-E。カマ

ドは北壁中央に位置する。煙道部は幅38㎝、長さ78㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜する。燃焼部

寄りには壁材として平瓦を立てて設置している。燃焼部の範囲は図化されておらず不明瞭だが、壁ラ

インより内側に位置すると思われる。内壁に平瓦を立てて設置している。袖付け根部の外側に Pit を

伴う。貯蔵穴は認められない。主柱穴はやや不規則に配置されている。また、竪穴の四隅にも Pit が

認められ、特異な配置が認められる。Pit の深さは、P1は不明、P2は48㎝、P3は52㎝、P4は50㎝、P5

は不明、P6は不明、P7は23㎝、P8は22㎝を測り、P9・10は不明である。周溝はカマド直下以外回って

いる。北東部と南東部の床直上に焼土範囲が認められる。

出土遺物　1・3～37は土師器杯で、1は底部外面に墨書「益」が認められる。2は土師器高台付皿で体部

外面に墨書「井」が正位で認められる。3は、底部外面に線刻「 」が、5は底部外面に線刻「×」が認めら

れ、4は底部外面に線刻「×」が認められ、6も一部の遺存だが、同様に線刻「×」であるとみられる。7

は底部内面に墨書「興ヵ」が認められる。38～41は土師器大形杯、42は土師器椀で内面に黒色処理が施

されている。43～45は土師器皿で、45は底部外面に一本線状の線刻が認められる。46は土師器高台付

皿、47～54は土師器甕、55は土師器高盤、56～58は須恵器杯で58は底部外面に線刻「 」が認められ

る。59～62は須恵器甕、63・65は灰釉陶器椀で、60・65は底部外面にヘラガキ「－」が認められ、64は灰

釉陶器皿、66は灰釉陶器段皿、67は灰釉陶器壺、68は灰釉陶器小壺、69は支脚、70は羽口、71～73・

76は平瓦、74・75・77は行基造りの丸瓦、78～86は鉄製品で、78は刀装具、79は鉸具、80～82は釘とみ

られ、83～85は刀子、86は鉄鏃である。

土層　カマド：1、暗褐色土 2、暗褐色土中にロームブロック混じる 3、ロームブロック・暗褐色

土 4、粘土 5、焼土 6、灰 7、ロームブロック・暗褐色土・焼土・灰

SI-129　（Fig.193、PL.48・116・231・237）

遺構　SI-129は EW22に位置する。遺構の重複は無い。北西側で撹乱を受ける。平面形は2.39ｍ×2.37

ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（5.7）㎡、遺構確認面から床面までは0.25ｍを測る。主

軸方位は N-6.5°-E。カマドは北壁に位置する。明瞭な煙道部は認められず、壁を幅72㎝、長さ18㎝

で半楕円形に掘り込んでいる。奥壁付近に Pit が伴い、煙出しの設備に関係するものであろうか。燃

焼部は図化されていないため不明確だが、壁ラインに一部のって位置するとみられる。貯蔵穴・主柱

穴は認められない。Pit の深さは、P1は12㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1は土師器椀で内面と口縁部外面に黒色処理を施す。2・3は土師器杯で、3は床直上から出

土している。4は土師器甕、5・6は鉄釘で、他に小形椀形滓が出土している。

土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土粒少し混じる 2、焼土・灰・暗褐色土 3、粘土 4、黒褐色土良く締

まる

SI-130　（Fig.193・194、PL.48・49・117・167・231）

遺構　SI-130は EW33に位置する。遺構の重複は無い。平面形は2.65ｍ×2.94ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は7.7㎡、遺構確認面から床面までは0.11ｍを測る。主軸方位は N-15.5°-E。カマ

ドは北壁のやや北東隅寄りに位置する。煙道部は幅72㎝、長さ54㎝を測り、先端に向けて水平に伸び

る。先端部に Pit 状の掘り込みを伴う。燃焼部は一部壁ラインにかかって位置し、僅かに掘り込みを
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伴う。貯蔵穴・主柱穴は認められない。Pit の深さは、P1は12㎝、P2は35㎝を測る。周溝は伴わない。

出土遺物　1～7は土師器杯で、1は内面と口縁部外面に黒色処理を施す。8は土師器椀、9は須恵器

甕、10は灰釉陶器手付瓶、11は鉄製刀子である。

土層　カマド：1、黒褐色土中に粘土粒混じる 2、黒褐色土、焼土中に灰含む 3、黄褐色土中に部分的

に焼土含む 4、黒褐色土中にローム粒少し混じる 5、焼土 6a、粘土 6b、黒褐色土中に焼土混じ

る 6c、褐色土 7、暗褐色土中に若干粘土含む

SI-131　（Fig.195～197、PL.49・117・167・183・188・194・213・231）

遺構　SI-131は EW45に位置する。南東側で SI-132と重複する。新旧関係は不明。

平面形は4.34ｍ×3.98ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は16.7㎡、遺構確認面から床面ま

では0.37ｍを測る。主軸方位は N-15.0°-E。カマドは北壁中央に位置する。煙道部は幅50㎝、長さ64

㎝を測り、先端に向けて緩やかに登り、先端部で Pit 状の落ち込みに向けて下方に傾斜する。側壁に

はスサと粘土が混じった焼土が検出されており、壁の補強材とみられる。また、須恵器甕の破片が煙

道内に散在していることから、壁材として使用した可能性がある。燃焼部は壁ラインの外側に位置

し、煙道部との間は半楕円形に壁を掘り込んでいる。奥壁には粘土を貼り付けた部位が左右対称に認

められる。燃焼部は掘り込みを伴う。貯蔵穴とみられる Pit は北東隅に位置する。主柱穴は認められ

ないが、周溝を掘り込む形で壁沿いに Pit が配置されている。Pit の深さは、P1・2は不明、P3は39㎝、

P4・5は不明、P6は24㎝、P7は16㎝を測る。現場所見により、P6・P7は本遺構より新しい。周溝はカ

マドのある北壁以外に回る。

出土遺物　1～12・14は土師器杯で、1は体部外面に墨書「卍ヵ」が認められ、2は体部外面に墨書「 ヵ」

が正位で認められ、7は内面と口縁部外面に黒色処理を施し、10は内面に黒色処理を施し、13は土師

器椀で内面に黒色処理を施し、15・16は須恵器甕、17は置きカマド、18は平瓦で、裏面に「周」が横位

でスタンプされている。19は棒状の不明鉄製品で、二又に分かれている。

土層　カマド：1、暗褐色土 2、暗褐色土中に粘土・焼土粒を若干含む 3、暗褐色土中に焼土・粘土多く

混じる 4、暗褐色土中に焼土粒若干混じる 5、暗褐色土中に焼土混じる 6、粘土・焼土・暗褐色土 7、

焼土中に炭・粘土少量・暗褐色土混じる 8、黒褐色土中に炭・粘土・ローム混じる 9、粘土・焼土・暗褐色

土 10、被熱したローム中に暗褐色土混じる 11、バリバリの焼土 12、粘土中に焼土・暗褐色土若干混

じる 13、焼土・灰・粘土・暗褐色土 14a、焼土 14b、焼土 14c、焼土 15、焼土中に炭を多く含

む 16、焼土中に灰混じる 17、焼土・炭・ローム 18、粘土、焼土 19、黒褐色土中に炭を多く含み焼土

混じる 20、ローム 21a、焼土中にスサ・粘土含む 21b、不明 22、焼土主体で粘土混じる 23、焼土・

ローム・粘土 24、粘土 25a、ロームを含む黒褐色土・ロームを含む焼土・ローム・粘土・ロームを含む

暗褐色土 25b、黒褐色土中に焼土・粘土混じる 25c、粘土 25d、粘土・焼土 26、粘土混じる黒褐色土

炭 27、ロームを主体とする焼土、粘土混じる黄褐色土 28、ローム多く含む 29、ローム・粘土・焼土・

炭混

SI-132　（Fig.195～198、PL.49・50・117・118・190・231）

遺構　SI-132は EW45に位置する。北西側で SI-131と重複する。平面形は3.41ｍ×3.28ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は11.0㎡、遺構確認面から床面までは0.37ｍを測る。主軸方位は N-22.5°

-E 及び N-108°-E。カマドは北壁と東壁に2基認められる。北壁のものが古く、東壁のものが新し
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い。北カマドは北壁のやや北東隅寄りに位置する。煙道部は幅30㎝、長さ106㎝を測り、燃焼部側か

ら上り、中ほどで先端に向けて下方に傾斜する。先端部は Pit 状の掘り込みを伴う。燃焼部は壁ライ

ンの内側に位置する。袖付け根部とみられる位置に Pit が認められるが、西側の位置が不自然であ

る。東カマドは東壁中央に位置する。煙道部は、幅42㎝、長さ90㎝。ほぼ水平に伸び、奥壁上になっ

た先に Pit を伴う。燃焼部は図化されていないが、壁ラインより内側に位置する。貯蔵穴・主柱穴は

認められない。Pit の深さは、P1・3・4は不明、P2は42㎝を測る。周溝は北・東カマド付近で途切れる

が、ほぼ全周する。

出土遺物　1～3は土師器杯で、1は底部外面に記号のようなヘラガキが認められ、4は土師器皿、5・6・

8は土師器甕、7は土師器台付鉢、9・10は須恵器杯、11・12は鉄製品で、11は穂摘鎌、12は刀子であ

る。

土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土・ローム粒少し混じる 2、粘土中に褐色土多く混じる 3、焼土・

ローム粒・暗褐色土 4、粘土 5a、粘土少し火焼ける 5b、粘土粒・ローム粒中に明褐色土少し含

む 5c、暗褐色土・ローム粒 5d、暗褐色土・ローム粒中に粘土粒混じる 6、ローム粒、暗褐色土少し

混じる 7、暗褐色土 8、暗褐色土粘土粒やや多く含む、ローム粒混じる、焼土粒少し混じる 9、暗褐

色土中に焼土やや多く混じる 10、暗褐色土中に焼土粒・ローム粒少し混じる 11、粘土中に焼土少し

混じる 12、焼土・暗褐色 13、粘土 14、焼土・暗褐色 15、焼土 16、粘土 17、黒褐色土

SI-133　（Fig.199・200、PL.50・118・190・231）

遺構　SI-133は EV50に位置する。遺構の重複は無い。平面形は2.92ｍ×3.75ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は10.5㎡、遺構確認面から床面までは0.33ｍを測る。主軸方位は N-23.0°-E。カ

マドは北東壁中央に位置する。煙道部は幅34㎝、長さ22㎝を測るが、調査中に破壊を受けており、北

Fig.177　SI-125遺構・出土遺物実測図
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側に長く延びる部分は不明確である。煙道は先端に向けて上方に傾斜する。燃焼部は壁ラインの内側

にあるが、奥壁は幅38㎝、長さ136㎝の半楕円形に掘り込まれている。貯蔵穴とみられる Pit が東隅

に認められる。主柱穴は南側で明確だが、北側では不規則な位置に認められる。Pit の深さは、P1は

22㎝、P2は5㎝、P3は29㎝、P4は25㎝、P5は不明、P6は8㎝、P7は12㎝を測る。周溝はカマド直下と

その周辺以外は回っている。

出土遺物　1～7は土師器杯で、1は底部外面に「田」状の線刻が認められ、8土師器椀、9は鉄製品の鑿

である。

土層　カマド：1、粘土主体、焼土、褐色土混じる 2、黒褐色土、ローム粒焼土を含む 3、粘土 4、粘

土 5、黒褐色土中に粘土粒少し混じる

SI-134　（Fig.199～201、PL.51・118・167・194・231）

遺構　SI-134は EW71に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.62ｍ×3.54ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は12.6㎡、遺構確認面から床面までは0.31ｍを測る。主軸方位は N-9.8°-E。カマ

ドは北壁のやや北東隅寄りに位置する。煙道部は幅12㎝、長さ118㎝を測り、先端に向けて下方に傾

斜する。燃焼部は壁ラインの内側に位置し、掘り込みを伴う。貯蔵穴・主柱穴は認められない。周溝

はカマド直下から北東隅以外で回る。

出土遺物　1～3は土師器杯で、3は床直上からの出土、4は須恵器蓋の転用硯、5は須恵器杯、6は土師

器甕、7は須恵器甕で床直上からの出土、8は支脚、9はとめ具状の鉄製品である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土粒多く含む焼土粒混じる 2、暗褐色土中にローム粒混じる 3、粘

土粒 4、粘土、黒褐色土 5、暗褐色土中に粘土粒・炭混じる 6、焼土 7、暗褐色土中に焼土粒多く混

じる 8、暗褐色土中に焼土ブロック混じる 9、褐色土中に黒褐色土混じる 10、焼土・褐色土 11、黒

褐色土中にローム粒少し含む

SI-135　（Fig.202・203、PL.51・52・118・119・167・190・214・231）

遺構　SI-135は EV-89に位置する。西側と東側で SK-103・104・105と重複する。平面形は3.43ｍ×3.43

ｍの方形を呈する。遺構確認面における面積は（11.5）㎡、遺構確認面から床面までは0.19ｍを測る。

主軸方位は N-113.5°-E。カマドは東壁のやや南隅寄りに位置する。煙道部は幅46㎝、遺存長80㎝を

測り、先端に向けて下方に傾斜する。覆土中に瓦を伴うが、元位置は示していないとみられる。燃焼

部は壁ライン上にかかって位置し、奥壁は不整形に壁を掘り込んでいる。袖付け根部外側に Pit を伴

う。貯蔵穴・主柱穴は認められない。Pit の深さは、P1は26㎝、P2は28㎝、P3は18㎝を測る。周溝は

カマド直下以外回るとみられる。

出土遺物　1～5は土師器杯で、5は底部内面に「×」が線刻され、6は土師器皿、7は灰釉陶器段皿、8・9

は須恵器甕で、8は転用硯、10は鉄釘の頭部、11は平瓦である。

土層　カマド：1、黒褐色土中に焼土粒混じる 2、暗褐色土中に粘土粒やや多く混じる 3、粘土中に暗

褐色土混じる 4、粘土ブロック 5、暗褐色土中に粘土粒少し混じる 6、黄褐色土 7、暗褐色土中に焼

土粒多く混じる 8、暗褐色土中に粘土粒・焼土粒やや多く混じる 9、黄褐色土 10、黒色土・ローム粒

大 11、黄褐色土 12、黄暗褐色土 13、暗褐色土中に焼土粒少し混じるやや黄色い 14、粘土 15、黒

褐色土中にローム粒・焼土粒混じる 16、黒褐色土・黄褐色土

SI-136　（Fig.204、PL.52・119・167）
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Fig.182　SI-127出土遺物実測図
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Fig.187　SI-128出土遺物実測図
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Fig.188　SI-128出土遺物実測図
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Fig.189　SI-128出土遺物実測図
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Fig.190　SI-128出土遺物実測図
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遺構　SI-136は EW91に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.18ｍ×3.24ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は10.2㎡、遺構確認面から床面までは0.37ｍを測る。主軸方位は N-14.0°-E。カ

マドは北壁中央に位置する。煙道部は幅36㎝、長さ102㎝を測り、先端に向けて下方に緩やかに傾斜

する。燃焼部は壁ラインの内側に位置し、掘り込みを伴う。内壁には袖部の内壁には平瓦を立てた状

態で設置している。貯蔵穴・主柱穴は認められない。周溝はカマド燃焼部以外全周する。

出土遺物　1・2は土師器甕、3は須恵器杯で床直上からの出土である。

土層　カマド：1、黒褐色土中に焼土粒混じる 2、粘土 3、焼土粒、黒褐色土 4、黒褐色土中にローム

粒・粘土粒少し混じる 5、褐色土上にかぶさっている面あり 6、黒色土中に焼土粒少し含む 7、焼土

粒 8、ローム粒、黒褐色土 9、焼土、黒褐色土 10、焼土粒やや多く含む 11、焼土粒、黒褐色土灰少

し混じる 12、黒褐色土中にローム粒混じる 13、粘土、黒褐色土少し混じる、焼土粒 14、黒褐色土・

粘土粒

SI-137　（Fig.205、PL.52・53・119・167・190・225）

遺構　SI-137は EV85に位置する。北側で SK-110と重複する。平面形は3.31ｍ×3.83ｍの方形を呈す

76

Fig.191　SI-128出土遺物実測図
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Fig.192　SI-128出土遺物実測図
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る。遺構確認面における面積は11.9㎡、遺構確認面から床面までは0.18ｍを測る。主軸方位は

N-16.5°-E。カマドは北壁中央に位置する。煙道部は遺存部分から推定して幅88㎝、長さ172㎝を測

り、先端に向けて下方に傾斜するとみられる。先端部で瓦が出土している。燃焼部は壁ラインの外側

に位置し、掘り込みを伴う。

貯蔵穴・主柱穴は認められない。周溝はカマドのある北壁以外は回るとみられる。

出土遺物　1～5は土師器杯で、1は底部内面に「 」状のヘラガキが認められる。6は土師器皿、7は磨

石である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土粒・粘土粒混じる 2、焼土・黒褐色土 3、黒褐色土・焼土粒 4、張

り床暗褐色土、ローム粒 5、黒褐色土・ロームブロック 6、ロームブロック 7、暗褐色土中に焼土粒

混じる 8、焼土粒・暗褐色土 9、焼土

SI-138　（Fig.206、PL.53）

遺構　SI-138は FV79に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.19ｍ×3.62ｍの方形を呈するが、遺

Fig.194　SI-130出土遺物実測図
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存状態は悪い。遺構確認面における面積は（10.9）㎡、遺構確認面から床面までは0.05ｍを測る。主軸

方位は N-20.0°-W。カマドは不明。主柱穴は不規則に配置されている。Pit の深さは、P1は56㎝、P2

は47㎝、P3は45.5㎝、P4は不明。周溝は北東壁側と、南西壁の一部で認められない。

出土遺物　実測遺物は無い。

SI-139　（Fig.206、PL.53・119）

遺構　SI-139は FV97に位置する。遺構の重複は無い。カマドと床面が遺存するのみで、壁は検出さ

れていない。平面形は（3.38）ｍ×（2.63）ｍの方形を呈とする。遺構確認面における面積は（7.8）㎡、遺

構確認面から床面までは0.00ｍを測る。主軸方位は N-28.5°-E。カマドは北東壁に位置するが、遺存

状態が悪く詳細不明。貯蔵穴・主柱穴は認められない。Pit の深さは、P1は37㎝を測る。周溝は認め

られない。

出土遺物　1・2は土師器杯で共に床直上からの出土、3は土師器高台付皿である。

SI-140　（Fig.206、PL.119）

遺構　SI-140は EV17に位置する。遺構の重複は無い。平面形は（1.92）ｍ×（2.00）ｍの方形を呈とす

る。遺構確認面における面積は（2.6）㎡、遺構確認面から床面までは掘り込みを認められない。床面

のみ遺存。詳細は不明である。

出土遺物　1は土師器椀で内面に黒色処理を施し、床直上からの出土、2は土師器小皿である。

SI-141　（Fig.207、PL.53・119・225）

遺構　SI-141は FV45に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.27ｍ×2.96ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は9.2㎡、遺構確認面から床面までは0.13ｍを測る。主軸方位は N-102.5°-E。カ

マドは東壁のやや北東隅に寄って位置する。明確な煙道部は認められない。幅60㎝、長さ28㎝の半円

形に壁を掘り込んでいる。燃焼部は図化されていないため不明確だが、壁ラインの内側か、一部か

かって位置するとみられる。掘り込みは伴わない。袖付け根部に Pit を伴う。貯蔵穴・主柱穴は認め

られない。Pit の深さは、P1は24㎝、P2は22㎝を測る。周溝はカマド脇と南西隅周辺に遺存するが状

態が悪く、各壁沿いに回る可能性もある。

出土遺物　1は土師器小皿、2は砥石で P2の底から出土している。

土層　カマド：1、黒暗褐色土中にローム粒少し・焼土やや多く含む 2、暗褐色土中にローム粒・粘土

粒・焼土粒少し混じる

SI-142　（Fig.207・208、PL.119・167・183・191・231）

遺構　SI-142は FV25に位置する。遺構の番号変更が行われているため帰属遺物に混乱が生じてい

る。現場の図面では Pit は本遺構に帰属するものとして扱われているが、周辺の状況から、別遺構の

可能性もある。平面形は（3.26）ｍ×（3.24）ｍの方形を呈とする。遺構確認における面積は（8.3）㎡、遺

構確認面から床面までの掘り込みは認められない。ソフトローム上にある床面が残る。カマド・主柱

穴は認められない。Pit の深さは、P1は16㎝、P2・P3は不明、P4は20㎝、P5は28㎝、P6は17㎝、P7は

47㎝、P8は34㎝を測る。周溝は認められない。

出土遺物　1～3・5・7は土師器杯で、1は底部外面に墨書「上」が認められ、2は内面に黒色処理を施し、

4は緑釉陶器椀、6は土師器脚高高台杯で底部内面に判読不明のヘラガキが認められる。8は須恵器

甕、9は土師器甕、10は鉄製の棒状不明品である。
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SI-143　（Fig.208、PL.53・119・167・231）附章参照

遺構　SI-143は GV97に位置する。遺構図が無く、概略図の観察となるため、詳細は不明。遺構の重

複は無い。平面形は方形を呈する。遺構確認面における面積は11.0㎡。カマドは北壁中央に位置す

る。主柱穴は不明。周溝はカマド直下が不明だが、それ以外は回る。

出土遺物　1は土師器高台杯皿、2は須恵器椀、3は須恵器甕、4は鉄製鑿である。

SI-144　（Fig.209、PL.53・54・119・120・168・191・231）

遺構　SI-144は FV18に位置する。遺構の重複は無い。平面形は4.30ｍ×3.54ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は14.6㎡、遺構確認面から床面までの掘り込みはほとんど認められない。主軸方

位は N-106.0°-E。カマドは南東壁の南隅によって位置する。明確な煙道は認められない。幅74㎝、

長さ28㎝で不整形に壁を掘り込んでいる。燃焼部は図化されていないため不明だが、壁ラインより内

側に位置するものとみられる。明確な主柱穴は認められないが、竪穴の四隅と周溝内に Pit が規則的

に配置されている。Pit の深さは、P1は19㎝、P2は22㎝、P3は45㎝、P4は20㎝、P5は18㎝、P6は17

㎝、P7は33㎝、P8は26㎝、P9～ P16は不明。周溝はカマド直下を除いて全周する。

出土遺物　1～7は土師器杯で、1は底部外面にヘラガキで五芒星が認められ、3は床直上からの出土、

4はヘラガキ「得万」が認められ、8は土師器甕で、内面に黒色処理を施す。9は土師器甑、10は須恵器

甕、11は鉄製の板状不明品で鋳造とみられ、床直上からの出土である。

土層　カマド：1、褐色土・暗褐色土 2、焼土

SI-145　（Fig.210・211、PL.54・120・168・225・226）

遺構　SI-145は FV20に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.54ｍ×3.26ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は11.1㎡、遺構確認面から床面までは18㎝～27㎝を測る。主軸方位は N-92.5°

-E。床はハードローム上にある。カマドは東壁のやや南東隅に寄って位置する。明確な煙道部は認め

8

9

10

11 12

Fig.198　SI-132出土遺物実測図
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られず、幅86㎝、長さ56㎝の半楕円形に壁を掘り込んでいる。燃焼部は壁ラインにかかり、竪穴の外

側に位置する。貯蔵穴は北西隅に位置する。主柱穴は認められない。Pit の深さは、P1は15.5㎝、P2

は15㎝を測る。周溝はカマド直下を除いて全周する。

出土遺物　1～6は土師器杯で、4は内面に黒色処理を施し、床直上からの出土、5は床直上からの出土

である。7は灰釉陶器甕で、8は須恵器甕で、7は床直上からの出土である。9は灰釉陶器獣脚付三足壺

で床直上からの出土である。10～12は石製品で、10・11は磨石、12は軽石で、共に床直上からの出土

である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に焼土・粘土粒含む 2、焼土 3、灰

SI-146　（Fig.212・213、PL.54・120・168・183・231）

遺構　SI-146は GW41に位置する。遺構の重複は無い。平面形は3.64ｍ×4.20ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は14.9㎡、遺構確認面から床面までは0.43ｍを測る。主軸方位は N-5.5°-W。カマ

ドは北壁の北東隅寄りに位置する。煙道部は幅50㎝、長さ98㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜す

る。燃焼部は壁ライン上にかかって位置し、掘り込みを伴う。貯蔵穴とみられる Pit が北東隅及び南

東隅に位置する。主柱穴は認められない。Pit の深さは、P1は不明、P2は24㎝、P3は不明、P4は15

㎝、P5は19㎝を測る。周溝は全周する。

出土遺物　1～4は土師器杯で、1・2は体部外面に墨書が認められるが判読できない。5は土師器甕、6

は須恵器蓋、7・8は須恵器杯、9は灰釉陶器水瓶、10～12は須恵器甕、13・14は鉄製品で、13は曲刃

11

Fig.203　SI-135出土遺物実測図
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鎌、14は鉄鏃である。

土層　カマド：1、暗褐色土中に若干焼土混じる 2、焼土・粘土 3、焼土・粘土・暗褐色土 4、ロームブ

ロック・暗褐色土 5、粘土

SI-147　（Fig.214、PL.54・55・120・168・231）

遺構　SI-147は GW63に位置する。南西側で SI-148と近接する。平面形は4.24ｍ×4.18ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は17.8㎡、遺構確認面から床面までは0.36ｍを測る。主軸方位は N-72.8°

-E。カマドは東壁中央に位置する。煙道部は幅40㎝、長さ100㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜す

る。先端部は Pit 状の掘り込みが伴う。燃焼部は図化されていないが、壁ラインの内側に位置すると

みられ、掘り込みを伴う。袖付け根部外側には Pit が伴う。貯蔵穴とみられる Pit が南東隅に位置す

る。主柱穴は一部を欠くが、規則的に配置されている。Pit の深さは、P1は55㎝、P2は48㎝、P3は45

㎝、P4は45㎝、P5は35㎝を測る。周溝はカマド直下を除いて回る。

出土遺物　1・2は土師器杯、3・4は土師器皿、5～7は須恵器杯、8は須恵器甕、9・10は鉄製刀子であ

る。

土層　カマド：1、暗褐色土中に若干粘土粒・焼土粒混じる 2、焼土・粘土・暗褐色土 3、ロームブロッ

ク・暗褐色土 4、暗褐色土中にスス混・若干粘土粒・焼土粒混じる 5、粘土 6、ロームブロック・褐色土

SI-148　（Fig.215、PL.55・120・168・195・226・231）

遺構　SI-148は GW63に位置する。北東側で SI-147に近接する。平面形は4.17ｍ×4.21ｍの方形を呈す

る。遺構確認面における面積は16.7㎡、遺構確認面から床面までは0.31ｍを測る。主軸方位は N-7.5°

-W。カマドは北壁中央に位置する。煙道部は幅36㎝、長さ148㎝を測り、先端に向けて下方に傾斜す

る。先端部に Pit 状の掘り込みを伴う。燃焼部は図化されていないため不明確だが、壁ライン上にか

かって位置するとみられる。下位には明確な掘り込みを伴う。袖付け根部には非対称な位置に Pit を

伴う。貯蔵穴は認められない。主柱穴は一部を欠くものの、規則的に配置されている。Pit の深さ

は、P1は不明、P2は33㎝、P3は50㎝、P4～ P8は不明である。周溝はカマド直下を除いて全周する。

出土遺物　1～3は土師器杯、4は土師器甕、5は須恵器甕で転用硯の可能性がある。6は支脚、7は砥

石、8は板状の鉄製品で刃部を有する。

土層　カマド：1、暗褐色土中に粘土粒・焼土粒含む 2、焼土 3、粘土・暗褐色土 4、ロームブロック・

暗褐色土 5、粘土 6、粘土中に、焼土を若干含む

SI-149　（Fig.216～218、PL.55・120・121・168・183・214・226・231）

遺構　SI-149は GW92に位置する。遺構の重複はない。平面形は4.01ｍ×3.75ｍの方形を呈する。遺構

確認面における面積は14.7㎡、遺構確認面から床面までは0.17ｍを測る。主軸方位は N-5.0°-E。カマ

ドは北壁に位置する。煙道部は幅40㎝、長さ106㎝を測り、先端に向けて下方に緩やかに傾斜する。

燃焼部は壁ライン上に一部かかって位置するとみられ、明瞭な掘り込みを伴う。内壁には平瓦を立て

た状態で設置している。袖付け根部には Pit が伴う。また、同範囲は竪穴掘削時に、地山を掘り残す

ことで、カマドの位置を規定している。明確な貯蔵穴は認められない。主柱穴は南側のものが壁に接

しているが、規則的に配置されている。Pit の深さは、P1は不明、P2は69㎝、P3は57㎝、P4は42㎝、

P5～ P7は不明である。カマド直下を除いて全周する。

出土遺物　1～11は土師器杯で、1は体部外面に墨書が認められるが判読できない。3は墨書とみられ
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